

-版電話 044-572-8102 

月曜〜金曜 

目:30〜18:00 

±曜 

9:30〜12:00、13:00〜17:00 
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《フリーコールは、携帯電話 ’ PHS からはご利 
用になれません。一般電話は、携帯電話- 
PHS からご利用可能ですび、通話料びかか 
0ます。 
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取扱説明書 


お取り扱いについてお困りのとさ 

http://pioneer.jp/support/ 

カスタマーヴポートセンター 

ra 0120 -944-222 


受付時間 




準備 


まを上のごを意 


•ま全にお使いいただくために、必ずお守りください。 

•ご使用の前にこの r 安全上のご注意」をよくお読みのうえ、正しくお使いください。 


この取扱説明書および製品には、製品をまをに正しく 
お使いいたださ、お客様や他のち々へのを害や財産へ 
の損害を未然に防止ずるために、いろいろな給表示を 
していまず。その表示と意味は次のよラになっていま 
ず。 

巧客をよく理解してか6本夕をお読みください。 

絵表示の例 

A A 記号は注意(警告を含む)しなければな5 
/な\ ない巧客であることを示していまず。 

■ -^図の中に具体的なを意内容(を図の場合は感 

蛋进音、わ’備わ、わア 1 、ホサ 

A 警告 

この表示を無視して、誤った取り扱いをずると、人が 
死こまたは重傷を負ラ可能性が想定される巧客を示し 
ていまず。 

を 

0 記号は禁止(やってはいけないこと)を示 
していまず。 

図の中や近くに具体的な禁止巧客(左図の場 
台は分解禁止)び描かれていまず。 

• 記号は行動を強制したり指示ずる内容を 
示していまず。 

図の中に具体的な指示内容(ち図の場台は電 
源プラグをコンセントか6巧け)び描かれて 
いまず。 

A \ ミち意 

この表示を無視して、誤った取り扱いをずると、人び 
傷害を負ラ可能性が想定される巧客および物的損害の 
みの究生が想定される内容を示していまず。 


A 警告 


異常時の処置 


• 万一煙び出ている、変なにおいや音びするなど 
の異常状態のまま使用すると火災•感電の原因 
となります。すぐに機器本体の電源スイッチを 
切0、必ず電源プラグをコンセントか5损いて 
ください。煙び出なくなるのを確認して販売店 
に修理をご依頼ください。お客様による修理は 
危険ですか5絶対おやめ<ださい。 

• 万一内部に水や異物等び入った場合は、まず 
機器本体の電源スイッチを切0、電源プラグを 
コンセントか5抜いて販売店にご連絡くださ 
し)。そのまま使用すると火災•感電の原因とな 
ります。 

• 万一本機を落とした0、カバーを破損した場を 
は、機器本体の電源スイッチを切り、電源プラ 
グをコンセントか5巧いて販売店にご連絡く 
ださい。そのまま使用すると火災•感電の原因 
となります。 

設置 


0 ^ • 電源プラグの刃および刃の付近にほこりや金 

属物び付着している場合は、電源プラグを巧 
いてから乾いた巧で取り除いてください。その 
まま使用すると火災•感電の原因となりまず。 

電源コードの上に重いをのをのせたり、コー 
ドび本機の下敷きにな5ないようにしてく 
ださい。また、電源コードび引っ張5れない 
よラにしてください。コードび傷ついて、乂 
災•感電の原因とな0ます。コードの上を敷 
物などで覆ラことによ0、それに気付かず、 
重い物をのせてしまラことびあ0ます。 


放熱をよくするため他の機器、壁等か5間隔 
をとり、またラックに入れる時はずを間をあ 
けてください。また、次のよラな使いちで通 
風孔をふさびないでください。内部に熱びこ 
わり、乂災の原因となることびありまず。 

—あおむけや横倒し、逆さまにする。 

-►押し入れなど、風通しの悪い狭いところに押 
し込む。 

じゅラたんやふとんの上に置く。 

テーブル ク□スなどをかける。 

0 * 付属の電源コードはこの機器のみで使用す 
ることを目的とした専巧部品です。他の電気 
製品ではご使用になれません。他の電気製品 
で使用した場合、発熱により火ぶ • 感電の原 
因となることびあ0ます。また電源コードは 
本製品に付属のわの政外は使用しないでく 
ださい。他の電源コードを使用した場合、こ 
の機器の本来の性能び出ない こと や、電流容 
量不足による発熱か5义災•感電の原因とな 
ることびあります。 

0 * 本機の上に火びついたろラそくなどの裸火を 
置かないでください。火災の原因となります。 

使用環境 


♦ この機器に水び入ったり、城らさないように 
ごま意 < ださい。火災•感電の原因となりま 
す。雨天、降雪中、海岸、水辺での使用は特にご 
ま意ください。 

♦ 風呂場•シャワー室等では使用しないでくだ 
さい。火災•感電の原因となります。 
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•表示され た 電源電圧（交流 1 日日ボルト已日 
Hz /60 Hz ) 以外の電圧で使用しないでくだ 
さい。火災•感電の原因とな0ます。 


0 


• この機器を使用でさるのは日本国内のみです。 
船舶などの直流 ( DC ) 電源には接続しないでく 
ださい。火災の原因となります。 


使祝}左 



• 本觸の上に巧びん、植木鉢、コップ、化粧品、薬 
品や水などの入った容器またはかさな金属物 
を置かないでください。こぼれたり、中に入っ 
た場合、火災‘感電の原因となりまず。 



• 城れた手で(電源)プラグを抜を差ししないで 
ください。感電の原因となることびあります。 


準備 


0 参本機の通風孔などか5、内部に金属類や燃え 
やすいをのなどを差し込んだり、落とし込ん 
だ0しないでください。火災•感電の原因とな 
ります。特におモ様のいるご家庭ではごま意 
ください。 



• 本機のカバーを外したり、改造したりしないで 
ください。内部には電圧の高い部分びあ D 、 乂 
災•感電の原因とな0ます。内部の点検‘整備， 
修理は販売店にご依頼ください。 


0 参電源コードを傷つけた0、加工した0、無理に 
巧げたり、ねじったり、引っ張ったり、加熱した 
りしないでください。〕ードび破損して乂災- 
感電の原因となります。コードび傷んだら(芯 
線の露出、断線など)、販売店に交換をご依頼 
ください。 


0 参雷び鳴り出した5アンテナ線和電源プラグには 
触れないでください。感電の原因となります。 


A を意 


設置 


電源プラグはコンセントに根元まで確実に差 
し込んでください。差し込みび不完全ですと 
発熱した D 、 ほこ0び付着して火災の原因と 
なることびあります。また、電源プラグの刃に 
触れると感電することびあります。 

0 m 電源プラグは、根元まで差し込んでわゆるみ 
びあるコンセントに接続しないでくださし、。 
発熱して火災の原因となることびあります。 
販売店や電気工事店にコンセントの交換を依 
頼してくださし、。 

0 参ぐ5ついた台の上や傾いたところなど不安定 
な場所に置かないでください。落ちたり、倒れ 
た0してけびの原因となることびあります。 

0 ® 本機を調理台や加湿器のそばなど油煙、湿気 
あるいはほこ0のをい場所に置かないでく 
ださい。火災•感電の原因となることびありま 
す。 

A •テレビ、オーディオ機器、スピーカー等に機器 

/1\ を接続ずる場合は、それぞれの機器の取扱説 

^~^ 明書をよ < 読み、電源を切り、説明に従って接 

続してください。また、接続は指定のコードを 
使用して < ださい。 

/\ • 本機の電源び入っている状態、または電源を 

/1\ 切ってか5しばらくの間は本機の底面に触 

^-^ れないでくださし)。電源び入っている、または 

切つた直後の本機底面は熱 < なり、火傷の原 
因となることびあ0ます。 


0 m 本機の上に重いものや外枠か5はみ出るよう 
な大をなわのを置かないでください。バラン 
スびくずれて倒れた0、落下してけびの原因 
となることびあります。 

0 ® 本機の上にテレビを置かないでください。放熱 
や通風び巧げ5れて、火災や故障の原因とな 
ることびあります。(取扱説明書でテレビの設 
置を認めている機器は除をます。） 


異常時の処置 


Q m 電源プラグを抜く時は、電源コードを引っ張 
らないでください。コードび傷つさ火災•感電 
の原因となることびあります。必ずプラグを 
持って抜いて < ださい。 

0 m 電源コードを熱器具に近づけないでくださ 
し' i 。 コードの被ふくび溶けて、火災 • 感電の原 
因となることびあります。 

• 移動させる場合は、電源スイッチを切0必ず 
電源プラグをコンセントか日损さ、が部の接続 
コードを外してから、行ってください。〕ードび 
傷つさ火災•感電の原因となることびあります。 

0 m 本機の上にテレビやオーディオ機器をのせた 
まま移動しないでください。倒れた0、落下し 
てけびの原因となることびあ0ます。重い場 
含は、持ち運びは3人 ULL で行ってください。 

0 m 窓を閉め切った自動車の中や直射曰光び当た 
る場所など異常に温度び高<なる場所に放置 
しないでください。火災の原因となることび 
あ0ます。 
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準備 

使用方法 


• 音び歪んだ状態で長時間使わないで<ださ 
し)。スピーカーび発熱し、火災の原因となるこ 
とびあります。 

• 本機に乗ったり、ぶ5下がったりしないでくださ 
し、。特におモ様はごを意ください。倒れたり、壊 
れたりしてけびの原因になることがあ0ます。 

• ヘッドホンをご使用になる時は、音量を上げ 
すぎないよラにご注意 < ださい。耳を刺激す 
るよラな大をな音量で長時間続けて聞くと、 
聴力に悪し''影響を与えることびあります。 

• 電源投入後、スピーカーか!5音び出るまでに 
数秒かか0ますので、その間に音量を最ルに 
してください。突然大さな音び出て聴力障害 
などの原因となることびあります。 

• 旅行などで長期間ご使用にならない時は安全 
のため必ず電源プラグをコンセントか5抜し、 
て < ださい。 


♦ 指定 UW の電池は使用しないでください。また、 
新しい電池とちい電池を混ぜて使用しないで< 
ださい。電池の破梨、液漏れによ0、火災 • けびや 
周囲をミち損する原因となることびあります。 

♦ 電池を機器内に挿入する場合、極性表示(プラ 
スけ)マイナス(一)の向き）にま意し、表示ど 
お0に入れてください。間違えると電池の破 
裂、液漏れによ0、火災•けびや周囲を巧損す 
る原因となることびあります。 


〇 參長時間使巧しない時は、電池を取0出してお 
いてください。電池か5;夜び漏れて乂災、け 
び、周囲を巧損する原因となることびありま 
ず。ちしミ夜び漏れた場合は、電池ケースに つい 
たミ夜をよく拭き取ってから新しい電池を入れ 
てください。また万一、漏れた;夜び身体に つい 
た時は、水でよく洗い流して < ださい。 

0 參電池は加熱したり分解した0、火や水の中に 
入れないでください。電池の破裂、あ漏れによ 
り、火災、けがの原因となることびあ0ます。 

保守•点巧 


A ♦ 巳年に一度く5いは内部の掃除を販売店など 

/!\ にご相談ください。内部にほこりびたまった 

まま、長い間掃除をしないと火災や故障の原 
因となることびあります。特に湿気の多くな 
る梅雨期の前に行ラとよ0効果的です。なお 
掃除費用については販売店などにご相談<だ 
さい。 

• お手入れの隙は安全のために電源プラグをコ 
ンセントか5抜いて行ってください。 


本機の使用環境について 

本機の使用環境温度範囲は己む〜3己む、使用環境湿度 
は8己％攻下循風孔び妨げられていないこと)でず。 
風通しの悪い所や湿度び高すぎる場所、直射日光（また 
は人工の強い光)の当たる場所に設置しないで < ださい。 

D3-4-2-1-7c_A1_Ja 


設置について 



放熱のため、本機の上に物を置いたり、 
巧やシートなどをかぶせた状態でのご使 
用は絶対におやめください。異常発熱に 
より故障の原因となる場をびあります。 
ラックなどに設置する場をは、上部に 
20 cm 上空間をあけてください。 


A 

本機は連続動作していると、内部の 

放熱板を覆ラキャビネット天面が熱< 

局/ m 立言、 

なります。 

軸れない 




20 cnU ソ上離ず 


00A A- A 
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準備 



ご巧巧•巧 
口 □□口 

"■う岂因巧 


H 岂だ 


面ご.© 


リモコン 



セットアップ用マイク 
(已 m ) 





単4お乾電池 (2 本） 


iPod ケーブル 
保話書 

取扱説明書(本書） 




3. 



本機に付属の電池は動作確認用のため、短期間で寿命となることがあります。なお、市販のアルカ U 電池を使用 
すると、長期間操作が巧能になります。 



電池を直射日光の強いところや、炎天下の車内•ス I -ーブの前などの高温の場所で 
使用•放置しないで<ださい。電池の液漏れ、発熱、破裂、発火の原因になります。 
告また、電池の性能や寿命げ低下することげありまず。 

電池を誤って使用ずると、液漏れしたり破裂したりする危険性があります。政下の 
点について特にご注意ください。 

-新しい乾電池と一度使用した乾電池を混ぜて使用しないでください。 

• 乾電池のプラスとマイナスの向さを電池ケースの表示どおりに正し<入れてください。 

-乾電池には同じ形状でち電圧の異なるをのがあります。種類の違ラ乾電池を混ぜて使用しないで<だ 
さい。 

-長い間 （1 力月！;(上） U モコンを使用しないとさは、電池の液漏れを防ぐため、乾電池を取り出して 
<ださい。液漏れを起こしたとさは、ケース巧についた液をよくおさ取ってから新しい乾電池を入れ 
て < ださい。 

. 不要となった電池を廃棄する場合は、各地方自治体の指示（条例）に従って処理してください。 


リモコンの操作範囲 

本機を U モコンで操作するとさは、 U モコンをフ□ント 
パネルの U モコン信号受光部に向けてください。 

. U モコンと本機との間に障害物びあったり、 U モコン受 
光部との角度が悪いと操作がでさない場合があります。 

. U モコン受光部に直射曰光や堂光口などの強い光が当 
たると誤動作することがあります。 

• 赤外線を出す機器のおくで本機を使用したり、赤外線を 
利用した他の U モコン装置を使用したりすると、本機が 
誤動作することがあります。をにこの U モコンを操作す 
ると、他の機器を誤動作させることをあります。 



J 
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リモコンに電池を入れる 


付属品をお認する 


昌思濟 •ィ 

13 霞！！ 


I 回化呀因回空因署 

,1 1豈當留四み 

:富意四 

み恩¥回回且囚ち 


i 























HDMI によるコント□-ル機能で HDMI 機器を 

連動動作させる . 

HDMI によるコント□ール機能対応機器を 

接 fe する . 

HDMI によるコント□-ル機能を設定する... 

連動動作を開始する前に動作確認する . 

連動中の動作について ... 

HDMI によるコント□ール機能と互換性 

のある他社製品と接続する ... 

PQLS 機能を使ラ ... 

HDMI によるコント□-ル機能についての 

ごま意 . 

再生するスピーカー端テを切0換える . 

別の部屋で本機の音や映像を再生する 

〜マルチゾーン機能〜 . 

フ□ントパネルでマルチゾーンの操作をする 

リモコンでマルチゾーンの操作をする . 

接続した機器間で録音/録画をする . 


昼本設定 


スピーカーインピーダンスの切り換え . 37 

スピーカーの自動設定を行ラ 

〜フルオート MCACC 〜 .. 38 

入力端子の割0当てを変更する ... ....42 

アンプか5音を出す〜基本再生〜.… . ….43 

音声入力信号の切0換え… . ....44 

へッドホンで聴く . 44 

iP 日 d や iPhone をつないで再生する . 4已 

iPod や iPhone の音楽を再生する . 46 

iPod や iPhone の映像を再生する . 47 

iPod や iPhone の操作を切り撰える . 47 

USB メモリーを再生する . 48 

音楽ファイルを再生する . 4白 

写真ファイルを再生する . 50 

目 LUET 日日 TH アダプターを使用して 

ワイヤレスで音楽を楽しむ ..... 己1 

BLUET 日日 TH アダプターをペア U ングする 

(初期登録）….. ... 己1 

ぶ W わ0化機能搭載機器の音楽を本機で聴く..........已2 

インターネットラジオを聴< . 己3 

インターネットラジオの放送局を登録する . 己3 

U スニングモードでいろいろな音を楽しむ . 已已 

最適な設定でサラウンド再生ずる . 己白 

再生中にスピーカーの出カレベルを調整する ...... 己目 

アナ□グ入力信号の歪みを低減する . 己白 

状況に応じて MCACC のメモ U —を使い分ける…目日 
低域の位相乱れを補正する 

(PHASE CONTROL ). 61 

オーディオ調整機能を使用する.…….. . 62 

ビデオ調整機能を使用する. .. 66 


応用操作 


ち< じ 


安全上のごま意 . 

設置について . 

付属品を確認する.. . 

U モコンに電池を入れる . 


,.2 

,.4 

，.已 

，.已 


〔本おの特長 
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本傑の設定の流れ 


9 


る部の名称とはた6を 


U ァパネル . 

フ□ントパネル . 

フ□ントパネルディスプレイ 
リモートコントロール . 


の 

.10 
.12 
.13 
.14 


スピーカーの配置/使用パターンを選ぶ .] 已 

スピーカー配置について..… ... 16 

高音質のためのスピーカーセッティング . 17 

スピーカーを接続する . 18 

—般的な接 Itc . 19 

バイアンプ接続..… . 20 

イ也機器の接続を行ラ前に ... 21 

音声の接続について . 21 

映像の接続について 
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本機の特長 
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高音質 • 多機能な本機 VSA-LX53 の主な特長をまとめました。「本書の掲載ページ」に進むと、それぞれの機能や 


操作を楽しんでいただけます。 

Advanced MCACC を搭載 

^ MCACC では実際の製作現場で行われる高精度な調整を 
家庭でを実現でさるよラに自動化し、チャンネル間の空 
間情報の歪みを補正。正確なマルチチャンネルの音場を 
再現します。 

(2) HDMI (Ver.l.4a with 3D， Audio Return Channel) 

新たに 3D フォーマット信号の伝送、オーディオリターン 
チヤンネ J レ (ARC) に対応。ド J レビー TrueHD や DTS-HD 
Master Audi 日な どの □スレス デジタル音声 フォー マットに 
加え、ドルビー Pro L 日呂 icnz や DTS Neural Suit 日 md に 
を対応。また、高画質規格の Deep C 日I日 「出力や X.V.C 日I日 r 
の伝送を可能。 HDM による コント□ール機能を搭載し、 
HDMI 機器との連動動作を実現。 

(3) インターネットラジオに対応 

LAN 端子を使ってネットワークに接続することで、世界 
中のインターネットラジオを聴くことができます。よく聴 
く放送局を24局まで本機に登録できます。 


iPod / iPhone や USB に収録されたなを再生 

iPod や iPhone の音楽-動画ファイルを再生することが 
できます。 Cover List による曲選択が巧能です。また、 
US 目;><モリーに保をされている音楽を再生したり、写真 
をスライドショー再生したりすることができます。 

(b j 高音質を追求したおジッター設計 

HDMI 接続での CD 再生では、本機の安定したク□ック信 
号を使った同期システム rP 日 LS 機能」を実現 (P 日 LS 対応 
機器接続時)。さ6に高精度 PLL を用いた r ジッターリダ 
クション回路」を搭載。ク□ックジッターを低減し、高音 
質化を追巧しています。 

知访 ue ね〇喔酷載 iti の。を高音質ヮィャレス再生 

別売りの日 LUET 日日 TH アダプターを本機に接続すること 
で、 e/ue わ0化に対応した携帯電話やデジタル音楽プレー 
ヤーなどの音楽をワイヤレスで楽しむことがでさます。 
SOUND RETRIEVER A 旧機能で高音質に再生でさます。 


の その他の主な特長 

-ひと目でわかる GUI 画面 
-パイオニアビデオコンバーターを搭載 
-多機能 U モコンを付属 
-ブラウヴか6本機を操作する 
Web Central 機能搭載 
-省エネルギー設計(待機時 0.2 W) 


本書の掲載ページ 


〇 


P.38 

「スピーカーの自動設定を行ラ 
〜フルオート MCACC 〜」 

P.97 

「部屋の残響特性の測定と残響を考慮 
した補正 （EQ プ□フてッシヨナル)」 


C> 


P.23 

「HDMI で接続する」 

P.114 

r デジタル音声フォーマツトについて」 

P.69 

「HDMI によるコント□-ル機能で 
HDMI 機器を連動動作させる」 


な 


P.33 

「LAN 端子でネットワークに接続する」 

P.53 

「インターネットラジオを聴く」 

P.109 

「ネットワークの設定を巧う」 


〇 


P.45 

「iPod や iPhone をつないで巧生する」 

P.48 

「US 巨メモ U— を再生する」 


〇 


P.73 

rPQLS 機能を使う」 


り 


P.51 

[BLUETOOTH アダプターを使用し 
てワイヤレスで音楽を楽しむ」 


〇 


P.22 

r 映像の接続について（バイオニアビ 
デオコンバーター)」 


• "X.V. Colo 「"および x.v.Color は、ソニー株式会社の 
商標です。 





本機の設定の流れ 


本機は上級アンプに匹敵する機能や端テを装備した、本格的 AV アンプですが、1；|下の手順で設定をするだけで、 
簡単に ホームシアターを 楽しむことがでさます。 

手順の色は、1；!下の意巧を表しています。 

必ず巧ラ手順 

必要に応じて巧ラ手順 


♦ ♦♦♦み 


1準備ずる 

• 付属品を確認する（一已ページ） 

• U モコンに電池を入れる（一已ページ) 


2 スピーカーの 配置/使用 パターンを 選ぶ 
(一1 已ぺ ージ） 

• 9.Ich サラウンド(フ□ントハイト)接続 

• 9.Ich サラウンド(フ□ントワイド)接続 

• 7.Ich サラウンド&スピーカー目接続 
• 已 .Ich サラウンド&バイアンプ接続 

• 已 .Ich サラウンド&ゾーン2接続 


3 スピーカーを 接続ずる 

• スピーカーを接続する（一18ぺージ) 
• 一般的な接続（一19ぺージ） 

• バイアンプ接続（一2日ページ） 


4機器を接続ずる 

• 端子の割り当てについて（一21ぺージ） 

• 音声の接続について（一21ぺージ） 

• 映像の接続について（パイオニアビデオコン 
バーター)(一22ぺージ） 

• テレビと再生機器の接続卜23ぺージ） 

• マルチゾーン接続に日 NE 2/Z0NE 3) (一2日ぺージ) 
• 電源コードの接続（^3日ぺージ） 


曰スピーカーインピーダンスの 切り換え 
卜37ページ） 

(インピーダンスが日0から8 0のスピーカー 
を接続する場合のみ） 


6電源を入れる 


7 スピーカー システムの設定 
(一103ぺージ） 


8 スピーカーの 自動設定を巧ラ 
(一38ぺージ） 


9入力端子の設定（一42ぺージ） 

(推奨！;(外の方法で機器の接続を行っている場 
合のみ） 


10 HDMI 出力端子の設定（一78ぺージ) 


11再生ずる（一43ぺージ) 


にお好みで音声や映像の設定をずる 

• U スニングモードでいろいろな音を楽しむ 
(一己已ぺージ） 

• いろいろな状況ごとに最適な音場補正の設定を 
選択する（一目0ページ） 

• スピーカー出カレベルを調整する（-^己9ページ) 

• 低域の位相乱れを補正する (PHASE 
CONTROL) (一巨1ぺージ） 

• E 日タイプを選んで測定する (SYMMETRY、 
ALL CH AD」、FRONT ALIGN) (一白 2 ぺージ) 

• オーディオ調整機能を使ラ（一目2ページ） 
(ダイア□グエンノ ンスメント機能やサウンドレ 
H」 バー機能など） 

• ビデオ調整機能を使ラ（一日日ページ） 


13そのほかの調整や設定 

• HDMI によるコント□—ル機能の設定（一6日 
ぺージ） 

• P 日 LS 設定（一73ぺージ） 

•アドノ くンスド MCACC (一91ぺージ） 

• スピーカーとシステムの設定（一1日3ページ) 


14リモコンを使いこなず 

• 他の機器を操作する（一80ぺージ） 

• 他機器連動機能を使いこなす（^84ぺージ) 
• 複数のアンプを操作する（一8日ページ） 
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各部の名称とはた 5 を 


リアパネル 





(DVR/BDR) 


IPONENT VIDEO 入力設をを更可能 

Y Cb/Pb Cr/Pr 

參參參 
f 。 感參參 


JS s 


(CONTROL) 


OUT 2 


OUT 


Y Cb/Pb Cr/Pr 

输參參 


m 

m 

m 

m 


Z0NE2 ZONES 

mm 

DVD 

IN 

m 

TV/SAT 

IN 

m 

VIDEO 

IN 

m 

DVR/BDR 
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mm 

mm 

m 

m 

m 

mm 


履 p 


AUDIO 


CD 

IN 

m 

m 



‘KERS 田 R 


与。戀戀 


m 
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① HDMI 入出力端子(一23〜26ぺージ） 

③コンポーネントビデオ入力端子（一2己〜2色 
ぺージ） 

端テに表示された機器と違ラ機器を接続すると 
をはコンポーネント入力端子の設定が必要です。 
(一42ぺージ） 

感モニター出力端子(一22ページ） 

® RS -232 C 5 贵子および EXTENSIONS 好 

RS -232 C 端子と EXTENSI 日 N 端子には、全キ旨向 
性リモコン CU - RF 1 日日(別売り）を接続すること 
がでさます。 CU - RF 1 日日を使用することにより、 
お手元の U モコンディスプレイに本体ディスプレ 
イの情報を表示させなが6、方向や障害物を意識 
することのない操作が巧能となります。 

感マルチゾーン映像/音声出力端子卜29ぺージ） 

® コント□—ル入出力端子卜31ぺージ） 

⑦12 V トリガー端子(一32ページ） 

® マルチゾーン用旧入出力端子(一31ぺージ） 

@アナログ音声入出力/ビデオ入出力端子(^23 
〜28ぺージ） 


@スピーカー端子(一18ぺージ） 

スピーカー- r ンピーダンス日〇〜1目〇のスピー 
カーを使用でさます。 

⑩ LAN (10/100) 端子(一33ぺージ） 

® デジタル音声入出力端子(一23〜28ページ） 

端子に表示された機器と違ラ機器を接続するとさ 
はデジタル音声入力の設定が必要です。 

(一42ぺージ） 

® プリアウト端子(一30ページ） 

〇 ADAPTER PORT 端子(一32ぺージ） 

© AC IN 端子(一36ぺージ） 

必ず一番最後に接続して < ださい。 
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各部の名称とはた 6 を 



LAN (10/100) 




■EJapte 

n^BUTPJT 
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FRQlvfT 
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巧途設を舞可能 
ご怯用前に取巧説巧害を 
お読みください。 




A 注意 


製品の仕様によ0、本体部やリモコン（付属の 
場合）のスイッチを操作することで表示部びす 
ベて消えた状態となり、電源プラグをコンセン 
卜から抜いた状態と変わらなく見える場合があ 
0ますが、電源の供給は停止していません。製 
品を電源か6完全に遮断するためには、電源プ 
ラグ（遮断装置）をコンセントから巧<必要が 
あ0ます。製品はコンセントのおくで、電源プラ 
グ（遮断装置）に容易に手が届くように設置し、 
旅行などで長期間ご使用にな6ないとさは電 
源プラグをコンセントか6巧いてください。火 
災の原因となることがあ0ます。 


r 電源について」（一36ページ)ちご覧くださし、。 


る部のち祝 
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各部の名称とはた 5 を 


フ□ントパネル 



① INPUT SELECTOR ダイヤル 

本機の入力を切り換えます。 

③む STAND 巨 Y/ON ボタン 

本機の電源をオン/スタンバイにします。 

電源をオンにすると、ボタン中央のインジケーター 
が点むします。ただし、電源がスタンバイのときを、 
HDMI によるコント□ール機能を日 N に設定してい 
る場含はインジケーターが点打することがありま 
す。（一目日ぺージ） 

感 HOME MENU / なみ仁畔 /RETURN ボタン 

ホーム ニューの表示や設定を行います。 

® ADVANCED MCACC インジケーター 

オーディオ調整機能で、 「 EQ 」 （周波数特性の補正） 
をオンにしているとさに点口します。（一日2ペー 
ジ） 

PQLS インジケーター 

P 日 LS 機能が働いているときに点なします。 

(一73ぺージ） 

HDMI インジケーター 

HDMI 対応機器と接続処理中に点滅し、接続が完 
了すると点口します。（一23ページ） 

iPod iPhone インジケーター 

iPod や iPhone を接続しているときに点口します。 
(一34ぺージ） 

感表示部（フ□ントパネルディスプレイ） 

(一13ぺージ） 

愈 ENTER ボタン 

設定を決定するとさに使用します。 

@リモコン受光部 

n 」 モコンの操作範囲」を参照してください。 

(一已ぺージ） 

® MASTER VOLUME ダイヤル 

音量だ調即します。 

感 PH 0 NES 5 S 子 

ヘッドホンを接続します。（一44ページ） 
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® リスニングモードボタン(一已已〜百7ぺージ） 
AUTO SURR / ALC/STREAM DIRECT 

オートサラウンド再生と ALC (オートレベルコン 
卜□ール)およびダイレクト再生を切り換えます。 

STEREO 

ステレオ再生とフ□ントサラウンド•アドバンス 
再生を切り換えます。 

ADVANCED SURROUND 

アドバンスドサラウンドモードを切り換えます。 

STANDARD SURROUND 

ドルビープ□□ジックや Ne 曰:日など、さまざまな 
サラウンドモードを切り換えます。 

HOMETHX 

THX の各モードを切り換えます。 

⑩ SPEAKERS ボタン 

再生するスピーカー端子を切り換えます。 （^74 
ぺージ） 

® MULTI-ZONE ボタン 

別の部屋で本機につないだ機器を再生する機能(マ 
ルチゾーン機能）に使用します。（一7已ページ） 

CONTROL 

；>(インゾーンとサブゾーン (ZONE 2および ZONE 
3) を切り換えます。 

ZONE 2や ZONE 3で再生する入カファンクシヨ 
ンを選んだり 、 MASTER V 日 LUME ダイヤルで別 
の部屋の音量を調整したりするとさに使用します。 

ON/OFF 

マルチゾーン機能を入/切します。 

〇 MCACC SETUP M に端子 

音場設定の自動測定のとさに、付属のセットアッ 
プ用マイクを差し込みます。038、91ぺージ） 

@ iPod / iPhone/USB 端子 

iPod や iPhone 、 またはマスストレージクラスに 
対応した US 目;><モリーを接続して再生することが 
できます。（一34、3已ぺージ） 

® HDMI 入力端子 

HDM 閒応機器（ビデオカ ラなど)を接続します。 
(一34ぺージ） 




































































各部の名称とはた 6 を 


フ□ントパネルディスプレイ 


® ⑤⑥@®®⑩® 






L II C II R おロロ〇に ITAL PUJS AAC .. PCMj 

ii[X]TrueHD WMA9Pro| IMULTI-ZONEV 


rsLi [sEJ 


DTS HD ES 96/24 


吗四躍 


: S.RTRVi ISOUNDj 


啄 


。圧圧]))[惭な R 


す ffl 。 漫 


兴 UTOSU RROUNDI 
STREAM DIRECT： 
□□PROLOGK 口 X N 品わ 
ADV.SURROUN な 
STEREO STANDARDJ 
ざ戶^^ぷが……落亡 ee お； 


CD 


DVD 


VIDEO 


USB I 


CD-R iPod BD DVR HDMI | i[2] [31[4]i 


□□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ 

□□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ 

□□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ 

□□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ 

□□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ 

□□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ 

□□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ 


めみ 


極® 


被 


①音声入力信号インジケーター 

現在選択されている機器の音声入力信号の種類び 
点に[します。 

感プ□グラムフオーマットインジケーター 

ドルビーデジタルや DTS などの入力信号が持って 
いるチャンネルを表示します。（本機から出力され 
る音声の表示ではありません。） 

L/R :フ□ント左/ち 
C :センター 

SL/SR :サラウンド左/ち 

XL/XR :上記！;!外の2チャンネル(左/ち） 

XC :上記！;!外の 1 つのチャンネル、モノラルサラ 
ウンドチヤンネル、マト U ックスエンコードフラ 
グのいずれか。 

LFE :超低音の効果音 （Low Frequency Effect ) 〇 
超低音が再生されているとさに (（）) び点口します。 

③デジタルフオーマットインジケーター 

それぞれのデジタル信号入力時に点口します。 

@ MULTI-ZONE 

マルチゾーン機能が選ばれているとさに点なします。 
(一7已ぺージ） 

© SOUND 

ミッドナイト/ラウドネスモード、または低音/ 
高音の調整機能が選ばれているとさに点口します。 
(一日2、日3ぺージ） 

また、ダイア□グエン八ンス;><ント機能がオンの 
とさにを点口します。卜目3ページ） 

® S.RTRV 

ヴウンドレト U バー機能が働いているとさに点な 
します。（一日3ページ） 

@リスニングモードインジケーター 

選択されている U ス ニン グモードに応じて点口し 
ます。（一已已ぺージ） 

® 户 (PHASE CONTROL ) 

PHASE CONTROL 機育目が ON のとさに点、なします。 
(一目1ぺージ） 

(9) アナ□グ信号インジケーター 

アナ□グ入力信号のレベルを補正しているとさに 
点口します。（一已日ぺージ） 


® 入カフアンクシヨンインジケーター 

現在選ばれている入力が点口します。 

⑩踩 

ミュート（消音）しているとさに点なします。 
(一43ぺージ） 

® 音量表示 ( dB ) 

現在の主音量レベルを- 80 dB か 6+12 dB (最大） 
で表 ZTT します。最小時は-が表 TJT されます。 

® スク□ールインジケーター 

選択できる項目び上下に続いているときに点打します。 

喊スピーカーインジケーター 

現在選択されているスピーカー端子が点打します。 
(一74ぺージ） 

© SLEEP 

ス U —プタイマーが設定されているとさに点口し 
ます。（一77ページ） 

® デコード処理インジケーター 

マト U ックス- デコード処理時に点に[します。 

皿 PRO LOGICIIx :ドルビープ□□ジック II 処 

理またはドルビープ□□ジック llx デコード時。 
Neo : 色： Neo : 日デコード時。 

® キャラクター表示部 

操作中の情報や U スニングモード、デコード情報 
(信号処理の内容)などを表示します。 

® リモコン操作モードインジケーター 

アンプの U モコン操作モードが設定されていると 
さに点なします。 （1 に設定されているとさは点 
なしません。） 


何らかの操作のあと、キャラクター表示部び数秒間点滅する場 
をは、操作禁止を意味します。 


各部のち祝 
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各部の名称とはた 5 を 


リモートコント□ール 


本機のリモコンは、各操作ボタンごとに白はアンプおよびテレビコント□ール、青は他機器コント□ールと色分け 
されています。 

テレビや他機器の操作方法については、 n 」 モコンで他機器を操作する」卜80ぺージ)をご覧ください。 


AV アンプ0ボタン 

本機の電源をオンまたはオフ（スタン 
バイ状態）にします。 

マルチコント□ールボタン 

本機の入力を切り換えます。また他機器 
を操作するとをの、 U モコンの操作モー 
ドを切り換えます。 

入力切換ボタン 

本機の入力を切り換えまず。 


アンプ操作ボタン （[ AV アンプ 
ボタンを巧してか5操作しまず。） 

PHASE CTRL： PHASE CONTROL 
モードの日 N/ 日 FF を切り換えます。 
(一日]ページ） 


状態確認： 選択/設定されている機能 
や入力信号などの情報をデイスプレイ 
に表示します。〔一7目ページ） 

PQLS : PQLS 機能の AUT0/0FF を 
切り換えます。〔一73ページ） 

HDMI OUT : HDMI 信号の出力端子を 
切り換えます。（一78ページ） 

音芦切換： 入力信号の種類〔アナログ/ 
デジタル/ HDMI など）を切り換えま 
す。（一44ページ） 

MCACC ; MCACC MEMORY を選 
択します。（一目0ページ） 

スリープ： ス U —プタイマーを設定し 
ます。（一77ページ） 

CH レベル： チヤンネルを選択し、わ/畔 
でレベルを調整します。（一日9ページ） 

アナ n グ ATT :アナ□グ信号び入力さ 
れている場を、入力信号のレベルび高 
すぎて音び歪んでいるとさに押すと聴 
さやすくなりまず。（一已目ページ） 

デイマー： フ□ントパネル表示部の明 
るさを切り換えます。（一78ページ） 


AV アンプ 


化離鹽 — 

© 

BD DVD DVR/BDR HDMI 

■ ■■■ 

CD NET RADIO ADAP™ 


入力機器 


'iPod USB CD-R VIDEO f 

I ： 

■巧窃長 ---、i 


I & 


リモコン設定ボタン 

u モコンのプ u セツトコードを設定し 
たり、 U モコン操作モードを切り換え 
たりします。（一8日ぺージ） 


AV アンプボタン 


U モコンをアンプ操作モードにします。 


_ 入力 

Oil ) LJ 

テレビ基本操作 


ロロ 

チヤンネル音里 

巧白 


音量 

B 

ミ肖音^ 

回‘ 


:才-ディオ調整 ビデ澗整; 



^AUT6/ALC/~ ■PGW タニゴ 

DIRECT STEREO STANDARD ADVSURR ! 

1^9 ^3 ^9; 

_THx ■ phas'e'cYrl お顧 


.'ll -: PQLS.' - 

回因 ,; O ! 回 

'HDMI OUT 音青 

の i H 回 □ 

I 音青切換 MCACC ス。 - プ；表示 

i D B D :画 

: CH レベルアナ□グ ATT ディマー I 

: ' B B B 回 

.CH 


I •側 L 区 J " 凹恥亡 J 


户 lonssr 

し AV アンプI 



音量ボタン 

+/- :本機の音量を調節します。 
消音： 消音します。 


アンプ設定/調整ボタン 


( AV アンプボタンを巧してか5 


操作しまず。） 

オーディオ調整： オーディオに関する 
調整を行います。〔一62ページ） 
ビデオ調整： 映像に関する調馨を行い 
ます。（一6巨ページ） 

ホームメ ニュ ー ：ホームメニューを表 
示します。（一日日ページ） 

なみ打吟 /ミ夫定/戻る： 各種設定項目 
の選択/決定/戻る 


リスニングモードボタン 


( IAV アンプ I ボタンを巧してか 
5操作しまず。） 

いろいろな音場効果を加えることびで 
さます。（一巳已ぺージ） 


リモコン照明ボタン 

U モコン照明ボタンを巧ずと一部のボ 
タンび点なしまず。もラー度押すと消 
打しまず。暗いお部屋で操作するとさ 
に便利です。照明パターンを4つのモー 
ドから選べます。（一83ページ） 


U モコンをゾーン2およびゾーン3の操 
作に切り換えまず。 


14 





































































スピーカーの接続 


スピーカーの配置/ほ用/ f ターンを選ぶ 


日本のスピーカーと1台のヴプウーファーを接続して、臨場感あふれるサラウンドサウンドが楽しめます。また、 
バイアンプ接続による高音質再生や、マルチゾーン機能で他の部屋で音楽を楽しむことが巧能です。スピーカー 
が2本政上あれば、本機で高音質再生が楽しめます。 


• フ□ントスピーカー左/ちは必ず接続してください。 

• パターン 1 政外の接続を行う場合は、スピーカーシステムの設定が必要です。（一 103 ページ) 



陪' 8本のスピーカーをお持ちの場合、サラウン 
ドバックを1本にずるか、 9.1 ch か5センター 
を除いた構成にずるか選ぶことびでさます。 


パターン'] ※工場出荷時の設定 

9-1 ch サラウンド（フ□ントノ V イト)接続 



m 

続 


■特長 

最大 9.1 ch まで接続でさる上方向のサラウンドを重視した接 
続方法で、映画館のよラなスピーカー配置を実現します。 

また、 SACD や DVD オーディオなどの高音質マルチチヤンネ 
ル音楽ソースと映画の両方にこだわった使い方ち巧能です。 

■接続 

すべてシングルワイヤ(通常)接続(一 19 ページ)。 

またはバイワイヤ接続(一20ページ)。 

■スピーカーシステムの設定 
ンーマル ( SB / FH ) ] (一 103 ぺージ） 



豚8本のスピーカーをお持ちの場合、サラウン 
ドバックを1本にずるか、日. Ich か5センター 
を除いた構成にするか選ぶことびでさます。 


パターン2 

9- lch サラウンド（フ□ントワイド)接続 


■特長 

最大日. Ich まで接続でさる横方向のサラウンドを重視した接 
続方法で、映画館のよラなスピーカー配置を実現します。 

また、 SACD や DVD オーディオなどの高音質マルチチヤンネ 
ル音楽ソースと映画の両方にこだわった使い方ち巧能です。 

■接続 

すべてシングルワイヤ(通常)接続(一 19 ページ)。 

またはバイワイヤ接続(一20ページ)。 

■スピーカーシステムの設定 
ンーマル ( SB / FW ) ] (一 1 日 3 ぺージ） 




※スピーカー目では MCACC 設定は適用されま 
せん。また、スピーカー目ではサブウーファー 


パターン3 

7-1 Ch サラウンド&スピーカー B 接続 



■特長 

スピーカ ー A システムで最大已 . Ich 再生をしながら、同じ機 
器の音をスピーカー臣でステレオ再生することが可能です。 
スピーカー A のみの場合は、最大 7. 1 ch 再生が可能です。 

A のみ/目のみ/ AB 両方の選択がでさます。 （一74 ページ） 


■接続 

すべてシングルワイヤ(通常)接続(一 19 ページ)。 
またはバイワイヤ接続(一20ページ)。 

■スピーカーシステムの設定 
[Speaker B ] (一 1 日 3 ぺージ） 

心使い方の例 


を使用でをません。 例 1) 別の場所(キッチンなど)でち同じ機器の音声を聞<。 

例巧]つの部屋で、映画用巧ルチチヤンネル再生スピーカ ー A ) 
と音楽用(ステレオ再生スピーカー日)の2つのシステムをつくる。 
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スピーカーの接続 



パターン4 

5-1 ch サラウンド&バイアンプ接続 


%ち 


■特長 

フ□ントスピーカーを高音質(バイアンプ）で再生し、最大 
已 .Ich までのサラウンド再生が巧能です。 


■接続 

フ□ントスピーカーのみバイアンプ接続(一20ページ)。 
(通常のシングル接続を巧能です。） 

他のスピーカーはシングルワイヤ(通常)またはバイワイヤ接続。 

■スピーカーシステムの設定 
[Front 团 - Amp ] (一 1 日 3 ぺージ） 


を 



パターン百 

5-1 Ch サラウンド&ゾーン2接続 


■特長 

ゾーン2で;>(インゾーンとは別の機器のステレオ再生が可能 
です。（入力機器の選おに一部制限があります。）（^2目ぺージ） 

■接続 

すべてシングルワイヤ(通常)接続(一19ページ)。 
またはバイワイヤ接続(^2日ぺージ)。 

■スピーカーシステムの設定 
[ZONE 2] (一 103ぺージ） 

《ゾーン2では MCACC 設定は適用されません。 

また、ゾーン2ではサブウーファーを使用でをません。 

この接続パターン政がでも、他のアンプを接続してゾー 
ン2機能を使うことびでをます。（一3目ページ） 


-- 

ヒント • お手持ちのスピーカーび9本(およびサブウーファー1本)なくてを、お好さな接続方法が選べます。 
(フ□ント2本だけでを楽しめます。）（一19ぺージ） 

• サブウーファーを接続しない場を、フ□ントスピーカーは低域再生能力のあるタイプを使用して 
<ださい。サブウーファー用の低域成分がフ□ントスピーカーか6出力されるため、低域再生能 
力のないタイプではスピーカーを破損する恐れがあります。 

• 接続が終わった5、必ずフルオート MCACC (スピーカーの自動設定)を行ってください。 （一38ぺージ） 

も ぶ 


スピーカー配置について 


最適なサラウンド再生を行ラには、それぞれのスピーカーをち図の 
よラに配置します。 

• サラウンドスピーカーはセンタースピーカーか61 2 Cr の角度の 
位置に配置します。ただし、サラウンドバックスピーカーを使用 
してフ□ント八イト/フロントワイドスピーカーを使用しない場を 
は、サラウンドスピーカーは視聴位置の真横に配置してください。 
• サラウンドバックスピーカーを1本のみ使用する場合は、視聴位 
置の真後ろに配置してください。 

• フ□ント八イト左ちスピーカーは、フ□ント左ちスピーカーの真上 
1 m 政上の位置に配置して< ださい。 
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スピーカーの巧 続 


—セツテインク 


より本格的なサラウンドを目指すためには、正確にスピーカーを配置し、音量や音質の素性を均一にしてマルチ ch 
の音のピントを合わせることが重要です。 


設置場所と設置ち法 

建物に直接振動が伝わり音質が変わらないよラに、周0の壁から最低1曰 cm 政上離して<ださい。柔6かい床や 
棚板を音質に影響があるので、専用スタンドやコンクリートプ□ックなどの使用をお勧めします。 


リスニングポジションか5の角度 

センタースピーカー （ C ) を使用する場をはフ□ントスピーカーを 
広め (6 ぴ程度)に、センタースピーカーを使用しない場合は狭め 
(4 已 D 程度）に配置することをお勧めします。ペアになる左ちの 
スピーカーは、左ち対称の角度に設置すると音の定位が良<なり 
ます。（図1 ■ ITU - R 推奨已 . Ich スピーカー配置を参照） 

スピーカーの 高さ調整 

フ□ントスピーカー：中高域を再生するュニットが、ほぼ耳の高 
さになるよラに調整します。 

センタースピーカー：フ□ントスピーカーの高さにそろえられない 
場合は、仰角を調整して U スニングポジションに向けてください。 
サラウンドスピーカー：耳の高さより下にならないよラに設置し 
ます。 

U スニングポジションか6の距離(奥行さ） 

センタースピーカー （ C ) はフ□ントスピーカー左ち ( L / R ) と同一 



接 

続 


面、またはやや奥まった位置の方び、されいな音場になります。 

スピーカーの 向き(振り角） 

図2のように、 U スニングポジションの後方30 cm 〜8日 cm (ヴ 
ラウンドスピーカーと U スニングポジションの間）にすベてのス 
ピーカーを向けると良好な定位感び得られます。 

サブウーファーの設置、調整 

サブウーファーはセンタースピーカーとフ□ントスピーカーの 
間に配置すると、音楽ソースでち自然に再生でさます（サブウー 
ファーが1台の場合は、左ちどち6の間に設置してを問題ありま 
せん)。 

ただし、他のスピーカーの低音出力との打ち消し合いが起こ6な 
いような場所に配置してください。また、壁の近くに設置すると 
建物との共振によ0低音が極端に増強される場をがあ0ますので 
ごを意ください。 



モニター TV とスピーカーとの 位置関係 

フ□ントスピーカーはなるべく モニター か6等距離になるようにします。 

センタースピーカーは、なるべく画面に近い方がセリフや歌が自然に聞こえます。ただし、ブラウン管テレビの 
場含は、色ズレ防止のための防磁型スピーカーを使用してください。 

また、センタースピーカーを床に置いて設置する際は、仰角を調整して U スニングポジションに向けてください。 

センタースピーカーをテレビの上に設置するとさは、適切な方法で固定してください。固定しないと 

_地震などの外部の振動により、スピーカーが落下してケガをしたり、スピーカーを破損する原因とな 

ま意 ります。 
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スピーカーの接続 


機器の接続を行5場合には、必ず電源を切り、電源コードをコンセントから抜いてください。 

ミ主意 


スピーカーを 接続す る 


SURROUND 目 ACK 端テは、サラウンドバックスピーカーを接続するだけでなく、フ□ントスピーカーの高音質化 
や、別エリア(ゾーン 2) でのステレオ再生に使用できます。（ただし、インゾーンは最大已 . Ich までとなります。） 
(一1日ぺージ）日. Ich 〜已 . Ich の各サラウンド接続やマルチゾーン接続、スピーカー目接続を行う場含は卜般的 
な接続」（一19ページ)のよラにスピーカーに接続します。フ□ントスピーカーのバイアンプ接続をするときは r バ 
イアンプ接続」（一20ページ)をご覧ください。 

スピーカーの 接続について 

スピーカーの接続には市販のスピーカーコードを使用します。1；!下のように本機の SPEAKERS (スピーカー端子) 
に接続します。 





⑩線をねじる。 

③ スピーカー 端子を緩め、 スピー 
力ーコードを差し込む。 

感スピーカー端子を締めつける。 


バナナプラグを接続すること 
もできます(詳しくは、プラグ 
の説明書をお読みください)。 






• 本機は公称インピーダンスび白 n 〜16 0のスピーカーに対応していまず。 

.6 〇拟上 S 0未満のスピーカーをご使用の場台は、電源をオンにずる前に必ずインピーダンスの設定を行つ 
てください。（一37ページ） 

• スピーカーと本機の©および©端モどラしを正しく接続してください。 

• スピーカーコードを接続するとさは、芯線をしっかりねじ0、スピーカー端テからはみ出していないこと 
を確認してください。芯線びリアパネルに接細したり、任)および©び接触すると保護回路び働いて電源び 
スタンバイ状態になることびあります。 

ソ 


ヴプウーファーの接続について 

サブウーファーの接続にスピーカーコードを使用することはでさません。アンプ内蔵サブウーファーとアナ□グ 
ピンケーブルによる接続を行ってください。 
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スピーカーの巧続 


巧 ^ aUWOUND ftJWMX 

達潭馨喔—暴 L グ 
雜^嚷雜參。 


V Ckt^ Cxft 

铺，馨卷 ® 
參喔 

^mmm 



<s 


HDH 巧 

TT " 画 


IN IN n 

■ ■ ■ 



已 . Ich のスピーカーセットを接続するとをは 、 FRONT L / R 、 CENTER、SURROUND L / R および PRE 日 UT の 
SU 目 W 日日 FER に接続してくだ'さし )。 SURROUND L / R を接続せずに SURROUND 目 ACK に接続すると正しく 
動作しません。 

フ□ント A イトスピーカー端子は、フ□ントワイドや、スピーカー目の接続もできます。 


フ□ント八イトサラウンド接続 


© 0 
L 4 _®J 

フ□ント八イト： 
スピーカー右 f HR ) ; 

■ フ□ント A イト 
:スピーカー左 ( FHL ) 

© © 
[m ©J 

1 フ□ントワイドサラウンド接続 

フ□ントフイド ： 
スピーカーち ( FWR ) : 

! フ□ントフイド 

:スピーカー左 ( FWL ) 

U 

スピー 

力 一 B 接続 

U 

1— T-J 

スピカ B 右 （ R ) ■ 

:スピーカ _ B 左 （ L ) 

L - T — 1 


お 

続 


フ□ントスピーカー 
ちの） 


© 0 

ザ」 


センター 
ピーカー ( C ) 


アンプ内蔵パワード 
サプウーファー ( SW ) 


フロントスピーカー 
左 （ L ) 


© ® 

し毒每一 





LINE LEVEL 
INPUT 




© 0 

お」 


_ AC … 

( JOD ) 


网® 

I2VTRIGGER 

(OUTPlff 1ZV — 

nm.iiO'MMm 

參’ 

參 

地地 ;3 

鞭 

CONfTHOL 

旧 




^ @ I 
© 0 


サラウンドスピーカー 
ち （ SR ) 


サラウンドノ ':ックスピーカー端子は、ゾーン2の接続をでさます。 


向 
© 0 


日.1チヤンネルサラウンド接続 

接続しません 接続しません 


[ 


6.1 チヤンネルサラウンド接続 


] 


接続しません サラウンドバック 

スピーカー ( SB ) 
7.1 チヤンネルサラウンド接続 
サラウンド A ‘ック " サラウンド A " ック 

スピーカーち （ SBR ) ■ スピーカーち ( SBL ) 

ゾーン2接続 

ゾーン2も （ R ) ::ゾーン2ち （ L ) 


「な ] 

© 0 


福"] 

© 0 


サラウンドスピーカ- 
左 （ SL ) 


スピーカー端子の用途によって、スピーカーシステムの設定 (一 1日3ページ）とスピーカー端子の設定 (一 74ペー 
ジ)はし^下のよラに行います。 

• フ□ント八イトサラウンド接続 

スピーカーシステムの設定： ノー マル ( SB / FH ) 

• フ□ントワイドサラウンド接続 


スピーカー端子の設定： ON または OFF になります。 


スピーカーシステムの設定： ノー マル ( SB / FW ) 
• スピーカー目接続 

スピーカーシステムの設定 ： Speaker B 
• ゾーン2接続 

スピーカーシステムの設定 ： ZONE 2 


スピーカー端子の設定： ON または OFF になります。 


スピーカー端子の設定： A 、 B 、 A + B または OFF になります。 


スピーカー端子の設定： ON または OFF になります。 
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スピーカーの接続 



晒 

PREOUr 


r an a/pn 

as ®#® 

參® 



_ 、 中" - r 

( Jot ) 


laiiii 

图® 

12VTRK 

(OUTfWtl^ 

TOULlSOr 

iIRM 




[嚇】 

) 参 

riNSION 

C0NTH0L 

旧 



戀声 pi 

mmm 



サラウンド スピーカー サラウンド スピーカー 
ち ( SR ) 左 （ SL ) 

バイアンプ接続時は、スピーカーシステムの設定 (一 1日3ページ)とスピーカー端子の設定 (一 74ページ)は！;!下の 
よラに行います。 

スピーカーシステムの設定： Front 团 -Amp 

スピーカー端子の設定： ON または OFF になります。 

FR 日 NT と SURROUND BACK のスピーカー端子の出力は同じでず。 High / Low はどち5とでも接続できます。 


ネットワークび着脱で定るスピーカーの場合、ネッ 
トワークびがれた状態では効果び得られませんので 
ご注意ください。 


A 


フ□ントスピーカーの目 i - Amp 接続をするときは、 
アンプへの悪影響を防ぐため、スピーカーに付属 
ま意 されている Hi 呂 h - Low のショート金具は必ず外し 
てください。 

詳しくはスピーカーの取扱説明書ちご覧ください。 


日 i - wire (バイワイヤ)接続の場さ 


レーマル ( SB / FH )」、 レーマル巧目/ FW )」 またはに peaker 引でシステムを組む場合は、目 i - Amp ではなく Bi - wi 「 e 接続 
び可能です。スピーカー端子间に、バイワイヤリング対応スピーカーの Hi 卽と Low の2本を並列に接続してください。 



巧いると便利です。 


A 

ま意 


この方法で異なる2つのスピーカーを接続しないで 
<ださし、。 


フ□ント ch 用スピーカーがバイワイヤ U ング対応であれば、さ6に高品位な目 i - Amp 再生が巧能です。 


バイアンプ対応 
スピーカー 


フ□ントスピーカー 

ち （ R ) 


© © 

High 

— Low • 

し 4 葡 


セン ター 


アンプ师 
サブゥーつ 

素パワード 
ァ ー( SW ) 

© © 
High 

If 4) 



しが 


バイアンプ対応 
スピーカー 


フ□ン トス ピーカー 
左 （ L ) 



馨參 

馨參 






調^ 


i i 

暴參 






參丽•馨參 

_参 S " 参参 


I 蠢爆 
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各機器の接続 


他機器の接続を巧ラ前に 


本機の入カフアンクシヨンには、工場出荷時はし^下の入力端子が割り当てられています0」アパネルの端子表記)。 
通常はこの割り当てのとおりに接続することをお勧めしますが、これ!;(外の接続を行ラことを巧能です。その隙は、 
入力設定の変更が必要です。〇は割り当てを変更でさ、 X は割り当てが固定されていて変更でさません。 

• 目 D 入カフアンクシヨンは目 D 端子に、 HDMI 己入カフアンクシヨンは HDMI - 已端子に、それぞれ割り当てが固定 
されていて、他の入カフアンクシヨンに割り当てを変更できません。 

• HDMI -1 〜4端テは、他の HDMI 入カフアンクシヨンに割り当てを変更できません。 


入力端子 


径 

続 



割 0 当て 


割0当て 


割0当て 

工場出巧時 

DVD 

〇 

COAX -1 

び 


〇 

IN -1 

BD 

X 


X 

BD 

X 


TV/SAT 

〇 

OPT -1 

び 


〇 


DVR/BDR 

〇 

OPT - 吕 

び 


〇 

IN -2 

VIDEO 

〇 

0 PT -3 

び 


〇 


HDMI 1 

〇 


X 

HDMI -1 

X 


HDMI 2 

X 


X 

HDMI - 2 

X 


HDMI 3 

X 


X 

HDMI -3 

X 


HDMI 4 

X 


X 

HDMI -4 

X 


HDMI 已 （フ□ントパネル） 

X 


X 

HDMI - 已 

X 


INTERNET RADIO 

X 


X 


X 


iPod/USB 

X 


X 


X 


CD 

〇 

C 0 AX -2 

X 


X 


CD - R/TAPE 

〇 


X 


X 


ADAPTER PORT 

X 


X 


X 



* HDMI によるコント□ール機能 (-69 ページ)を ON にしているときは、 HDMI 端子を他の入カファンクションに割り 
当てを変更でさません。 



つム）で 


本機に音声信号を入力するには、光デジタル/同軸デジタルまたはアナ□グ音声コードによる接続を行います。 
HDMI 対応機器であれば、 HDMI ケーブルで接続して HD オーディオを入力することを巧能です。 

音声入力信号の切0換えを AUT 日に設定している場を、1；|下の優先順位で自動的に入力信号が選択されます。 

• HDMI 入力は、工場出荷時は日 FF に設定されています。 


優先順位 


局し'' 

/\ 


端子とケーブルの種類 


低し、 


IHDMI 




光デジタル 光ファイバー 

ケーブル 



アナが‘® 


© 




オーディオケーブル 
(赤/白） 


伝送可能な音声信号 


HD 音声 


従来のデジタル音声 


従来のアナ□グ音声 


■光ファイバーケーブルの取り扱いについて 

-急な角度に折り曲げないでください。保管するときは、直径び]日 cm ULL になるよラにしてくださし、。 

-接続の隙は、端子の向きを合わせてしっかり與まで差し込んでください。誤った向をでむりやり挿入すると、 
端子び変形し、ケーブルを损いてもシャッターび閉ま5な<なることびあ0まず。 
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各機器の接続 

本機は、入力された映像信号を異なる種類の信号に変換でさるビデオコンバーターを搭載していますので、1;|下 
のよラに映像ケープルの組みをわせを選ぶことがでをます。 


映像をテレビに表示する 


ソース機器からの映像信号について、本機から出力可能な出力端子は下のとおりです。 


ソース 機器 


本機 



テレビ(モニター） 


高画質 


ソース 機器との 
接続端子 


テレビ モニターとの 
接続端子 


ケープルの種類 

(本書での表記） 




映像を録画する 

ソース機器からの映像信号を録画するには、それぞれの機器と必ずコンポジットビデオケーブルで接続します。 
他のケーブル同±、または他のケーブルと混在した接続では、正しく録画でをません。（一27ページ） 


/ V 

本機の 
映像入力へ 

◎ 

1 1 


本機の映像出力 
(DVR/BDR OUT) か 6 

/ V 


吨恤）も恤]取 

◎ ◎ 

吨咖 ffi 砸取 



ソース 機器 本機 録画機器 
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各機器の接続 


/ i \ 機器の接続を巧5場合には、必ず電源を切り、電源コードをコンセントから巧いてくださし、。 

ミ主意 


テレビと再を機器の接続 


テレビと再生機器(ブルーレイデイスクプレーヤーや DVD プレーヤーなど)を本機に接続します。 


• Dolby TmeHD や DTS - HD のソフトを再生する口ま、再生機器と HDMI による接続が必要です。 


HDMI で接続する 


テレビと再生機器の両方に HDM 喘子びある場合は、 HDMI による接続をお勧めします。 


• HDMI によるコント□—ル機能対応のパイオニア製テレビやブルーレイディスクプレーヤー、またはパイオニア 
の HDMI によるコント□ール機能との互換性がある他社製品などを、 HDMI ケーブルで本機の HDMI 日 UT 1 と 
接続することで、これ6の機器との連動動作が巧能になります。詳しくは、 「 HDM によるコント□-ル機能で 
HDMI 機器を連動動作させる」（一日9ページ)をご覧ください。 


HDM 閒応 

ブルーレイディスクプレーヤーなど 



1 — と= 1 1 

〇 

。。。。〇 


HDMI 対応再生機器 


HDMI 出力 




HDMI 出力 





^— f^l 1 ^ ―/ 


COMPONENTVIDEO 
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參參 
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冒 CD 
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に VT 印 GGER 
(CX/TPUTISV — 
TOTALISO mAMAX 
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HDMI 対応テレビ 



© 
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圓 1‘ 


ち 

左 


光 

/ 

アナ 

□グ 


_デジタルー 

う 

音声出力 

音舌出力 

:I 

いずれかひとつのち法で接続 


■この接続は、テレビの音声'! 
を本機で聞く場合に必要 
です。ただし、 HDM 阅応 
) テレビびオーディオ IJ ター 
ンチヤンネル ( ARC ) に対 
応しているとをはこの接 
i 続は不要です。 








































































































各機おの接続 


た 

.HDMI IN に入力された映像信号にはビデオコンパーター機能び働きませんので、必ず HDMI OUT から HDMI 対応のテレビに接続 
してください。 

. HDMI によるコント□-ル機能対応テレビおよび HDMI によるコント□-ル機能と互換性のある他社テレビを接続する場合は、 
HDMI 0 UT 1 端テに接続してください。 HDMI によるコント□-ル機能は HDMI OUT ] 端デのみ使巧できます。 

.HDMI OUT 2端テにテレビを接続した場合は、 HDMI 出力の設定を 「HDMI 0 UT 2」 または 「HOMI OUT ALL 」 に切り換えてくだ 
さい。（一78ページ） 

. HDCP (デジタル内容保護)技術に対応していない機器には接続できません。接続した場合は 「HDCP ERROR 」 と表示されます 。 HDCP 
に対応した機器を接続したとさにもこの表示び出ることびありますび、映像びとざれなく出力されれば不具合ではありません。 

. HDCP 対応機器でも DVI で接続した場合は、正常に動作しない場合がありまず。 

. イコライヴーを内蔵している HDMI ケープルで接続したときは、正しく動作しないことびありまず。 

. 本機の HDMI 0 UT 1 とテレビを HDMI で接続していて、テレビび HDMI の才ーディオ U 夕ーンチヤンネル ( ARC ) に対応している 
場合、テレビの音声は HDMI 経由で本磯に入力されるため、光デジタル/同軸デジタルまたはアナ□グコードによる音声の接続は必 
要ありません。この場合、 rHDMI 設赴の 「 TV 音声」の設定を 「 HDMI 経曲に設定してください卜巨日ぺージ)。才ーディオ U 夕ーン 
チャンネル ( ARC ) 磯能は HDMI OUT 1端子のみ有効となります。 


AV アンプを経宙すると HDMI 機器が正し<動作しないとまは 

再生機器(ブルーレイディスクプレーヤーや DVD プレーヤー、ビデオデッキ、セットトップボックスなど)の仕様に 
よっては、 AV アンプを経由してテレビに映像や音声を出力できない場合があります。再生機器とテレビを直接接続 
すれば問題がなく、 AV アンプを経由すると不具合が生じる場含は、再生機器の仕様をメーカーにお問い含わせく 
ださい。 

このよラな再生機器をそのままお使いになるときは、下の2つの接続方法が選択でさます。いずれの方法を、 
HDMI でしか伝送できない音声のフオーマットは再生できません。 


接続例1 

■ r 再生機器に HDMI 出力がない場合の接続」（一2已ぺージ)をご覧ください。 

•メリット： 再生時の操作方法が簡単です。本機のビデオコンバーターによって、アナ□グ映像をアップコン 
バートして HDMI か6出力できます。 

■デメリット： 映像をアナ□グで本機に入力するため、 HDMI での入力と違い、デジタル伝送による最高画質 
で楽しむことはできません。 

-使用ち法： 他機器の再生と同様に操作します。 


接続例2 

■ 再生機器とテレビを HDMI ケープルで直接接続して<ださい。（映像のみ直接 HDMI 伝送します。） 

■ 本機と再生機器を音声ケーブルで接続して<ださい。 

■メリット： 映像は HDMI でのデジタル伝送のため、最高画質を楽しめます。 

- デメリット： 下記のように操作方法がやや複雑で、機器によっ口ま 2 ch 音声しか出力されないことがあります。 

( HDM 腊続されたテレビの音声チャンネル数を検知して、再生機器側で出力を自動設定するため。） 

- 使用ち法： この再生機器を使用する場合は、本機とテレビの入力を両方切り換えてください。 

テレビの音量を最小にして、本機に接続されたスピーカーとテレビか6同時に音が出ないよラにします。 

HDM 悔続について 

本機では HDMI 接続において！;(下のことに対応しています。 

• HDCP で保護されたコンテンツの伝送 

• 3 D 信号の伝送(対応機器接続時） 

• Deep Color 信号の伝送(対応機器接続時） 

• x . v . CcDbr 信号の伝送(対応機器接続時） 

• オーディオ U ターンチャンネル ( ARC ) 

• さまざまなデジタル音声信号の再生 ( r 各入カフアンクシヨンの対応フォーマット」卜 II 9ぺージ)をご覧くださし、) 

• HDMI によるコント□ール機能を利用した連動動作(対応機器接続時） 


"X.V.C 日 lor" および x . v.Color は、 ソニー 株式妄社の商標です。 

HDMI、HDMI □ゴ、および Hi 卽 -Definition Multimedia Interface は 、 HDMI Licensing , LLC の米国とそ 
の他の国における商標または登録商標です。 
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各機器の接続 



FflONT CENTER aURMUND SURROUK FHfW 

參參參 
參胃爆參參。 




HDMI 出力びない場 


テレビに HDMI 入力端子があり、再生機器に HDMI 出力端子がない場をは、テレビのみ HDMI で接続します。本機 
のビデオコンバーター機能により、アナ□グで入力された映像信号を HDMI でテレビに出力でさます。 

• テレビの音声を本機で聞く場をは、23ぺージをご覧になり、音声ケーブルの接続を行ってください。 

• 本機とテレビを HDMI で接続していて、テレビが HDMI の才ーデイオ U 夕ーンチヤンネル ( ARC ) に対応している 
場を、テレビの音声は HDMI 経由で本機に入力されるため、光デジタル/同軸デジタルまたはアナ□グコードに 
よる音声の接続は必要ありません。この場合、 「 HDMI 設定」の 「 TV 音声」の設定を 「 HDMI 経由」に設定して<だ 
さい(一日9ページ)。 


m 

続 


1 1 


■ 

1 ■ ■ — — 





DVD プレーヤーなど 


A 


A. 


いずれかひとつの方法で接続 いずれかひとつの方法で接続 


コ瓣—品ント nr 留舅 

Pr P 曰 Y 


アナ□グ デジタル 

音声出力音青出力~ 
ち 左 同軸 光 



※(下記参照） 
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各機器の接続 


テレビに HDMI 入力びなし、場合の接続 


テレビに HDMI 入力端子がない場をは、それぞれの機器の映像信号はアナ□グで接続します。 

• テレビの音声を本機で聞く場をは、23ぺージをご覧になり、音声ケーブルの接続を行ってください。 

• HDMI IN に入力された映像信号はダウンコンバートすることがでさませんので、テレビにアナ□グ出力すること 
はでをません。 


DVD プレーヤーなど 


《2 

(下記参照） 



0 0 0 
Pr P 巨 Y 

_コンポーネント. 

映像入力 

いずれかひとつの方法で接続 


テレビ 


ここでの HDMI ケーブルによる再生機器の接続は、再生機器の HD 音声を本機で聞く場合に使用するものです。映像をテレビで見] 
るには、別途アナ□グで映儘の接続を行ってください。再生機器によっては、 HDMI と他の接続方法で映像を同時に出力すること 
びでをなかったり、出力の設:定び必要な場合びありまず。詳し < は再生機器の取扱説明書をご覧 < ださい。 

《2光デジタルケーブルを使用して再生機器と接続した場合、入力端子の設定び必要でず。（^42ぺージ） 

心 -V 
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る機器との接続 


各機器の接続 



—やブル — レイ デ V ス クレコ — 夕.一の接続 


HDD/DVD レコーターやブルーレイディスクレコーターなどの録画機器を接続します。 

• 録画することを前提とする場をは、ソース機器と録画機器の映像信号をコンポジット接続で統一する必要があ 
ります。また音声信号についてをアナ□グ接続する必要があります。録画方法については、77ページをご覧く 
ださい。 巧 

• お手持ちの HDD/DVD レコーダーやブルーレイディスクレコーダーに HDM 陆力端子があるときは、本機の続 
HDMI IN 端子に接続することをお勧めします。その隙は、本機とテレビの接続を HDMI で行ってください。 


HDD/DVD レコーダー、 
ブルーレイデイスクレコーダーなど 



1 1 

•.八 


— 

C3 « 、ィ 

f—K—XZJ Q 1 


いずれかひとつの方法で接続 

デジタル アナ□グ 

一音亩出力—！ r 音青出力 n 
同軸 光 ち左 



參參參參雜^ 


FRONT HBGKT ‘円 


◎ 
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图 ® 

12VTRIGGER 
loumn'cvin 
TUIAL 150 mA MAX) 
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1 功 mA 
UAX) 
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(•|N)1 01^2 。化 • 


EXTENSION 
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藝禱®響®®®’禱嚷 
戀禱戀禱禱戀戀 ® i 


巧 . 

iaiun ， 


同軸デジタルケーブルを使用して再生機器と接続した場合、入力端子の設定びお要です。 （—4 吕ページ) 
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画]画]置 


參《#画 # # 圓圓歷 

DVRSOI CD CIMVTAPE I 

out " CUT … I FRMT CENTER SLffOUND SLffie 

m 續摩 


-哪 

y>^| PREOU 



## # i 
空画參透 



《 1 同軸または光デジタルケーブルを使巧して再生機器と接 
続した場合、入力端子の設定び必要でず。(^42ぺージ） 


カセットデッキを設置する場所によっては、再生したとを 
に雑音などび発生する場をびあります。これはアンプの卜 
ランスによる U —ケージフラックス(漏れ磁束)の影響によ 
る电のです。このよラなとをには、設置する場所を蜜える 
か、アンプから離して設置してください。 


音声再生機器の接続には、アナ□クおよびデジタル接続が 
でをます。ドルビーデジタルや DTS ソフトを再生するには、 
デジタル接続が必要です。 

• アナ□グ接続された音声のみ録音でさます。録音方法に 
ついては、77ページをご覧ください。 


CD レコーダー、 
カセットデッキなど 



1 1 


口 0 口 

' 

e ''y 
=»=) o 1 


いずれかひとつのち法で接続 )（ いずれかひとつのち法で接続 




同軸デジタルケープルを使用して再生機器と接続した 
場合、入力端子の設定び必要です。（^42ぺージ） 


衛星放送やケーブルテレビチューナーなどの映像 

機器を接続します。 

• 本機とテレビをアナ□グで接続したり、チュー 
ナーに HDMI 出力がない場合はアナ□グ接続を 
行ってください。 

• マルチサラウンド放送を再生するにはデジタル 
音声接続が必要です。 

• お手持ちの衛星/ケーブルテレビチューナー 
に HDMI 出力端子があると哥ま、本機の HDMI 
端子に接続することをお勧めします。その隙 
は、本機とテレビの接続を HDMI で行ってくだ 
さい。 


衛星チューナー 
ケーブルテレビチューナー 




，〇 



各機器の接続 


衛星/ケ-ブルテレビチ： L - ナ-の龍瑕その1 也の音声機器の接続 


=护< ;ド， 


變 I" 
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マルチゾーン接続に ONE 2 /ZONE 3) 


各機器の接続 


図のよラにスピーカーとテレビモニターを本機に接続します。この接続の場を、；><インゾーンは已 . Ich サラウン 
ド出力までとなります。スピーカーシステムの設定は ZONE 2 を選択してください。 


サブゾーンに ONE 2) の機器 


左 


ち 

e ® 


e 史 

零 




本機(メインゾーン） 
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本機を操作して、本機のある部屋 CX インゾーン）とは別の部屋(サブゾーン)で本機につないだ機器の再生を楽し 
めます(マルチゾーン機能)。本機ではインゾーンとは別に ZONE 2と ZONE 3の2つのシステムを構築するこ 
とびでさます。六インゾーンとサブゾーンで同時に同じソースを再生することはもちろん、別々のソースを再生 
することをでさます。 


ヴプゾーンで再生巧能な入力および信号は下記のとおりです。 

.ZONE 2では、 DVD 、 TV / SAT 、 DVR / 巨 DR 、 VIDEO、INTERNET R 冉 DIOJPod / USB 、 CD 、 CD - R / TAPE、ADAPTER PORT のアナ 
□グ音声(ステレオ)入力およびビデオ（コンポジット)映像入力び再生巧能です。 

.ZONE 3では、 DVD ' TV / SAT ' DVR / BDR ' VIDEO ' CD ' CD - R / TAPE'ADAPTER PORT のアナ□グ音声(ステレオ)入力び再生可自目 
です。(映像は再生でをません） 

. デジタルやコンポーネント、 HDMI で入力された信号は再生でをません。 

. U スニングモードや低音/高音調整などの各種音声機能は使えません。 


お 

続 


2つめの部屋のマルチゾーン接続 



ZONE 2端子をほ用したマルチゾーン接続 


サブゾーン (ZONE 2) に別のアンプを用意して、図のようにをう一台のアンプとテレビモニターを本機に接続します。 


サブゾーンに ONE ぶの機器 


本機(メインゾーン） 
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SURROUND BACK 端テをほ用したマルチゾーン接続 
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各機おの接続 


3つめの部屋のマルチゾーン接続 



サブゾーン （ZONES) に別のアンプを用意して、図のよラにわラー台のアンプを本機に接続します。 


サブゾーン (ZONE 3) の機器 
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プリアウトを使ったパワーアンプの接続 


r スピーカーシステムの設定」（一103ぺージ)と連動して、 PRE 日 UT 端子の SURROUND 目 ACK から出力され 
る音声が！; TF のよラに変わります。他のパワーアンプなどを接続する場をはごを意ください。 

[ノーマル (S 目/ FH)] または[ノーマル (S 目/ FW)] のとき：サラウンドバックチャンネルの音声 
[Speaker B] のとき：ダウンミックスされた 2ch の音声 
[Front Bi-Amp] のとき：フ□ントチャンネルと同じ音声 

[ZONE 2] のとき： ZONE 2で選択されている入カフアンクシヨンのアナ□グ 2ch の音声 (Z 日 NE 2日 N のときのみ） 


アンプ内蔵 

フ□ント センター サラウンド サラウンドバック フ□ント A イトまたは 
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各機器の接続 


旧 レシーバーを ほって集中コント□—ルする 


ステレオ機器などを、キャビネット巧などの U モコン信号が届かない場所に設置している場合でを、市販の旧レ 
シーバーを使用して、 U モコンでシステムの操作がでさます。本機や接続した機器(パイオニア製品だけでなく、 
他社製品を含む)が操作でさます。マルチルームの U モコン操作などにち使用でさます。 
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キャビネットなどに設置 
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パイオニア製品 


. . 圈 © 

Ly 


他社製品 


巧 

続 


旧レシーバー 


旧接続は、旧端子を装備している機器を使巧してください。 

接続に必要なケーブルの種類については、旧レシーバーに付属の取扳説明書を参照してください。 

旧レシーバーのリモコン受光部に壁光なから強い光び直接照射されている焉をは、リモコン操作びできないことびありまず。 
他社製品では旧といラ名称び使用されていない場をびありまず。お使いの機器に付属の取损説明書で確認してください。 

フ□ントパネルの IJ モコン受光部と旧レシーバーの U モコン受光部び同時に受信した場合は、旧レシーバーび優先されます。 


化のパイオニア製品をつないで集中コント□ールする 


コント□ール入力/出力端子の付いた複数のパイオニア機器を、本機の U モコン受光部を使って集中コント□ール 
することがでさます。リモコン受光部を持たない機器や、受光部が信号を受けられないところに設置した機器を 


U モコン操作が巧能になります。 




コント□-ル入力端子付さの 
他のパイオニア製品の 
CONTROL IN 端子へ 


本機 


本機の U モコン受光部に向けて 
本機のリモコン 送信してください。 


コント□ール入力/出力端子 
付きの他のパイオニア製品 


本機の CONTROL IN 端子にコント□ールコードを接続すると、 U モコンを本機に向けて直接操作することはできません（リモコン 
信号受光部び機能しな < なります)。 

接続には巿販のモノラル S ニプラグ付をコード(抵抗なし）をお使いください。 

コント□-ル端デの接続をする場合は、必ず才ーデイオ〕ード、映儘ケースレまたは HDMI ケーブルも接続してください。デジタル 
接続だけでは、システムコント□ールは正しく動作しません。 
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各機おの接続 


12 V トリガー巧応機器の接続 


12 V 卜 U ガー対応機器を本機に接続することで、システム動作を行います。本機の入カフアンクシヨンを選ぶだ 
けで、12 V T 阿 GGER 端子に接続された機器へ制御信号が送られます。連動設定については n 2 V 卜 U ガー端子 
の連動設定」（一11日ページ)をご覧< ださい。 

入カフアンクシヨンの選択に連動させずに、 HDMI 日 UT の切り換えに連動させることをできます。詳しくは 「HDMI 
によるコント□ール機能を設定する」（一69ページ)をご覧ください。 



• 接続には巿販のモノラルミニプラグコード(抵抗なし）をお使いください。 

. 12 V T 刊白日 ER 端デからは最大で DC 1吕 V /1 已0 mA (2 端子 I -- タル)び出力されます。 


BLUETOOTH アダプターを接続する 


別売りの目 LUET 日日 TH アダプター ( AS - BT 1 日日)を本機に接続することで、 S / ue わがわ機能搭載機器(携帯電話、 
デジタル音楽プレーヤーなど)の音楽をワイヤレスで楽しむことがでをます。 

が ue わがわ機能搭載機器の音楽の再生については、 「 BLUET 日日 TH アダプターを使用してワイヤレスで音楽を楽し 
む」（一已1ページ)をご覧ください。 



A BLUETOOTH アダプターを本機に接続した状 
態で、本機を移動させないでください。破損や 
汪意接触不良の原因となります。 


本機で 排 W わ0め 機能搭載機器の音楽を再生するには、 排 W わ0め 
機能搭載機器びプ□ファイル: A 2 D 円こ対応している必要びあ 
ります。 

すべての S/ue わがわ 機能搭載機器との接続動作を保証するを 
のではありません。 














































































各機器の接続 


COAXIAL M 肪巧巧 R 


IN B IN 白 
执0> (CD) 

mm 





LAN ケーブル 


LAN 端子の仕様 


LAN (1 日/1日日)端モ 

. 1系統、1 0 BASE - T /1 OOBASE-TX 


LAN 端子でネットワークに接続する 


LAN 端子を使ってネットワークに接続することで、インターネットラジオを聴くことがでさます。 

本機の LAN 端子とルーター ( DHCP ヴーバー機能付きなど)の LAN 端子をストレート LAN ケーブル ( CAT - 已攻上） 

で接続します。 

ルーターの DHCP サーバー機能をオンにします。ルーターに DHCP サーバー機能がない場をはネットワークを手 
動で設定する必要があります。詳しくは r ネットワークの設定を行ラ」（一1日9ページ)をご覧ください。 

m 


LAN (10/100) mm 


f - V 

インターネットラジオを聴くには、インターネット 
サービスを提供しているプ□バイダーとの契約•料 
金び別途必要です。 

4- i 
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各機器の接続 


前面端子に機器を接続する 


前面端子に映像/音声機器や iPod / iPhone 、 US 目;を接続して、本機で音声 
や映像を楽しめます。 

前面端子を使用するときは、 PUSH OPEN タブ封甲して端子カバーを取り外します。 
接続の前に本機の電源をオフにしてください。 



HDMI 対応機器を接続する 


HDMI 出力端子があるビデオカメラやテレビゲーム機 
などを前面端子に接続して、簡単にこれ6の機器の映 
像や音声を楽しめます。接続には HDMI ケープルを使 
用します。 


接続する機器によっては、専巧の接続コードび付属している場 
合びあります。詳しくは、接続する機器の取扱説明書をご覧く 
ださい。 



iPod や iPhone を接続する 


iPod や iPhone を接続して、 iPod や iPhone の音楽や 
映像を本機で楽しめます。接続には本機に付属の iPod 
ケーブルを使用します。 

iPod や iPhone の再生については、 「 iPcicI や iPhone を 
つないで 再生する」 （-^4 己ページ)をご覧ください。 


• i Pod や iPhone の接続には、 iPod や iPhone に付属のケー 
プルも使巧できますび、その場合は iPod や iPhone の映儘 
を本機を通して見ることはでをません。 

. iPod や iPhone の接続については、 iPod や iPhone に付属 
の取扱説明書ちご覧ください。 
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各機器の接続 


USB メモ y — やキーボードを接続する 


お手持ちの US 目>(モリーを接続して、 US 目>(モ U —に記 
録されている音楽/画像ファイルを本機で再生できます。 
US 目六モ U —の再生については、 rus 目メモ U —を再生 
する」（一48ページ)をご覧ください。 

また、 US 目キーボード (US International レイアウト） 
を接続して、！；!下の GUI 画面で文字入力に使用でさます。 
• 入力端子の設定で、入力名を変更する。(一42ぺージ) 
• インターネットラジオ放送局のアドレスを入力する。 
(一已4ぺージ） 


た —^ 

. 本機とパソコンを US 巨ケーブルで接続して音楽ファイルを再 
生することはでさません。本機び対応している US 巨メモ U — 

は、が付け八ードディスクや携帯フラッシュメモ U —、マルチ 
カード I 」 ー ダー、デジタル カメラ、 デジタルオーディオ再生 
機 ( FAT 12、 FAT 1 巨、 FAT 32 の フォー マットに 対応) などの 
USB マスストレージクラスに属する機器です。 

. 本機ではすべての US 巨メモリーの再生、および電源の供給を保 
証でをない場合びありまず。また、本機と接続したことで 、 USB 
メモ U —のファイルび万一損失した場合、当社は一切の責任を 
負ラことびでをませんので、あらかじめご了承ください。 

.US Internatbnal レイアウトじ ( がの US 巨キーボードち)接続で 
きますび、一部の文字び正しく入力でをないことびありまず。 



USB メモ y — を接続してアドバンスド MCACC データを出力する 


フ J レオート MCACC やオート MCACC 、 または E 日プロ 
フェッショナルで測定した視聴環境の残響特性(補正の 
前徵や MCACC パラメーター(測定値)をパソコン画面 
上で詳し<確認でさます。これ6のデータやパラメー 
ターは、本機に接続した US 目六モ U —に転送してか6 
パソコンに取り込んで、「アドバンスド MCACC PC 表 
示用アプ U ケーションソフト」を使用して確認でさます。 
(一99ぺージ） 

専用アプリケーションソフトおよび専用取扱説明書 

. 下記 URL でお客様登録をしたあと、ソフトウェ 
アダウン□ー ドへ進み、ダウン□ー ドしてくだ 
さい。 

http://pi 曰 neer . jp/supp 曰け/ 

. 詳しくはダウン□ードしたアプリケーションソフト 
の取扱説明書をご覧ください。 




US 巨メモ IJ - 
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各機おの接続 


電源コードの接続 




電源について 

本機の電源は、 U モコンの A V アンプ0ボタン(またはフ□ントパネルの OSTAND 目 Y / 日 N ボタン)を押すたびに、 
オンとスタンバイが切り換わります。 

※電源を入れることを r オンにする」、電源を切ることを r スタンバイにする」といいます。 


接続を行ラとさは、予期せめ故障を防ぐため、電源を切ってから電源コードをコンセントから抜いてください。 
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スピーカーインピーダンスの切り換え 


基本設定 


1 

電源がスタン/ (イ状態であることを確認ずる。 

2 

ENTER 

+ 

0 STANDBY/ON 

© 

ENTER を押しなび 56 STANDBY / 
ON ボタンを押ず。 

表示部に RESET ◄NO ► と表示されます。 

3 

♦ 夺 

t / ♦ボタンを繰り返し押して、 


SPEAKER ◄□8 n ►を表示させる。 

4 

♦ ♦ 

仁/-►ボタンを繰り返し巧して、 


SPEAKER 8 n または SPEAKER 6 n 
を選ぶ。 


スピーカーインピーダンスの設定は、日 cmLhs n 未満と8 n ~ i 6 n の吕通りあります。お手持ちのスピーカー 
び日 niiLhS n 未満の場合は L ツ下の手順で設定を変更してください。（工場出荷時は 8 Q~16 n に設定されて 
しほす。） 


2 3 4 2 






3 

4 


RESET 4 

HO 

卜 


SPEAKE い 

sn 

卜 


SPEAKER 

sn 

卜 

スピーカーインピ- 

-ダンスび 

8 0〜16 0の場を 


SPEAKER 

らな 

> 


スピーカーインピーダンスび 
已 nuLhs n 未満の場合 


昼本設定 



一◎庶 


I© 

II© 

|〇 

!0 
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基本設定 


スピーカーの自動設定巧巧う〜フルオ-卜 MCACC 〜 


本機のフルオート MCACC では、が来のマニュアル調 
整では難しかったさまざまな設定を、自動で高精度に 
測定、設定することができます。スピーカーか6出力 
されるテストトーンを付属のセットアップ用マイクで 
測定し、解析します。フルオート MCACC での測定項 
目と全体の流れはち記のとおりです。 


ち記①〜感の測定/解析にかかる時間 

合計3〜7分程度_ 


A 广 測定中は大をな音でテストトーンが 

出力されます。近隣住宅や小さなお子様 

I ま意 などへのご配慮をお願いします。 

V . _ J 


• スピーカーシステムの設定 
• 測定、設定値の保存先選択 


巧]期測定（測定環境のチ I ック） 

① 暗騒音(部屋の騒音)の測定 
③ マイク感度の診断 

③ 各 ch のスピーカー有り無し、および極性の判定 


お客様によるスピーカーの有り無し判定結果の確認 
(または修正）_ 

♦ 

システム全体の解析/測定 

④ スピーカー システム 

(各 ch の低域再生能力を判定） 

通スピーカーの 出カレベル 
(各 ch の出カバランスを補正） 

⑤ スピーカーまでの 距離 
(最適なディレイ値を解析） 

◎ 定在波制御 

(定在波の f ミ響を軽減） 

⑨ 残響特性の測定 
感 視聴環境の周波数特性 
(出力音声の音色を統一） 


ク ^ 

• 測定は静かな環境で行ってください。 

. セットアップ用マイクは、三腳などを使巧して U スニングポジションの耳の高さに設置してください。脚びない場合は、なるベ 
く =脚に代わるちのを巧意してください。し; TF の場所にマイクを設置すると、正しく測定でをない場含びあります。） 

-ソファーや柔らかいものの上。 

-テーブルやソファーの上などの高い場所。 

. スピーカーと U スニングポジション(マイク)の間に障害物びあると、正確に測定で去ない場合びあります。 

• 測定中は U スニングポジションから離れて、をスピーカーのが側から U モコンで操作を行ってください。 

• 自動設定中に静止画面を已分間放置すると画面にスクリーンセーバー機能び働さますび、いずれかのボタンを押すことで再び同じ 
画面を表おします。 

• 測定を途中で中断したと定は、それまでの測定内容は確定されません。 

心 ぶ 


が, か 

-S) 



〇 〇 〇 C 



本機とテレビの電源を入れる。 

本体のむ STAND 目 Y / 日 N ボタンを押します。 


. サブウーファーを接続しているとさは、測定のためサブウー 
ファーの電源を入れてボ U ユームレべルを適度に上げておいて 
<ださい。 

. テレビに本機の GUI 六ニュー画面び表示されるよラテレビ側の入 
力切換を合わせてください。 
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基本設定 


PUSH OPEN タブを押して、端子カバーを 
取り外します。 

MCACC SETUP M に端テに付属のセット 
アッフ用マイクを差し込んでください。 


2 付属のセットアップ用マイクを接続ずる。 

U スニングポジションにマイクを配置します。 

マイクを差し込むとフルオート MCACC 画面び表示され 
ます。 


付属のセットアップ用マイクを、 TV モニターの近くに置いてオー 
トセットアップを行わないでください。また、テープルやソファー 
などの上にマイクを置くと、正確に測定でをない場合びあります。 


フ□ント八イト 
スピーカーち ( FHR ) 



フ〇ント 

スピーカーち ( R ) 


サラウンド 
スピーカー 右 ( SR ) 


=脚などの上にセットアッフ用マイクを固 
定してください。 

リスニングポジションに設置し、マイク部を 
ちの高さにをわせて < ださい。 


d) 

,,, サラウンドバック 

ヴっウンドバック' 1] ン スピーカ-ち ( SBR ) 

スピーカー左 ( SBL ) こわ 

※江] ch サラウンド(フ□ント A イト)システムの場合 


iPod USB CD-R VIDEO テレビ j# 巧 

□ 口 □□ 


_入力切巧_ 

卜 1 广 。I 



トディ禪整 ビデオ體 

:ィスクナビ ッ-ル 

蚕巧表 



4 


la フルオート MCACC 

AVF ンプ 

スピーカーシステム :ノーマル (S8/FH) 

E かイプ SYMMETRY 

MCACC : MLMEMORY 1 

THXZt：-*- NO 


固が 

S る回 


d L ^ v アンプ j ポタンを巧してか5、 t ポタンで[ス 
ピーカーシステム]を選択して、ミ夫定ボタンを f 甲す。 
次に、 ►ポタンでスピーカーシステムを選ぶ。 

スピーカーシステムの項目は、用途によってし iTF の設定 
を選択します。 

• サラウンド接続(フロント八イト)の場合： 

レーマル ( SB / FH )] 

• サラウンド接続(フロントワイド)の場合： 

レーマル ( SB / FW )] 

• バイアンプ接続の場合 ： [Front Bi - Amp ] 

• ゾーン2接続の場合 ： [ZONE 2] 

• スピーカー目接続の場合 ： [Speaker B ] 

詳しくは、「スピーカーの配置/使用ノ くターンを選ぶ」 

(一 I 已ページ)をご覧ください。 

EQ タイプ、 MCACC 、 THX スピーカーの各項目ち設定 
でをます。詳しくは、 r 才ート MCACC で詳細に測定/設 
定する」い 91 ぺージ)をご覧ください。 

4 t ♦ボタンで[スタート]を選択してミ夫定ずる。 

オートセツトアップの自動測定に進みます。 

手順已へお進みください。 


A 


才ートセットアップのテスト I — :が音■です。ルさな 
お子様がおくにしぶ場含などはごを意ください。 

ま意 ボ U ュームを下げることをできますが、正しく設定さ 
れない場合があります。 


昼本設定 









































































碁本設定 




エラーが表示をれた5 

判定結果でエラーび表示された場合は、スピー 
カーの接続を間違えている巧酷をびあります。 

(逆相び表示された場をは、スピーカー接続の極を 
(+/—)び間違っている可酷化びあります。） 

[ IJ トライ]しても結果び同じような場合は一度電 
源を切り、スピーカーの接続を確認してください。 
また、途中で測定エラーによる警告び表おされて 
いる場含びありますので、そのとをは画面の指お 
にがってください。指示の詳しい内容については 
「ホームメニューでの MCACC 宿場補正)時に表 
示されるメッセージの意味」(一128ページ)をご 
覧ください。 


スピーカー有り無しの確認画面で、 SW を 「 NO 」 
から 「 YE 引に直して決定すると、サブウーファー 
の レベルを確認するためにサブウーファーのみ 
巧測定を行います。 


5 自動測定び開始されまず。 

最初に初期測定ほ ij 定環境チェック)び行われます。 

暗騒音：暗騒音馆 P 屋の騒音)の測定 

マイクロフォン：マイクの感度を診断 

スピーカー YES/NO :各 スピーカーの 有り 無し、 およ 

び極性の判定 

「暗騒音」および r マイク□フォン」のチェックでエラーび 
表示されたとをは、測定環境およびマイクの接続をちラ 
一度確認し、[1」トライ]を選んでち5—度測定すること 
をお勧めします。■►で[なへ進む]を選択し、巧の測定へ進 
むことちでをます。 


6 スピーカー有り無しの確認画面になりまず。 

スピーカーの判定結果にエラーや逆相びな<、確認画面 
で何も操作びないときは10砂後に自動で手順7へ進み、 
オートセットアップび再開されます。 

スピーカー有り無し判定については、しツ下の表をご覧く 
ださい。 

スピーカー有り無し確認画面の見かた 


、、、、、 有無 

スピーカー 

接続 
してし)る 

接続 

していない 

逆樹こ 
なつてし、る 

規定外の 
接続 

L/R 

フ□ントをち 

YES 

エラー 

逆相 

--- 

C 

センター 

YES 

NO 

逆相 

--- 

FHL(FWL)/FHR(FWR) 
フ□ント A イト(ワイド)在も 

YES 

NO 

逆相 

--- 

SL/SR 
サラウンド左ち 

YES 

NO 

逆相 

エラー 

SBL/SBR 

サラウンド A" ック 

YES 

NO 

または—— 

逆相 

エラー 

SW 

ヴブウーファー 

YES 

NO 

… 

--- 


スピーカー有り無し判定結果が正しいとき 

[0 K ] を選んでミ夫定ボタンを押します。 

ちう一度自動測定をやり直ずとき 

[ I 」トライ]を選んでミ夫定ボタンを押します。 


スピーカー有り無し判定結果が間違っているとき 

[ U トライ]を選んでち5—度自動測定をやり直してみて 
ください。それでも間違ってしまラとをは 、 t ♦和-►ボ 
タンで正しい設定に直したあとミ夫定ボタンを押します。 


接続が間違っているとさ 

電源を切って電源コードをコンセントから抜を、スピー 
力一を正しく接続し直してください。接続び終わったら、 
もラー度フルオート MCACC を行ってください。 

接続び正しし化き 

さまざまな要因により逆巧と表示される可能性びありま 
す(一128ページ)。その場合は、[なへ進む]を選んでミ夫 
定ボタンを押してください。 
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基本設定 


7 補正用測定び開始されまず。 

スピーカーシステム： 各スピーカーのほ域再生能力判定 
スピーカー出カレベル： 各 ch の出カバランスを補正 
スピーカーまでの距離： スピーカーまでの距離を解析 
定在波制御： 定在波の影響を軽減 
残響特性： 残響特性の測定 
Ago Cal EQ Pro :出力音声の音色を統一 
これらの自動設定には接続しているスピーカーの数に 
よって 3 〜 7 分程度かかりますので、手順 8 の画面になる 
までしばらくお待ちください。 


8 


つ) レオート MCACC で測定した部屋の残響特性をお 
認ずることびできまず(—100ぺージ)。ここでは補 
正後の残響特性を予測値で表示します。実測による 
補正をの残響特性を確認したい場合は、残響特性の 
測定を行ってください卜97ベージ)。 


HOME MENU 画面び表示された5自動測定は終 
了でず。 

必ずセットアップ巧マイクを本機から抜いてください。 


7 



.HOME MENU へ 


8 



畳本設定 
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基本設定 


入力端子の割り当てを変更する 


機器の接続をする場合は、 r 他機器の接続を行ラ前に」（一21ページ)の表をご覧になり、入カフアンクシヨンが 
割り当て6れた端子に接続することをお勧めします。それ！;!外の接続をした場合は、各入カフアンクシヨンの入 
力端子の割り当てを変更します。 

そのほか、下の接続を行ったとさわ必ず設定を行ってください。 

. リアパネルのデジタル音声入力端子に記載された工場出荷時の設定と異なる接続をしたとさ。 

デジタル音声入力の設定 ( Di 呂 ital In ) 

. HDMIl 〜4端子に接続した HDM 關応機器を、 HDMIl 〜4むがの入力で再生したいとき。 

一 HDMI 入力の設定 (HDMI Input ) 

HDMI 入力の設定をする場合は、 「 HDMI 設赴のロント□-ル機能」卜目9ぺージ)をの FF 」 にしてください。 

. コンポーネントビデオ映像入力端子に映像機器を接続したとき。 

ーコンポーネントの設定に日 mponent In ) 




1 

IAV 7 ンプ 1 

リモコンを AV アンプ操作モードにする。 

2 

变三ム- 

ホームメニュー ボタンを押ず。 


因 

ホームメニュー画面び表示されます。 

3 

[4. システム設定]を選んでミ夫定ずる。 

4 

[ b . 入力端子の設定]を選んでミ夫定ずる。 

已 

変更したい入カフアンクシヨンを選ぶ。 


6 変更したい設定を選んで、割り当てたい入力端子 
を設定ずる。 


たとえば、光デジタル端テ (IN 回） を使つて DVD プ 
レーヤーを接続したとさは、「入力」で 「 DVD 」 を選び 
「Digital In 」 の設定を [0 PT -2] に変更します。また、 
COMPONENT IN のに入力した映像信号を再生したいと 
きは、に omponent In 」 の設定を [ In -1] に設定します。 

/ ^ 戻るボタンを押ず。 

ろ [入力端テの設定]を終了します。*-4 

ホームメニューを終了するとをは、回を押 
します。 


. コンポーネント端子の使用につい订ま、 r 映像の接続についロト22ぺージ) 
をご覧ください。 

. 同じ入カファンクションで複数の機器を選択することはできません。 

• 「---」と表示されているときは割り当てられる入力端子びないことを表 

していまず。 
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アンプか 6 音を出す〜基本再を〜 


基本再を 


接続した機器を再生ずるとをの手順です。本機では、「音声入力信号の切り換え」（一44ページ)で入力信号を還 
んで、 ru スニングモードでいろいろな音を楽しむ」（一巳巳ページ)で1」スニングモードを還ぶことび主な操作です。 


AV アンプ 

〇 


入力 a 器 

八 I 、 、 
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1 

再生ずる機器の電源を入れる。 

2 

AV 7 ンプ 
© 

本機の電源を入れる。 

(本体の場含は、む STAND 目 Y / 日 N を押します。） 

3 

IAV アンプ 1 

リモコンを AV アンプ操作モードにする。 


4 


入力切換 

因回 


-BD 一 DVD DVR/BDR HDMI 

ロロロロ 

TV CD NET RADIO ADAPTER 

ロロロロ 

iPod USB CD-R VIDEO 

ロロロ 


再生ずる機器を選ぶ。 

ボタンを押すたびに入力機器び切り 
換わります（本体の場合は INPUT 
SELECTOR で選択します)。 

マルチコント□ールボタンで直接選 
択することもでをます。 

また、必要に応じて音声入力信号の 
種類を選びます。「音声入力信号の切 
り換え」（一44ページ） 


5 

AUTO/ALC/ PGM メニ 2— 

DIRECT STEREO STANDARD ADVSURR 

I HDD] [DVD] 〔。 ]〔X I 
THX 

回 


お好みのリスニングモードを選ぶ。 

ru スニングモードでいろいろな音を 
楽しむ」（一已已ページ） 


6 再生機器の再生を開始ずる。 


/ 音量 音量を調節ずる。 

+1撫音）および-80 dB 撮ル値） 
= から+12 dB (最大値）の範囲で調節でを 
— J ます（本体の場合は MASTER VOLUME 



:肖 g ダイヤルで調節します)。 

一時的に音を消したいとさは、消音ボタン 
を押します D ちラー度押すか、音量を調節 
することで解除します。 


音量にごいて 

. MCACC などにより正確にチヤンネルレベルを補正した場合、0 d 日び映 
画館での再生音量とほぼ同等になります。 （0 d 巨は大音量です。近隣住宅 
やルさなお子様などへのご配慮をお願いします。） 

• 大音量び出力されないよラに、最大音量を制限することびでさまず。「音量 
の設定を行ラ」（一111ページ)をご覧ください。 














































































基本再を 


音声入力信号の切り換え 


本機では各入力についてアナ□グとデジタルの入力信号を切り換えることびでさます。 
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iPod USB CD-R 
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山回山 Gy 


K 加1 … 「0し 四1 


CH 
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デジタル入力端子、および H DM め'':割り当てら 
れていない機器の音声入力は、冉 N 冉 LOG に固 
定されていまず。 

非対応のデジタル信号は再生でをません。そ 
の場合はアナ□グ接続を行い、音声入力で 
ANALOG を選択してください。プレーヤーな 
どの再生機器の出力設定もご醒認ください。 
カラオケ機器のマイク音声、およびアナ□グ 
オーディオのみ収録されている LD の音声はデ 
ジタル出力されません。これらを再生するには 
必ず AN AL 0 G を選択して < ださい。 


リモコンを AV アンプ操作モードにする。 


2 


音声切換 

囚 


再生したい入力信号を選択ずる。 

音声切換ボタンを押すたびに、政下のよ5 

に切り換わります。 

广 AUTO 一 ANALOG 一 DIGITAL 

I- PCM «- HDMI «-1 

• AUT 日にしたときは、 HDMI 一 D に ITAL 一 
ANAL 日 G の優先順位で自動的に入力信号 
を選択します。 

• AUT 日が選択されていると CD などの PCM 
音声を再生したとさに曲の頭が切れること 
があります。その場含は PCM を選択して 
<ださい。 

• PCM は PCM 音声専巧です。 PCM 音声！;(列 
の信号では、音が出ずにノイズが出ること 
があります。 

•「 HDMI 音声出力の設定」（一目3ページ)で 
「 THR 日 UGH 」 を設定してし、ると、音声は本 
機からではなくテレビから出力されます。 


音声切換ボタンで冉 NAL 0 G を選択した状態で DTS 対応の CD や LD 
を再生ずると、 DTS の原信号びそのまま再生されるため、ノイズび発 
生します。入力信号は必ず□に ITAL を選択してください。 

DVD プレーヤーの機種によっては、再生で去るデジタル信号に制限 
びあります ( DTS 信号を出力しないなど)。詳しくは、お使いの DVD プ 
レーヤーの取披説明書をご覧ください。 


へツドホンで聴く 



1 へッドホンを PHONES 端子に差し込む。 

差し込むと スピーカーからは 音が出なくなります。 


. IJ スニングモードは 「 STEREO 」、「 ALC」、「PURE DIRECT 」 または 「PHONES 
SURROUND 」 び選おできます。入力び ADAPTER PORT のときは 「SOUND 
RETRIEVER AIR 」 を選択でをます。 

• 入力信号びマルチチヤンネルの場合は、 2 ch にダウン S ックスされます。 

. へッドホンを差し込むとスピーカーからは音び出なくなります。 

. へッドホンを差し込んでいるとさは、ホーム六ニュー画面で各種設定を巧 
ラことはでをません。 


44 


























































iPod や iPhone をつないで再生する 


iPod や iPhone の再を 


iPod や iPhone を本機に接続して、 iPod や iPhone の音楽や映像を本機で楽しむことびできまず。 
iPod や iPhone の接続については、 「 iPod や iPhone を接続する」 （-34 ぺージ)をご覧ください。 



AV アンプ ...... _ 入力な器 

1 

化唐お宙。 

〇 a. • @ 


日 D DVD DVR/BDR HDMI 

ロロロロ 

TV CD NET RADIO ADAPTER 


ロロ □口 

2 - 

iPod USB CD-R VIDEO テレビ巧巧 

-■ロロロ 


Gnl GilI LJ 


2 • メインゾーン 



• ゾーン吕 



1 本機とテレビの電源を入れる。 


P iPod USB 


iPod US 己ボタンを押ず。 

フ□ントパネルの表示部に 「 Loading 」 と 
表示され、 iPod び正しく接続されているか 
ど5かの確認び巧われます。 

接続び完了すると、テレビ画面に iPod の 
トップメニューび表示されます。 

• iPod USB ボタンを押したあとに 「No 
Device 」 と表示された場合は、電源を切つ 
てから本機と iPod の接続をやり直してみ 
てください。 

• 音楽の再生については、 riPod や iPhone 胃 
の音楽を再生する」（一4日ページ)を、映= 
像の再生については riPod や iPhone の映 
像を再生する」（一47ページ)をご覧くだ 
さい。 


iPod や iPhone ①操作について 


マルチコント□-ルボタンの Pod US 巨を巧ずと U モコンび iPod US 目操作モードになり、 U モコンで!; TF の操作び 
でさます。 


ボタン 

機能 

ボタン 

機能 

► 

再生を開始します。 

表示 

フ□ントパネル表示の内容を切 0 換えます。 

II 

一時停止/一時停止解除します。 


巧し続けている間、早戻しまたは早送りをします。 

W 一 

フォルダー/ファイル U ストの階層を前後へ 
切り換えます。 


再生中のトラックの先頭に戻 0 ます。続けて 
押すと、前のトラックに戻 0 ます。 

►►1 

次のトラックの先頭に進みます。 

t/i 

Audiobook を再生中に再生の速さを変更します。 

やや速く ー ノーマル ー やや遅く 

〇 

U ピート再生を設定します。巧すたびに 
] 巧リピート、リピートオール、リピートオフ 
に切り撰わります。 

トップ 
メ ニユー 

トップメニューを表示しまず。 

乂 

シャッフル再生を設定します。押すたびに 
シャッフル曲、シャッフルアルバム、 

シャッフルオフに切り撰ねります。 

戻る 

前の画面に戻ります。 
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iPod や iPhone の再を 



本機の GUI 画面を見なび5、 iPod や iPhone の巧を還んで再生でをます。 


2 




iPod のトップメニューか51；ミュージッ 
ク]を選んでミ夫定ずる。 


2 


再生したいカテゴリーを選んで巧定ずる。 


カテ 3 U - はしツ下の中から選びます。 
選んだカテゴ1」一の1」ストび表示されます。 
Playlists Genres 

Artists Composers 

Albums Audiobooks 


Songs Shuffle Songs 

Podcasts Cover List 


3 再生したいリスト（ジャンル、アルパムなど）を選 
んでミ夫定ずる。 


4 手順3を繰り返して、聞きたい巧を再生ずる。 

再生機能を使っていろいろな再生び可能でず。詳しくは 
「 iPod や iPhone の操作について」（一4己べージ)をご覧く 
ださい。 


Cover List で曲を選択する 



カテコ' U — 選キ尺画面で Cover List を選ぶと、 Album の U ストび表示 
され、その中から曲を選ぶことがでさます。 
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iPod や iPhone の映像を再生する 


iPod や iPhone の再を 


本機の GUI 画面を見なび6、 iPod や iPhone の映像を還んで再生できまず。 




iPod のトップメニューか5 [ビデオ]を 
選んで決定ずる。 


2 再生したいリストを選んでミ夫定ずる。 



3 手順2を繰り返して、見たい映像を再生ずる。 

テレビ画面に映像び表示されます。映像の再生び終了す 
るか、戻るボタンを押すと、元の画面に戻ります。 

• 再生機能を使っていろし巧な再生び可能です。詳しく 
は riPod や iPhone の操作について」 （-4 已ぺージ)を 
ご覧ください。 

再 


iPod や iPhone の操作を切り換える 


• iPod や iPhone の映観まサブゾーンでは再生 
で去ません。 

• 本機能は第已世代の iPod および第1、第2世代 
の iPod nana には対応しておりません。 


iPod や iPhone の操作を、本機と iPod / iPhone 本体とで切り換えることびできます。 



1 rr ] iPod CTRL を押して、操作を iPod / 
iPoy iPhone 側に切り換ぇる。 

iPod / iPhone 本体で操作できるようにな 
り、本体画面が表示されます。本機での操 
作はできなくなり、目 UI 画面は表示されま 
せん。 


2 


な 

iPod CTRL 


ちラー度 iPod CTRL を押して、操作を 
本機側に切り換える。 


r . 本機能は第已世代の iPod および第]世代の iPod nano には対応しておりません。 

. iPod や iPhone の操作好 Pod / iPhone 側に切り換えて、 iPod や iPhone で映像を再生すると、本磯を通して映像を見ることびできます。 

. iPod や iPhone の操作については、 iPod や iPhone に付属の取扳説明書をご覧ください。 

ん 
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USB メモリーの再を 


USB メモ U —を再生する 


お手持ちの US 目メモ U —を本機に接続することで、 US 目メモリーに記録されている音楽ファイルや写真ファイル 
を本機で再生することができます。音楽ファイルはステレオまたはモノラル音声で再生します。 

US 目 メモ U —の再生可能なファイルフ オー マットは r 各入カファンクシヨンの対応フ オー マット」（一119ページ） 
をご覧ください。 

US 目メモ U —の接続については、 「 US 目モリーやキーボードを接続する」（一3已ページ)をご覧ください。 
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入力なお 


-お！ asaii ^ 

曰 • © 

リモコ:/ SS 、ノ 


_BD DVD DVR/BDR HDMI 

□ 口 □□ 
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-■ロロ — 
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2 • メインゾーン 



• ゾーン2 


USB Top 

— 


— 

ヴ 

Photos ] 

Slideshow Setup ] 

1/3 


1 本機とテレビの電源を入れる。 


P iPod USB 


iPod USB ボタンを押ず。 

フ□ントパネルの表示部に 「 Loadin 旨」と 
表示され、 US 目 ><モ|」一が正しく接続され 
ているかど5かの確認が行われます。 

接続が完了すると、テレビ画面に US 目トツ 
プ>< こユーが表示されます。 

• 音楽の再生については、「音楽ファイルを 
再生する」（一4目ページ）を、写真の再 
生については r 写真ファイルを再生する」 
(一己0ページ)をご覧ください。 


■ エラーメッセージについて 

US 目メモ U - の消費電力が大きすざると rover Current 」 と表示 
されます。この場合、下記の操作を行ってみてください。 

. 本機の電源を切ってか6、再度電源を入れてみてください。 

. 本機の電源を切ってか 6 US 目><モ11一を巧さ、再度 US 目;><モ 
U 一を接続して電源を入れてみて < ださい。 

. AC アダプターが付属している US 目メモリーをお使いの場合 
は、 AC アダプターを接続して使用してみてください。 

上記の操作を行っても rover Current 」 が表示されるときは、 
USB ><モリーが本機に対応していません。 


. 本機とパソコンを US 巨ケープルで接続して音楽ファイルを再生することはできません。本機び対応している US 目メモリーは、州寸 
け八ードディスクや携帯フラッシュ六モ U —、 デジタルオーディオ再生磯 ( F 冉 T 1 吕、 FAT 1 巨、 FAT 32 のフォーマットに対応)など 
の US 巨マスストレージクラスに属する機器でず。 

. 本機ではすべての US 巨メモリーの再生、および電源の供給をイ呆証でをない場含びあります。また、本機と接続したことで、 USB ；>^モ 
U —のファイルび万一損失した場合、当社は一切の責任を負ラことびでをませんので、あらかじめご了承ください。 

• 容量の大去い US 巨メモ U —を接続したときは、読み込みにをか時間びかかることびあります。 

. 本機は US 巨从ブには対応していません。 

. 本機で再生でをないファイルび選択された場合は、自動的に次の再生巧能なファイルび再生されます。 

. 曲のタイトルびファイルに記録されていない場合は、ファイル名び GUI 画面に表おされまず。アルバム名やアーティスト名び記録 
されていない場合は、それらは表示されません。 

. 本機の GUI 画面で表示でをない文字び US 巨メモ U —に記録されている場合、その文字は「#」で表示されます。また、ゾーン 2 画面で 
表示でさる文字は英数字のみです。 

. GUI 画面を表示ずるには、本機の映像出力端子とテレビの入力端デを HDMI ケープルまたはビデオコードで接続してください。 

. US 巨メモ U - に収録された最後の曲まで再生すると、再生び終了しまず。 

. 善作権保護のかかった音楽ファイルは再生できません。 
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’ T 楽ファイルを再をする 


USB メモリーの再を 


US 巨メモ1」一に収録されている音楽ファイルを再生します。8階層のフォルダーまで、30 000フォルダー/ファ 
イルまで表示-再生でをます。 


USB Tod 

AV7 ソ， 


D 写!！ 


2 



USB メモ ij - ①操作について 



US 己トップメニューか5恒期を選ん 
で巧定ずる。 


2 



再生したいフォルダを選んでミ夫定ずる。 


3 手順吕を繰り返して、聞きたい曲を再生ずる。 


再 

を 


マルチコント□-ルボタンの Pod US 巨を巧ずと U モコンび iPod US 目操作モードになり、 U モコンで]; TF の操作び 
でをます。 


ボタン 

機能 

ボタン 

機能 

► 

再生を開始します。 

：>c 

ランダム再生を設定します。押すたびに 

II 

一時停止/一時停止解除しまず。 

ランダムオン、ランダムオフに切り換わります。 


押し続けている間、早戻しまたは早送りをします。 

表示 

フ□ントパネル表示の内容を切り換えます。 


再生中のトラックの先頭に房0ます。続けて 


押ずと、前のトラックに戻りまず。 

W 一 

フォルダー/ファイル1」ストの階層を前後へ 

►►1 

次のトラックの先頭に進みます。 

切り換えます。 


リピート再生を設定しまず。巧すたびに 
]曲リピート、リピートフオルダ ー、 

リピートオール、リピートオフ 
に切り換わります。 

トップ 
メニュー 

USB TOP メニューを表示します。 


戻る 

前の画面に戻0ます。 


49 





























USB メモリーの再を 


写真ファイルを再をする 


US 巨メモ U - に収録されてし'!る写真ファイルを再生しまず。8階層のフォルダーまで、30 000フォルダー/ファ 
イルまで表示' 再生でをます。 



r. スライドシヨーを一時停止したまま已分経過す 
ると、1」スト画面に戻りまず。 

. 写真ファイルはサブゾーンでは再生でさません。 



US 己トップメニューから[写貴を選ん 
で巧定ずる。 


2 



再生したいフォルダを選んでミ夫定ずる。 


3 手順吕を繰り返して、見たい写真を再生ずる。 

選んだ写真び再生され、全画面表示でスライドショー再 
生び始まります。 


■ 写真 ファイルの 操作に ついて 

写真ファイル再生中は U モコンで!;(下の操作びでをます。 


ボタン 

機能 

決定、 ► 

写真の表示とスライドショー再生を始めます。 

戻る、和 

再生を停止し、 U スト画面に戻0ます。 

1◄◄幸 

前の写真に戻ります。 


次の写真に進みまず。 

■■丰 

スライドショーを一時停止/一時停止解除します。 

表示* 

写真情報を表示しまず。 


* スライド シヨー 設定のテーマび 「Normal ( OFF )」 に設定されてし巧 
とさのみ使用でさます。 


スライド シヨーの 設定を巧5 

写真ファイルのスライドシヨー再生につしてを種設定を行しほす。 





US 己トップメニューか5 [スライド 
シヨー設定]を選んでミ夫定ずる。 


2 



t ♦で設定したい頂目を選んで、和- ► 
で設定を変更ずる。 

テーマ； スライドシヨーに効果を加えます。 
表术間隔：スフイドシヨーの表 zn ： 間隔を設 
定します。テーマの設定によっては、この 
項目は設定でをないことびあります。 

BGM : USB メモ U - に収録された曲を再 
生しなびら、写真を表示します。 

音楽選択： BGM を ON にしたときに、再 
生する曲を選択します。 


3 ^ 戻るボタンを押して終了ずる。 

ろ USB トップメニューに戻ります。 
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BLUETOOTH 


BLUETOOTH アダプターをほ用してワイヤレスで音楽を楽しむ 


別売りの目 LUET 日日 TH アダプター ( AS - BTIOO ) を本機に接続することで、が u が〇がわ機能搭載機器(携帯電話、 
デジタル音楽プレーヤーなど)の音楽をワイヤレスで楽しむことができます。市販のか ue わがわオーディオ送信機 
を使って、 5/ ue わがわ機能非搭載機器の音楽を楽しむこともできます。詳しくは、目 LUET 日日 TH アダプターや 
S / ue わがわ機能搭載機器の取扱説明書をご覧ください。 

目 LUET 日日 TH アダプターの接続については 、 「BLUET 日日 TH アダプターを接続する」（一32ぺージ)をご覧ください。 
S/ue わがわ® ワードマークおよび□ゴは、团 uetooth SIG , Inc . び所有する登録商標であり、パイオニア株式を社は、これら商標を使用 
する許可を受けています。他のトレードマークおよび商号は、各所有権ちび巧有する財産です。 


6/ue わ0か機能が搭載機器： 
デジタル音楽フレーヤー 

S/w わ〇化機能搭載機器： s/w わ0か機能搭載機器： + 

携帯電話 デジタル音楽プレーヤー S/w わ0か才ーディオ送信機(市販) 




再 

を 



BLUETOOTH アダプターをペアリングする(初期登録) 


巨 LUETOOTH アダプターを使用して S / ue わ0化機能搭載機器の音楽を楽しむために、ペア U ングを行う必要びあ 
ります。最柳こ BLUETOOTH アダプターを使用するとき、またはかり e わ〇化機能搭載機器側のペア U ングデータ 
を消ましたとさは、ペア U ングを行ってください。 

ペア U ングはが ue わ0化無線技術を利用した通信び巧能になるようにするために必要なステップです。 

• ペアリングは、 BLLETOOTH アダプターおよび执り e わ0め機能搭載機器を使用する隙こ、はじめに1回だけ行います。 
• ペア U ングは本機と占/ ue わ0化機能搭載機器の両方で行ラ必要びあります。 

詳し<は、 Bluetooth 機能搭載機器の取扱説明書をご覧<ださい。 


1 [4. システム設定]を選んでミ夫定ずる。 

2 [e. その他の設定]を選んで巧定ずる。 

3 [6. 团 uetooth 機器のペアリング]を選んでミ規ずる。 

Blue 记 0th 機器のペア U ング設定になります。 


r ホームメニューで使用するボタン 
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BLUETOOTH 



4 設定したい暗 i 正番号を選択ずる。 

本機の暗証番号を日山が0日れ機能搭載機器と同じ暗証ま 
号コードに設定します。 

[ 0000 ]/[ 1234 ]/ [ 8888 ] :ここで還んだ暗証番号に設 
定されます。多くの場合、これらの暗証番号び使われます。 
[その他]: 上記し U がの暗証番号を選びます。 


. 扫細わ 0 か 機能搭載機器のペアリング巧能な状 
態や接続操作などについては、 S/ue わがれ 機能 
搭載機器の取扱説明書をご覧<ださい。 

. 暗証番号は PIN コードやパスコード、パス 
キーと呼ばれることびあります。 


5 手順4で[その他]を還んだ場合、設定したい暗話番 
号を入力ずる。 

和-►ボタンでカーソルを動かして、 t ♦ボタンで入力す 
る数字を選びます。 

6 GUI 画面の指示に従って、ぺアリング①設定を行う。 

e / u が日 0 化機自目搭載機器の電源をオンにして、本機の近く 
に置いてくださし、 


/ S 山が〇〇化機能搭載機器びぺアリングされたこと 
を確認ずる。 

S / ue わ0化機能搭載機器び正しくペア U ングされた場合、 
本機のフロントノてネル表示部に CONNECTED と表示さ 
れます。 

S / ue わ0化機能搭載機器びペア U ングされなかった場合、 
手順4から設定をやり直してください。このときは、 
6山6わ0化機能搭載機器側で接続操作を行って < ださい。 


8 S 山が〇〇化機能搭載機器のリストか5己 LUETOOTH 
アダプターを選んで、手順4で選巧した暗証番号 
を入力ずる。 


Bluetooth 機能搭載機おの 


• 本機のリモコンで操作するには、 S/ue わ 0 化 機 
能搭載機器びプ□ファイル: AVR 巳 P に対応し 
ている必要びありまず。 

. すべての S 山が 0 がれ 機能搭載機器に巧ずる U モ 
コン操作を保記する电のではありません。 

. 扫細わ 0 巧 機能搭載機器によっては異なる動作 
をずる場合びありまず。 

. リスニングモードを SOUND RETRIEVER 
冉旧にずることで高音質に再生でをます日6 
ぺージ’)。 


1 ad^er adapter ボタンを押す。 


2 S 山が〇〇化機能搭載機器と己 LUETOOTH アダプ 
夕一を S 山が〇〇化接続ずる。 

S / ue 化0化機能搭載機器側から BLUETOOTH アダプター 
に巧して接続操作を行しほす。 

• 接続操作については、お使いの S / ue わ0化機能搭載機 
器の取扱説明書をご覧 < ださい。 


3 S 山が〇〇化機能搭載機器の音楽を巧生ずる。 


■ 研 uetoo 化 機能搭載機器の操作に ついて 

本機の U モコンで、下の咖 etoo 化機能搭載機器の操作びできます。 


ボタン 

機能 

► 

再生を開始します。 

II 

一時停止/一時停止解除します。 

■ 

再生を停止します。 


再生中に頭出し（スキップ）します。 


再生中に早送0 (早戻し）します。 
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インターネツトラジオを聴< 


インターネットラジオ 


インターネットラジオとは、インターネットを通じて配信しているラジオのことです。インターネットラジオの放 
送局には個人が運営するをのか6地上波の放送局が運営するをのまで、さまざまな放送局が世界中に多数を在し 
ています。地上波のラジオは電波の届<範囲でのみ放送を聴<ことがでさますが、インターネットラジオではイ 
ンターネットを通じて世界中の放送を聴くことがでさます。 

ネットワークの接続については 「 LAN 端子でネットワークに接続する」（一33ページ)を、ネットワークの設定に 
ついては r ネットワークの設定を行ラ」（一1日9ページ)をご覧ください。 


BD DVD DVR/BDR HDMI 

ロロロロ 

TV CD NET RADIO ADAPTEF 


iPod USB CD-R VIDEO テレり*巧 
□ □□□ 



1 nctrmo net radio ボタンを押ず。 

—— テレビ画面にインターネットラジオのリスト 
び表示されまず。 


2 



聴さたい放送局を選ぶ。 

インターネット回線の状況によっては、放 
送局の音声びとざれて聞こえることびあり 
ます。 

• U ストに戻る場合は、 戻る ボタンを巧します 。 g 

を 


1 • メインゾーン 



• ゾーン吕 



. インターネットラジオを聴くときは、はじめに放送局を本機に登録してく 
ださい。本機に最細こ登録されてし巧放送局は、リンクび切れて聞けないこ 
とびあ0ます。 

. インターネットラジオを聴くとさはインターネットをブ□ードバンドで接 
続してください。已已 K モデムや ISDN では十分にお楽しみいただけないこ 
とびあ0まず。 

. インターネットラジオは放送局によってポート番号び異なりますので、 
ファイアウォー J レの設定をご確認ください。 

. ラジオ局によっては放送び中止、中断されていることびあります。この場を 
は放送局 U ストで選択でをる放送局でを再生することびでをません。 

. 放送局によっては曲名などび正しく表示されない場合びあります。 


インターネットラジオの放を局を登録する 


よく聴くインターネットラジオの放送局を吕4局まで本機に登録することびでをます。登録は本機の GUI 画面で行ラ 
ことち、ネットワークで接続されたノぐソコンから行うことちでをまず。 

GUI 画面で登録する 



^インターネットラジオのリストび表お 
されているとさに、トップ メニュー ボ 
をろ-タンを押ず。 

インターネットラジオ設定画面び表示されます。 


2 編集したいインターネツト放送局を選ぶ。 


3 [編集]を選ぶ。 

• 脚除]を選ぶと、登録している放送局び削除されます。 53 









































インターネツトラジオ 


5パソコン画面 


本機と同じネットワーク上のパソコンか6、本機にインターネットラジオ放送局を登録することができます。 
• 登録の前に、パソコンのネットワーク設定が必要です。 


INTERNET RADIO 入力政がでちインター 
ネッ トラジオ放送局のアドレスを登録できま 
すび、その場合は接続の確認や 、 rConnection 
OK 」 および ！ "ConnectiDn NG 」 び表示されま 
せん。 

インターネットラジオ放送局の接続確認中 
(r Connectin 有…」の表示中）に、他の放送局の 
Update を押さないでください。 

本機びスタンバイの状態でを、パソコンから 
本機を起動してインターネットラジオ放送局 
のアドレスを登録することびでをまず。詳細 
は r スタンバイが態か日 Web Contr □職能を 
使用する（ネットワークスタンバイ）」（一]] 0 
ページ)をご確認ください。 


本機の電源をオンにして 、 INTERNET RADIO 
入力にずる。 


2 パソコンの電源をオンにして、 
ラウザを起動させる。 


インターットブ 


3 ブラウザのアドレス入力欄に、本機の IP アドレス 
を入力ずる。 

たとえば、本機のアドレスび192.1日 8.0.2 の場合は、 
rhtttD :// 192.1巨8.0.2/」と入力します。 

• 本機の IP アドレスは、「ネットワークの設定を行う」 
(一109ぺージ)で確認してください。 

本機と接続されると、ブラウヴに Top Menu 画面び表示 
されます。 

4 TOP Menu が表示された5、画面上の Internet 
Radio の Se け ing ボタンを押して登録画面を表示 
させる。 

b 登録したいインターネットラジオ放送局のアドレ 
スと名前を入力して、 「 Update 」 を押ず。 

入力した内容び本機に送信されます。 

バソコンから入力したアドレスに接続可能か、確認び行われます。 
正しく接続できた場合は 「Connection OK 」 と表示され、 
選んだ放送局の放送び本機から再生されます。 

接続できない場合はに onnection NG 」 と表示されます。 
入力したアドレスび正しいか確認してください。 


トディ禪整 ピデ澗整 

"1 ティ又州 :. ッ - ル !^ J 

、き巧表 


4〜已 



iPod CTRL 


4 登録したし、放送局のアドレスを入力ずる山 RL 編氣。 
和-►ボタンで力ーソルを動かして、 t ♦ボタンで文字を 
選びます。 

• アドレスは1日2文字まで入力でをます。 

b 放送局に名前を付ける(タイトル編氣。 

和-►ボタンで力ーソルを動かして、 t ♦ボタンで文字を 
選びます。 

• 名前は22文字まで入力でをます。 


パソコンか百登録する 



I 

画 

J 豈豈豈 I 
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y スニングモード 


リスニングモードでいろいろな音を楽しむ 


再生機器からの信号にいろいろな音場効果を加えることびでさます。 



iPnrH riRI 


メニ1- 
ADVSURR 

巧 I。> I W 

^- PQLS 



2 


リモコン 


AUTO/ALC/ 


UlU/rtL レ / — ■、， 

DIRECT STEREO STANDARD ADVSURR THX 

(hddI (dvdi 〔 01 1 乂 11 一 1 


本体 


AUTO SURR/ALC/ 

STREAM DIRECT STEREO 


ADVANCED STANDARD 
SURROUND SURROUND HOMETHX 


00000 


_ 声 

リモコンを AV アンプ操作モードを 
—I にずる。 


2 リスニングモードを選ぶ。 

タイプによっては、ボタンを押すたびにモードの 
種類を切り換えて選択でをます。 

それぞれの U スニングモードについて下の設定 
び選べます。 


モードのタイプボタン 


HOMETHX 


映画の再生に適したモードでず。 

デコード処理後 THX 独自技術を付加するこ 
とで、映画館や収録スタジオの音場び再現さ 
れまず。 

* THX 時は、「オーディオ調舊機能」の一部 
使用び制限されます。 

(入力信号や設定により、 U スニングモードの 
選択肢び変わります。） 


■2 ch 信号入力時 

THX CINEMA 映画 

THX MUSIC 音楽 

THX GAM 段 ゲーム 

□□Pro Logic llx MOVIE+THX CINEMA 映画 
皿 Pro Logic+THX CINEMA ちい映画 

Ne 日:已 CINEMA+THX CINEMA 映画 
皿 Pro Logic llx MUSIC+THX MUSIC 音楽 
Ne 日: 6 MUSIC+THX MUSIC 音楽 
□□Pro Logic lix GAME+THX GAMES ゲーム 
□□Pro Logic Hz HEIGHT+THX CINEMA 映画 
□□Pro Logic liz HEIGHT+THX MUSIC 音楽 
皿 Pro Logic Hz HEIGHT+THX GAMES ゲーム 
THX Select2 GAMES ゲーム 

■マルチチヤンネル信号入力時 
THX CINEMA 映画 

THX MUS に 音楽 

THX GAM 段 ゲーム 

THX Surround EX 映画/音楽 

Ne 日: 日 CINEMA + THX CINEMA 映画 
□□Pro Logic llx MOVIE+THX CINEMA 映画 
THX Select2 CINEMA 映画 

皿 Pro Logic llx MUSIC+THX MUSIC 音楽 
皿 Pro Logic Hz HEIGHT+THX CINEMA 映画 
□□Pro Logic Hz HEIGHT+THX MUSIC 音楽 
□□Pro Logic liz HEIGHT+THX GAMES ゲーム 
THX Select2 MUSIC 音楽 

THX Select2 GAMES ゲーム 
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y スニングモード 


モードのタイプ 

ボタン 

概要 

選択肢 

用途 

STANDARD 

U モコン 

し、つでもサラウンド再生で楽しみたい方に適 
したモードでず。 

■2ch 信号入力時 


SURROUND 

STANDARD 

固 

□□Pro Logic llx MOVIE 

映画 


□□Pro Logic llx MUSIC 

音楽 


サフウンド再生のためのデコードをれいます。 

□□Pro Logic llx GAME 

ゲーム 


2 ch ソースはマト U ックスサフウンドゴ'コー 

□□Pro Lo 留 c 

ちい映画 



ドをします。 

□□Pro Logic llz HEIGHT 

映画/音楽 


本体 

(入力信号や設定により、 U スニングモードの 

WIDE SURROUIND MOVIE 

映画 



選択肢び変わります。） 

WIDE SURROUND MUSIC 

音楽 


STANDARD 

-サラウンドバックスピーカーび1本の接続 

Ne 日 : 已 CINEMA 

映画 


o 

賴赵の場合、日.1 ch 信号人力時でも 

Ne 日 : 已 MUSIC 

音楽 


皿 Pro Logic llx MOV 旧ま選択できません。 

NEURALSURR 

音楽 



■マルチチヤンネル信号入力時 




□□Pro Logic llx MOVIE 

映画 




□□Pro Logic llx MUSIC 

音楽 




Dolby Digital EX 

映画/音楽 




DTS-ES 

映画/音楽 




DTS Neo : 己 

映画/音楽 




□□Pro Logic llz HE に HT 

映画/音楽 




WIDE SURROUIND MOVIE 

映画 




WIDE SURROUND MUSIC 

音楽 

ADVANCED 

U モコン 

ソースに応じた多彩なサラウンドび楽しめる 

ACTION 

アクション映画 

SURROUND 

ADVSURR 

国 

モードでず。 

DRAMA 

SCI - 円 

ドフマ 

SF 映画 


デコード処理と J てイオニア独自の技術を組み合 

MONO FILM 

モノラル音声の映画 


わせたサラウンド再生モードです。 

ENT 召 HOW 

ミュージカル/映画 


本体 

数種類からの選択び巧能です。 

EXPANDED 

映画/音楽 



(デコード処理を変更することはできません。） 

TV SURROUND 

TV 放送 




ADVANCED GAME 

ゲーム 


SURROUND 


SPORTS 

スポージ 


o 


CLASSICAL 

クラシック 



RO 仁 K/POP 

□ック、ポップス 




UNPLUGGED 

アニ!ースティック 




EXT.STEREO 

音楽 




PHONES SURR 

ヘッドホン使用時 

STEREO 

1 」モコン 

すべての信号を 2 ch (最大 2. 1 ch ) で再生します。 

STEREO 

音楽 


STEREO 

[ d ^ 

通常のステレオ再生のほかに、フ□ントサラウ 
ンド•アドバンスではフ□ント左ちの2本のスピ 
一力一だけでサラウンド感を楽しめます。 

F . S.SURR FOCUS 
F . S.SURR WIDE 

SOUND RETRIEVER AIR 

映画/音楽 

映画/音楽 

5 /ue わ 0 め 機能 
対応機器の音楽 


本体 

- STERE 日モードでは、設定や入カソースに 




STEREO 

よっては、サブウーファーからも音び出力さ 




o 

れる場をびありまず。 



AUTO 

u モコン 

入力信号に収録されたチャンネル数に応じて、 

AUTO SURROUND 

ずべてのソース 

SURROUND / 

AU10/ALO/ 
DIRECT 

[ hdd ] 

再生チャンネル数を自動的に選択します。 

ALC 

ち重是のあるソース 

AL し / 

ALC は、 iPod や US 目メモ U -、 レコーダーなど、 

DIRECT 

すべてのソース 

STREAM 

複数のソースを収録した機器の音声を入力し 

PURE DIRECT 

アナ□グ信号、 

DIRECT 

ているときに適しています。 


PCM ソース、 


AUTO SURR Ifiiia 

(工場出荷時は AUTO SURROUND び選ばれ 


SACD 


STREAM DIRECT 

ています。） 




o 





より詳しくはのスニングモードの詳細と出カチヤンネル数の一覧」（一118ぺージ)をご覧ください。 
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y スニングモード 


HOME THX および STANDARD SURROUND モードについて 

な下の条件の組み合わせにより、選択肢び変化します。 

. スピーカーシステムの設定(一103ページ） 

. 入力信号の種類 

. 接続(設定）したサラウンドバックスピーカーの本数(一1曰4 
ページ） 

n 」 スニングモードの詳細と出カチヤンネル数の一覧」（一]18 
ページ)ちご覧ください。 

ADVANCED SURROUND モード I こつし、て 

理想の視聴空間形状や、各ソフトに収錄された音声の研究など 
により開発された、パイオニアオ U ジナルのサラウンドモード 
です。映画/音楽 / TV 放を/ゲームなど多岐にわたるいかなるソ 
フトでち、快適なサラウンド再生び提供でさるよラ、多種のモー 
ドをご用意いたしました。各ソースはデコード処理に ch ソース 
はマト U ックス•デコード処理)後、それぞれに合わせた才 U ジ 
ナルの処理を加えています。 

. デコードの理の方法は、各モードに最適な技術を組み合わせ 
てありますので、お客様び変更ずることはで走ません。 

STEREO モードについて 

• 設定や入カソースにより、サブウーファーからち音び出力さ 
れる場合びあります。 

FRONT STAGE SURROUND (フ□ントサラウンド- 
ア ドパンス： F . S . SURR ) モードについて 

左ちのフ□ントスピーカーとサブウーファーのみで自然なサラ 
ウンド再生を巧いまず。2つのモードの効果は切下のとおりです。 
.F.S.SURR FOCUS (おすすめ） 

臨場感のある自然なサラウンド 
効果び得られます。フ□ントス 
ピーカーから等距離の直線上 
(前後は移動可能)で視聴して< 

ださい。 


F.S.SURR WIDE 

FOCUS モードよりも横に広い範 
囲でサラウンド効果び得られます。 
お二人で横に並んで視聴するとを 
に便利でず（この場合、フルオート 
MC 冉 CC (-38 ぺージ）で才ート 
セットアップを行うことで、より自 
然なヴラウンド効果び得られます)。 



見 

フ□ント左 


公 

フ□ントち 


SOUND RETRIEVER A 旧モードについて 

e / ue わ0化機能対応機器の音楽を再生する際、 S 山が00化伝迸こよ 
る音質の悪化を補正します。 

.ADAPTER PORT 入力のときのみ選択できます。卜酷べージ） 

ALC (オートレベルコント□ール)モードについて 

音量差を本機で自動的に均一にして再生します。「オーディ 
才調整」の EFFECT 設定で、効果を調整することびできます。 
(一巨4ぺージ） 

AUTO SURROUND / ALC/STREAM DIRECT モー 
ドについて 

入力信号に収録されたチャンネル数に応じて、再生チャンネル 
数を自動的に選択します。 

. CD などの 2 ch 信号入力時 
^ステレオ再生 

• Dolby Surround 信号入力時 
一加 Pro Logic llx M 曰 VIE など 
. デジタル己. Ich 信号入力時 
一 Dolby Di 呂 ital 、 DTS など 

. 6.1 ch 再生検出信号付去デジタルマルチ ch 信号入力時 
-^□□Pro Logic llx MOVIE、Dolby Digital EX 、 DTS-ES 
.ADAPTER PORT 入力時 
一 SOUND RETRIEVER AIR 

AUTO SURROUND ' ALC 、 D 旧 ECT、PURE □旧 ECT の 
4 種類について、詳しくは r リスニングモードの詳細と出 
カチャンネル数の一覧 J (一り8ページ)をご覧くださし、。 

.PURE D 旧 ECT モードでは、スピーカー巨からは音び出ません。 
.PURE □旧 ECT モードで PCMiU がのソースを再生ずると、再 
生直前にノイズび出ることびありまず。この攝合は D 旧 ECT 
か AUTO SURROUND にすることをお勧めします。 


再 

を 


P デコードとは 

デジタル信号姐 a 回路などにより、圧縮記録されたデジタル信号を、ちとの信号にをあさせる巧術です。また、 2 ch の音源をマル 
チ ch 化させたり、巳.1 ch 信号を巨.1 ch や 7.1 ch に伸長させる技術もデコード（マトリックス'デコード）と呼ぶことびありまず。 
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u スニングモード 

AUTO SURROUND / ALC/STREAM DIRECT 選択時の音の設定や機能巧応表 

政下の表で〇のついている設定や機能は、設定されているとおりの内容で対応されることを表しています。〇のつ 
いていない設定や機能は対応されないことを表し、 （） で記載されている内容は強制的にその設定になることを表 
します。 



AUTO 

SURROUND 

ALC 

STREAM DIRECT 

DIRECT 

PURE DIRECT 

アナ□グ信号 
入力時‘ 1 

PCM 2ch 
入力時’吕 

デジタル信号 
入力時 

スピーカー設定 

〇 

〇 

〇 



〇 

スピーカー出カレベル 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

スピーカーまでの距離 

〇 

〇 

〇 



〇 

Acoustic Cal EQ 

〇 

〇 

〇 



(OFF) 

定在放制御 

〇 

〇 

〇 



(OFF) 

PHASE CONTROL 

〇 

〇 

〇 



に FF) 

X力ーブ 

〇 

〇 

〇 



(OFF) 

サウンドディレイ、才ートディレイ 

〇 

〇 

〇 



〇 

アナ□グ ATT 

〇 

〇 

〇 



- 

DIGITAL SAFETY 

〇 

〇 

〇 



(OFF) 

パーチヤルサラウンドバック 

〇 


(OFF) 



に FF) 

バーチャル"イト 

〇 


(OFF) 



(OFF) 

デジタルノイズリダクション機能 

〇 


(OFF) 



(OFF) 

S ツドナイト/ラウドネスモード 

〇 


(OFF) 



に FF) 

低音の調整/高音の調整 

〇 


(0 犯） 



(0 dB) 

ダイア□グエンパンスメント機能 

〇 


(OFF) 



(OFF) 

ダイナ S ックレンジコント□-ルの設定 

〇 

〇 

(OFF) 



(OFF) 

LFE アッテネーターの設定 

〇 

〇 

O 



O 

SACD ゲインの設定っ 

〇 

〇 

o 



O 

サウンドレトリバー機能 

〇 

〇 

(OFF) 



に FF) 

センターイメージの調整 

〇 

〇 

O 



O 


* 1アナ□グ信号が、 DSP を経由しないで直接アンフに入力されるモードです 。 （ANALOG DIRECT ) 

*2 PCM 信号び、 DSP を経由しないで直接 □/ A 変換され、アンプに入力されるモードです 。 (PCM DIRECT ) 
*3 SACD 再生時のみ。 


58 


































再を設定 



再生している音を聴きなが6、チヤンネルごとに出カレベルを調整できます。 


iPod USB CD-R VIDEO テレり*巧 

ロロロ _ 

_入力切換_ 

因因 




IAV7 ンプ I 


P CH レべレ 


リモコンを AV アンプ操作モードにする。 



スピーカー①チャンネルを選択する。 

ディスプレイに 「L ◄ +0.5 dB ^」 などと 
表示されます。押すたびにチャンネルび切 
り換わります。 

出カレベルを調壁する。 

-12.0 dB か日+1 2.0 dB の範囲内で、0.己 dB 
間隔で調整でをまず。 


再 

を 


アナログ入力信号の重みを1 を減する 


アナ□グ音声信号が過度に入力され(フ□ント表示部の日 VER インジケーターが点口して)音が歪んでしまうとさ、 
入力信号レベルを下げて歪みを低減することがでさます。 


iPod USB CD-R VIDEO テレビ操作 

□ □□□ 


入力切巧 


卜 I 卜1 



1 IAV7 ンプ I 


リモコンを AV アンプ操作モードにする。 


音き切巧 MCACC ス U- ブ 斬 
I 。ド5 I「6 I 「DISP| 
CH レベルアナログ ATT ティ マー _ 

回 E - 


I’H in 「0 I " |ENTEr1i 


，査 


.2 


2 アナ□グ ATT ボタンを押ず。 

押すたびにインプットアッテネーター機能 
の ON と OFF び切り換わり、 ON のとをに 
ATT インジケーターび点なします。 
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再を設定 


が測こ応じて MCACC のメモリーを使い分ける 


「フルオート MCACC 」 や「才ート MCACC 」、 「マニュアル MCACC 」 であらかじめ設定した音場補正 (MCACC 
MEM 日 RY ) を選択します。 


iPod USB CD-R VIDEO テレ日*巧 


ロロ ロ 

_ 入力切巧 _ 

因因 



_ HDMI OUT _ 音き . 

Cu 已山 lJ 

き宙切巧 MCACC スリーブ 表示 

囚 丘日 

: H レベルアナ □ グ灯 T デイ マー _ 

巳!山山じ) 


2 


1 1AV7V2I 


リモコンを AV アンプ操作モードにする。 


MCACC 

国 


MCACC MEMORY を選ぶ。 

押すたびに MCACC MEMORY び切り換わり 
ます。 


な -iN 

. スピーカーシステムの 設定は、ずべ ての MCACC MEMORY で共通の設 
をです。 

. 工場出荷時は RVI 1 .MEMORY ] 」に設定されています。 

.MCACC ボタンを押してから向/啤ボタンで選ぶことちでさます。 

. ヘッドホン使巧時には効果びありません。 

ん ぶ 


いろいろながおにちわせた音場補正で最適なサウンドを楽しむ 

r 映画鑑賞のとさとゲームを楽しむとさで座る位置が違ラ」といラ場合などは、それぞれの U スニングポジションで 
MCACC 宿場補正)を行うと、常に最適な状態でサラウンドを楽しむことができます。 

MCACC では目個まで;><モリーを持つことがでさるため、音場ごとにあらかじめ測定を行い、再生時にそれらの 
MCACC MEM 日 RY を選択してください。 

活用例 

. 映画はモニターから離れた位置で観たい 
. ゲームはモニターの近くで楽しみたい 

. 普段のリスニングポジションとは違ラ位置のソファーで音楽を聴さたい 

手順例 


STEP 1 一38ぺージ 


STEP 2 一日1ぺージ 


STEP 3 一日1ぺージ 


STEP 4 

映画を親るとさに最適な音 


ダームを楽しむとさに最適 


ソファーで音楽を聴くときに 


MCACC ボタンを押して、映画 

場 補正を行ラ 


な音 場 補正を行ラ 


最適な韻補正を巧う 


を親るときは 「 MOVIEJ 、ダーム 

映画を観るポジションにマイクを 


ゲームをするポジションにマイクを 


ソファー■の位置にマイクを設置し 


を楽しむときはにみ1\/1[」、違う 

設置してロルオート MCACC 」 を 


設置してけート N / ICACOI の 


て r オート MCACC 」 の 


位置にあるソファーで音楽を聴く 

わう。 


r スピーカーシス了ム保持」却う。 


「スピーカーシス了ムイ呆持」をわう。 


とさは rSOFA 」 を選びまず。 

« f * 




• ft 


それぞれの1」スニングポジションで最 



W 心 


u 


適なち賴袖止わ、鼓おさす L ま d 。 

♦ 設定び終了したら 

♦ 

• STEP 1 で設定した 

♦ 

• STEP ]/2 で設定した 

♦ 


「MCACC メモ U - の名 


MEMORY とは別の 


MEMORY とは別の 



称変更」で 「 MOVE 」 に名 


MEMORY に保存します。 


MEMORY に保存します。 



前を変更することをお勧 


• 設定び終了したら 


• 設定び終了したら 



めします。 


「MCACC メモ U - の名 


「MCACC メモリーの名 



い]日 1 ぺージ） 


称変到で rGAME 」 に名 


称変更」で rsoFA 」 に名 





前を変更することをお勧 


前を変更することをお勧 





めします。 


めします。 





卜101 ぺージ） 


卜101 ぺージ） 




た -A 

各音場補正の設定 (MCACC MEMORY ) の名前を変更することびでさます。 

たとえば、 「 SYMMETRY」、「ALL CH ADJ 」、「 FRONT 冉 U 白 N 」 の EQ 補正を聞き比べたいときは、同じリスニングポジシヨンでそれぞれ 
の捕正を巧い、 「 MCACC メモリーの名础変更」卜101ページ)で名前を変更しまず。 

それぞれ 「 SYMMETRY」、[ALL ADJ ]、[ F . AUGN ] と名前をつければ 、 MCACC MEMORY を選おする隙に内容びわかりやすく便利です。 

ん ぶ 
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再を設定 


ほ域の位相乱れを補正する (PHASE CONTROL ) 


マルチチャンネル再生する際 、 LFE (超低域)信号や各チャンネルに含まれる低音成分はサブウーファーや他の最 
適なスピーカーに振り分けられる処理がされます。しかし、この処理には原理上、位相がズレてしまラ周波数(群 
遅延)び発生するといラ問題があり、低域だけが遅れて聞こえたり他のチャンネルとの干渉により低音が巧ち消さ 
れるなどの現象が発生します。本機では 、 PHASE C 日 NTR 日 L を日 N にすることで、原音に忠実な力強い低音を 
再現できます。工場出荷時は日 N に設定されています。通常は日 N でのご使用をお勧めします。 

-位相とは吕つの音波の時間的関係を表していまず。2つの音波の山と山び合っている状態を位相び合っている、合っていないが態を位 
ネ目びスレていると言います。 


PHASE CONTROL OFF 


PHASE CONTROL ON 



音源 


フ□ン トス ピーカー 

づ I り‘ . 


IJ スニング 
ポジション 


哪，‘ 


A- 


1 (® 


サプウーファ- 


• リズムびぼ何ブてはっきりしない 
• 低音の量感び失われている 
• 楽器のリア u ティびない 


フ□ン トス ピーカー 

づ "） 


U スニング 
ポジション 



、、' • 

タイピングが i 

音源づ。）‘ V .-'-- 

八 

が 

遅れて打ち消しミ 
合っている状態 i 

サブウーファー 

/V 


屬(お 


本来の音色び 
聞こスる状態 


. IJ ズムびはっさりする 
. 低音の量感び失われない 
• 楽器の U ア U ティを感じる 


再 

を 


iPod USB CD-R VIDEO テレが巧 

□ ロロロ 

— 入力切み _ IAV7V7I 

回回 K - 


AI/TO/ALC/ ドじ M ク _a— 

DIRECT STEREO STANDARD ADVSURR 
I HDD I I DVD ) I 田 ） I X ] 
THX PHASE CTRL- 状お職 

回& 

POLS 

「w I 「II 1 I ■ I 「 w] 


1 IAV 7 ンフ I 


リモコンを AV アンプ操作モードにする。 


2 phase CTRL phase control を選ぶ。 

^~ PHASE CONTROL ィンジケ-夕-び点な 
します。 

ボタンを押すたびに ON と OFF び切り換わ 
ります。 


.PHASE CONTROL 機能はへッドホン使巧時にち効果びあります。 

. サブウーファー本体に PH 冉 SE 切換スイッチびついているとをはプラス 
伯 iKCr 側）に設:定して<ださし、。ただし、本機の PHASE CONTROL を ON 
にしてち効果びわかりにくいとさは、サブウーファーの固体差び考えられ 
まずので、効果の大をい方を選んでください。また効果びわかりに < いと 
去は、サブウーファーの向さや場所をかしずつ変えてみることをお勧めし 
ます。 

. サブウーファー内蔵の Lowpass フイルタスイッチを OFF にしてくださし)。 
OFF にできないサブウーファーの場台は、カットオフ周波数を高く設定して 
ください。 

. スピーカーの距離を正しく設定しないと 、 PHASE CONTROL の効果び 
正しく出ない場合びあります。 

• 下のとをは PHASE CONTROLS - ドを ON にできません。 

- PURE DIRECTS - ド’のとき 

-はーディオ調藝機能」の HDMI 音声出力を 「 THROUGH 」 に設定してい 
るとさ 
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才ーデイオ調整 


オーディオ調壁機能を使用する 


ここでは、1；|下の表にある音声に関する r 設定項目」をお好みで設定します。それぞれの機能の内容をご確認のうえ、 
お好みで設定する項目を選んで設定を行って<ださい。 


iPod USB CD-R VIDEO テレり！作 

口 □□口 


_入力切巧_ 

因因 


入力 

W I__I 

テレビ S 本操巧 

回の 

チヤンネル 音量 

巧巧 


音备 


消音 

苗 



f 入力信号や本機の設定などによって、調整ずること 
びできない項目びあります。その場合は設定項目 
として表示されません。 

ん 一 


1 1 AV アンつ 

] リモコンを AV アンプ操作モードにする。 

2 ォ 

-ディオ 

X 

オーディオ調壁機能にずる。 

設定項目を選ぶ。 

((©) 4し U 下の表の設定項目から、お好みで調整し 
VT ^ たい項目を選びます。 

4¢ 

奠 

ム 

\手順 3 で選んだ項目の調整を行ラ。 

)♦]) しツ下の表の設定内容のとお0にお好みで調 
J 整します。 

已 

戻る 

ろ 

オーディオ調整を終了ずる。 

♦:工場出荷時の設定 
(※印び付いている項目には、設定の出現条件や制限 
などびあ0まず。目已ぺージをご覧ください。） 


設定項目 設定-効果の内容 表示と設定 


MCACC MEM 日 RY の選択 •MCACC : Ml .MEMORY 1 

( MCACC メ甘」一の名前を変更(一101ぺ一 Ml . MEMORY 1〜 M 6. MEM 日 RY 目 
ジ)しているとさは変更した名前で表示されま 
す。） 


HM 1. MEM 0 RV 1 ► 

MCACC メモリー 
《1 


EQ 4邮 ► 


周波数特性の補正 
《1，2| 3 


選択されている MCACC MEM 日 RY の周波 ♦EQ :日 N 
数特性の補正の日 N /0 FF 設定。 OEQ :日 FF 

それぞれの MEM 日 RY ごとに設定でさます。 


S-NflUE 4邮 ► 


定在波制御 
《1，3 


選択されている MCACC MEM 日 RY の定在 • S-WAVE : ON 
波制御の効果の日 N / 日 FF 設定。 OS-WAVE : OFF 

それぞれの MEM 日 RY ごとに設定でをます。 


音声全体の遅延時間の調整 ♦DELAY :日 . Ofr 

( DVD ソフトなどで、映像の動きの方びセ U 日. Oframe 〜]日. Oframe まで 

フなどの音声より遅れている場合、音声全 （0.1 間隔） 

体を遅5せることで、映像の動きと音声と- lframe = l /3 日秒 （ NTSC ) 
を合わせることびでさます。） 


JhlTh/l hhl ~~ riPPtI 夜間やル音量再生でも、音量に応じて効果 ♦ MID / LDN :0 FF 
1 111… LU " _ n を調整し、聴き取りやすくする機能 両機能とわに日 FF 

ミツドナイト/ラウドネスモード MIDN に HT :マルチチャンネル再生向き OMIDN に HT :日 N 

《 1，3. 4,已 LOUDNESS : 2チャンネ J レ再生向き OLOUDNESS : ON 


DELflV 0.0か> 


サウンドディレイの 調整 
《3 


iTfiKJF JRUPQQQfcl 「低音の調整」 r 高音の調整」をする/しない参 TONE : BYPASS (日 FF ) 
I ' …こ —— TDYrnOOri の設定 OTONE : ON 

I ンコント□—ル 
《1，4 
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オーディオ調整 


設定項目 

設定-効果の内容 表示と設定 1 

BASS 4日北 ► 

イ氏音の調整 
《11 3, 4, 6 

低音のレベル調整 •BASS :日服 

-目服〜+日 clB ( ld 日間隔） 


高音のレベル調整 ♦TREBLE : 0服 

—目 d 巳〜+日 dB ( ld 日間隔) 

高音の調整 
《1，3, 4, 6 


TREBLE 4 0 北 ► 


S . RTRU " FF > 

サウンドレト U パー機能 
《1,3, 4, 己， 7 


圧縮音青は圧縮処理される隙、削除されてし ♦ S.RTRV : OFF 
まラ部分び発生します。サウンドレト U バー OS.RTRV : ON 
機能を日 N にすると、 DSP 処理によってその 
削除されてしまった部分を補い、音の密度 
感、抑揚感を向上させます。 


DHR 4 CiFF > 


デジタルノイズリダクション 
機能 

《1，3, 4, 百 


雑音びをく含まれるソフトのノイズを低減 • DNR : OFF 
する機能（一目己ページ r デジタルノイズ I」 ODNR : ON 
ダクシヨン」参照） 


DIALOG E . イ OF " 


ダイア□グエンバンスメント 
機能 

《1,3, 4, 5, 8 


センター成分の定位感の調整機能 • DIAL 日 G E . : OFF 

(映画やドラマのセ U フ、または音楽のボー ODIAL 日 G E . : FLAT 

カルを際立たせ、より聴き取りやすい音に ODIAL 日 G E . : UP 1/ UP 2/ UP 3/ UP 4 

します。） 


再 

を 


ち]7巧 ] J 鬥 ■R 1+1デュアルモノラル信号入力時、どち S 参 □ UAL : CH 1 

1 ————。の音声を再生させるかの設定(一日已ぺージ ODUAL : CH 吕 
デュアルモノラル音芦の設定 ri +1 デュアルモノラル信号とは」参照） ODUAL : CH 1 CH 2( 左も同時再生) 


DRC 4AUTCi> 

音量の最もルさい部分と最も大きい部分の •DRC : AUTO (ドルビー TrueHD 信 
圧縮比率の調整 号に対してのみ圧縮） 

—(ダイナミックレンジを圧縮すると、音量を ODRC : MAX (最大圧縮） 

下げて映画などを楽しむ場合でわ、微ルな ODRC : MID 

音び聴を取0やすくなりますび、大さい音 ODRC : OFF (圧縮無し：高音質再生） 

量で楽しむときは、日 Fn こすることをお勧 

めします。） 

ダイナ S ックレンジコント □- 
ルの設定 
《1，3, 4, 日 

LFE ^ 0 北 

ドルビーデジタルや DTS 音声には、 LFE ♦ LFE : 日服 

(超低域音靑成分）び含まれていることびあ-已服、一1日服、一1已服 

ります。 LFE レベルび大きくて、スピーカ-2日服、日 FF から選択 

か5の音声に歪みび生じるときは、 LFE レ 
ベルをアッテネート(減衰）します。 

LFE アッテネーターの設定 

SflCD GAIhM 

SACD を歪みなく再生するための調整 •SACD GAIN : 0 

(工場出荷時の r 日」は、高レベルで記録され日：音声び歪む場合 
ているディスクを再生してち音び歪まない+6 :高音質再生を望む場合 
設定になっています。「+日」に設定すると、 

SACD のデジタル処理に+目 d 目のゲインを 
持たせ、 SACD ディスクの情報をより忠実 
に引を出すことびでさ、高音質再生び可能 
にな0ます。） 

SACD ゲインの設定 
《1，3 

HDM い AMP ► 

HDMI IN に入力された音青を、どのように ♦ HDMI:AMP 

再生するかの設定 本機と接続したスピーカーで再生 

「THR 日 UGH 」 に設定したときは、本機から OHDMI : THROUGH 

は音び出なくなります。 HDMI 日 UT と接続したテレビで再生 

HDMI 音靑出力の設定 
《10 

A. DELAV ^0FF^ 

HDMI どラしで接続された機器に対する機 ♦ A.DELAY : OFF 
能で、音声と映像の遅延時間を自動で調整 OA.DELAY :日 N 
し、映像の動さと音声を自動で合わせます。 

オートディレイ 

(才ートリップシンク)の設定 

《11 
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才ーデイオ調整 


設定項目 設定-効果の内容 表示と設定 


センターチヤンネルの音声を左ちのフ□ン ♦C.WIDTH:3 
_ トスピーカーにどの程度振 0 分けるかの調日〜 7 

センター幅の調整 整（音色の不一致を禮和して、音楽再生に適日：センタースピーカーからのみ再生 

(□□PLIIx MUS に時のみ） した音場を創り出すことびできます。） 7 :ずべて左ちのフ□ントスピーカーに 

《 1，4,12 振り分け 


音場の強さのバランス調整 ♦DIMENSI 日 N : 日 

(お好みの音場を創 0 出ずことびでさます。）一 3〜+3 

一 3 :後方の音場び強<なる 
+3 :前方の音場び強くなる 


IDIMEHSI 日い 0 卜 

ディメンションの調整 
(□□PLIIx MUSIC 時のみ） 

《 1. 4 


C. WIDTH <3 卜 


IPAH 日 RAMA ^OFF^ 

パノラマ調整 
(□□PLIIx MUS に時のみ） 

《1，4 


前方の音場を左ちに大きく回り込ませ、サ •PANORAMA : OFF 
ラウンド ch につなげるような効果を加える OPANORAMA : ON 
機能(正確な定位よりち雰囲気を楽しむた 
めの機能です。） 


1C. IMAGE 4 

センターイメージの調整 
( Neo :6 CINEMA または 
Neo :6 MUS に時のみ） 

《1，4,1吕 


センターチヤンネルの音声を左ちのフ□ント 
スピーカーにどの程度振り分けるかの調整 
(音色の不一致び賴和された音楽再生に適 
した音場を創0出すことびでをます。） 


•C.IMA 白 E 

: Ne 日:目 CINEMA 10 
: Ne 日:目 MUSIC 3 

日〜]日 

日：ほぼすベて左ちのフ□ントスピー 
カーに振り分け 

10:主にセンタースピーカーか5再生 


EFFECT イ己 


ADVANCED SURROUND 
モードや ALC モードの効果の調整 
《1，4 


現在選がしてし、る ADVANCED 参 EFFECT : 已〇 

SURR 日 UND の各モード、または ALC モー 10-90 

ドの効果の調整 (EXTENDED STEREO のみ 90 び初 

期値） 


U RATW JMTRi hi DOLBY PLIIz HEI 白 HT モ ー K 時のフ□ント OH.GAIN : HIGH 
1 *^1 un … —— 111 … 八イト スピーカーか 5 の出力の調整 (HIGH ♦H.GAIN : MID 

八イトゲインの調整 にすると、最ち上ち向の臨場感び増します。） OH.GAIN : LOW 

《1，4 


M CD Jncct ] サラウンドバックスピーカーを接続して • V.S 巨：日 FF 

| V | 。。 --- … 「「 n いないとさでち、仮想のサラウンドバック OV . SB : 日 N 

バーチヤルサフウンドバックの チャンネル音声を創り出すための設定 

設定 

《1，4,13 


U UCTGHT JflFFt] フ□ント八イトスピーカ—を接続してし、な ♦v.H 曰 ght : off 
| v. ni-iun I __ …「「 n いとをでも、仮想の八イトチャンネル音青 OV.H 曰 GHT: 日 N 
パーチヤル八イトの設定 を創り出すための設定 

《1，4,14 
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才ーデイオ調整 


《1 HDMI 音声出力の設定び 「 THROUGH 」 のと去は選択できません。 

《2 EQ OFF を選択すると、 MCACC インジケーターび消灯します。 

《3 U スニングモードび PURE D 旧 ECT モードのとをは調整でさません。 

《4 U スニングモードび STREAM □旧 ECT モードのとをは選択でさません。 

※巳各入力ごとに設定でをます。 

※曰 TONE を ON にしたときのみ調整できます。 

《7 iPod / USB、INTERNET R 冉 D のおよび ADAPTER PORT 入力のときの工場出荷時の設定は曰 N です。 

※扫 UP ] から UP 4 へと設定を変えると、音像び上方向に移動しまず。選択している U スニングモードによっては、効果び無いこ 
とびあります。 （ UP ] 〜 UP 4 は、フロント八イトスピーカーを接続しているときのみ選択できます。） 

※日ダイナミックレンジコント□-ル対応のドルビーデジタル、ドルビーデジタルプラス、ドルビー TmeHD 、 DTS 、 DTS - HD 信 
号にのみ効果びあります。 

《10シアターモードを使巧しているとをは切り換えることびでをません（一72ページ)。本機の電源びスタンバイの状態で HDMI 
の音声と映像をテレビから出力したいと去は、シアターモードを ON にする必要びありまず （^72 ページ)。 

《11 HDMI で接続された U ップシンク対応のディスプレイにのみ有効です。 ON に設定しても音声全体の遅延時間び改善されないと 
さは、 OFF に設定して「サウンドディレイの調整」（^6吕ぺージ）を手動で調整してください。 

《12スピーカー設定（一] 04ページ）でセンタースピーカーび N 0 (無し）に設定されているときは選択で去ません。 

《13 ■ヘッドホンを接続してし、ると去や、 I 」スニングモードわ'; STEREO、FRONT STAGE SURROUND、SOUND RETRIEVER 
A 旧および STREAM □旧 ECT のときは、バーチャルサラウンドバックの設定はで定ません。 

■スピーカー設定卜] 04ぺージ)で、サラウンドスピーカーび LARGE または SMALL で、サラウンドバックスピーカーび NCK 無 
し）のときは、バーチャルサラウンドバックの設定びできます。（スピーカーシステムの設定（一]03ページ）で Front 巨 i - 
AMP または ZONE 2に設定しているときも同様です。） 

■スピーカー設定で、サラウンドバックスピーカーび N □(無し)しがが)場合でも 、 [XiPro Logic llz H 曰 GHT などのサラウンドバッ 
ク ch び出力されないモードのとをは、バーチャルサラウンドバックの設定びでさます。 

-サラウンドチャンネルび収録されていないソース（シーン）では、仮想のサラウンドバックチトンネル音声を創り出すことは 
できません （Dolby TrueHD 、 DTS - HD および DTS Express の一部 フォー マットのみ）。 年 

《14 ■ヘッドホンを接続してし、るときや、 I 」スニングモードが; STEREO、FRONT STAGE SURROUND、SOUND RETRIEVER ~ 
冉旧および STREAM D 旧 ECT のときは、バーチャル八イトの設定はでをません。また、実隙にフ□ント八イトチャンネルび 
収録されたソースでちノ（ーチャル八イトの設定はで去ません。 

■スピーカー設定（一104ぺージ）で、サラウンドスピーカーび LAR 日 E または SMALL で、フ□ント八イトスピーカーび NCK 無 
し)のとをは、バーチャ八イトの設定びでをます。（スピーカーシステムの設定(一103ページ)で Front Bi - AVIP や Speaker 巨、 

ZONE 2に設定しているとをち同様でず。） 

-フ□ント八イトスピーカーび L 冉 RGE または SMALL の場合でも、口 OPro Logic llx MOVIE などのフ□ント八イト ch び出 
力されないモードのとさは、バーチャル八イトの設定がでをます。 

-サラウンドチャンネルび収録されていないソース （ シーン）では、仮想のフ□ント八イトチャンネル音声を創り出ずことはで 
さません （Dolby TrueHD 、 DTS - HD および DTS Express の一部フオーマットのみ）。 
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ビデオ調整 


ビデオ調壁機能をほ用する 


ここでは、な下の表にある映像に関する「設定項目」をお好みで設定します。それぞれの機能の内容をご確認のラえ、 
お好みで設定する項目を選んで設定を行ってください。 

• ビデオ調整機能は、 CD、CD-R、ADAPTER PORT 入力のときは使用できません。 

• ビデオコンノ（ーターの設定！;!外の調整は、ビデオコンノ（ーターの設定が ON になっているとさのみ有効です。 



f 入力信号や本機の設定などによって、調整すること 
びできない項目びあります。その場合は設定項目 
として表示されないことびあります。 


1 IAV アンブ 1 


リモコンを AV アンプ操作モードにする。 


2 ビデオ調整機能にずる。 



設定項目を選ぶ。 

し U 下の表の設定項目から、お好みで調整し 
たい項目を選びます。 



手順 3 で選んだ項目の調整を行ラ。 

1；(下の表の設定内容のとおりにお好みで調 
整します。 


5 ^ ビデオ調整を終了ずる。 

ろ 


♦:工場出荷時の設定 
(※印び付いている項目には、設定の出現条件や制限 
などびあ0ます。目8ページをご覧ください。） 


設定頂目 設定-効果の内容 表示と設定 


映像入力信号を MONITOR OUT および HDMI •V.CONV : ON 
日 UT に対してビデオコンバートする機能 OV.CONV : OFF 
(ソース機器とテレビモニターを違ラ種類の 
コードで接続していてわ、映像を出力するこ 
とびでをる便利な機能です。）（一22ページ） 


入力信号を HDMI 日 UT 端子か5出力する隙 ♦RES : AUTO 
の解像度の設定 ORES : PURE 

(RES : 48日 P は、 480p/ 已7日 P の解像度 ORES : 48日 p 
指定を指しまず。） ORES : 72日 P 

ORES : ] 日8日 i 
ORES : ] 日8日 P 
ORES : 1 080/24P 


RES ^AUT 日 ► 


解像度の設定 
※吕 


U.C0HU 4 邮 ► 


ビデオコンバーターの設定 
《1 


ASP ^THR0UGH^ 


アスぺクト比の設定 
《3 


モニター出力映極のアスぺクト比(縦横比） ^ASP : THROUGH 
の設定 OASP : NORMAL 

(THROU G H は入力した映像信号をそのま 
ま出力します。 NORMAL は左ちに黒帯を付 
加します。） 


PCIHEMA 4AUTCI 卜 


PURE CINEMA モードの設定 
《4，日 


映画素材の映像をプ□グレッシブ映像に変 ♦PCINEMA : AUTO 
換出力する設定 OPCINEMA : ON 

(通常は AUT 日に設定しますび、映像び乱れ OPCINEMA : OFF 
る場合は日 N または日 FF にしてください。） 


66 















































ビデオ調整 


設定項目 設定-効果の内容 表示と設定 


P MflTinkJ 4 Qb 

プ□グレッシブ映像に効果を与える設定 参 P.M 日 TI 日 N :日 


1 I ■ …I…"， ——^ (プ□グレッシブ映像の動画や静止画び鮮 一4(動画向を)〜+4(静止画向さ) 
プ□グレッシブモーションの調藝 明になるよラに調整します。） 

《4，己 


YHR 

輝度信号の調整 
※斗 

入力信号の輝度 (Y) 信号のノイズを軽減す ♦YNR: 日 
る調整 日〜+8 

CHR 

色信号の調醫 
《 4 

入力信号の色 (C) 信号のノイズを軽減する ♦CNR: 日 
調整 日〜+8 

BHR 

ブ□ックノイズの調整 
※斗 

画像のブ□ックノイズ (MPEG 圧縮時に発♦目 NR: 日 
生するブ□ック状の歪)を軽減ずる調整 日〜+8 

NHR 0> 

モスキートノイズの調整 
《 4 

画像のモスキートノイズ (MPEG 圧縮時に参 MNR : 0 

発生ずる輪郭部分の歪)を軽減ずる調整 〇〜+8 g 

を 

DETAIL ^ 0^ 

ディテールの調整 
※斗 

画像の輪郭強調の調整 ♦DETAIL :日 

日〜+8 

BRIGHT ^ 

画像の明るさの調整 
※斗 

画面全体の明るさの調整 ♦目 R に HT :日 

-日(暗し、)〜+自(明るし、） 

COHTRAS 。 

画質のコントラスト調整 
《 4 

画面の最を明るい部分と最ち暗い部分との参じ日 NTRAST :日 
明るさの比率調整 一日让ヒ率最 d \)〜+6 (比率最大） 

HUE ^ 0^ 

画質の色あい調整 
※斗 

緑色と赤色のバランス調整 •HUE :日 

一日(緑強調)〜+目(ホ強調） 

CHROMA ^ 0^ 

彩度の調藝 
《 4 

色の濃さを調整 •CHR 日 MA :日 

—目(薄し、)〜+目(濃い） 

BLK SETUP ^ 

黒浮をの調整 
《 6 

輝度信号の黒浮きを補正します。通常は[日]♦目 LK SETUP :日 
を選びます。接続するテレビとの組み含ね 〇 目 LK SETUP : 7.5 
せによって黒色び浮いているときは [7 .已] 

を選びます。 


67 



























ビデオ調碧 

《 ] -ビデオコンパーターの設定を roNj にすることで、映像び悪化してしまうことびあります。その際は設定を roFFj にしてく 
ださい。 

《2 • テレビ(モニター）び対応していない解像度に設定した場合は映像び出なくなります。そのとをは設定を変更し直してください。 
また、 DVI 対応機器から映像を入力した場合や、テレビ（モニター）の能力によっては、設定した辭像度で出力されない場合 
があります。己 76i ( PAL ) /已 76 p /720 p 已 0/] 080 旧 0/] 08 Op 已日の映像信号を入力して出力するには、対応したテレビ 
び赵要です。 

- AUT 日を選択ずると HDMI で接続されたテレビ（モニター)の能力に合わせて自動的に觸像度び選ばれます。また、 「 PURE 」 
を選択すると、入力された解像度そのままで出力されます。 

-テレビ（モニター)を HDMI で接続していて、解像度の設定を PURE または冉 UT 0 しが1に設定すると、480 i / 曰7卸アナ □ 
グ映像 1 言号入力時、コンボーネント出力端子からは 480P/576P の映像信号び出力されまず。 

- n 080/24 pj を選んでいるとをは、入力している映像信号によっては不自然な動きや、不鮮明な映像になることびあります。 

その隙は解像度の設定を ri 080/24 pj しが4に設定してください。 

-「1080/24口」は主に映画の再生に効果びあります。 

《3 • テレビ（モニター）に映儘び正しく表示されないときは、映像を出力しているソース機器およびテレビ（モニター）のアスぺ 
クト設定を行ってください。 

- HDMI 出力にのみ有効です。 

-この設定は、 48 CH / 已 76 i または 480 p / 已7巨 P の映儘信号を入力しているときのみ表示されます。 

《4 • HDMI 入力およびアナ□グ入力はビデオコンバーターの設定び 「 ON 」 のとをのみ調舊で定ます。 

-この設定は政下の場合に表示されます。 

一480し已7巨し 480 p 、 目7巨 P 、 7吕 Op 、 1 080 i のアナ□ヴ’日央像1言号入力時 
一480し已76し480 P 、 已7巨 p 、 720 p 、 1080し ] 080 p 、 ] 080 p 24 の HDMI 日央イ象1言号入力時 
※己- HDMI およびコンポーネント出力に有効です。 

- PURE CINEMA モードの設定とプ□グレッシプモーションの調整は、インターレース方式の映像信号 （480 し巳7巨 i または 
1曰 80 i ) にのみ有効です。 

- PURE CINEMA モードの設定び 「 ON 」 のとをは、プ□グレッシブモーションの調整は無効となりまず。 

《6 HDMI 信号またはコンポーネントビデオ信号入力時は調整でさません。 
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HDMI によるコント□-ル機能 


HDM によるコント□—ル機能で HDMI 機器を連動動作させる 


HDMI によるコント□—ル機能対応のパイオニア製テレビやブルーレイディスクプレーヤー、または HDMI によるコ 
ント□ール機能と互換性のある他社製品などを、 HDMI ケーブルで本機と接続することで、 ■ UTF のよラな連動動作 
が巧能になります。 

• テレビから本機の音量調節や消音 ( S ユート)操作 

• テレビのチャンネル切り換えやプレーヤーなどの再生開始による本機の自動入力切り換え 
• テレビとの電源連動 


. パイオニア製の機器によっ口ま、 HDM によるコント□-ル機能び 「KURO LINK」 と表記されていることびあります。 

. パイオニア製 HDMI によるコント□-ル機能対応機器、および HDMI による〕ントロール機能と互換性のある他社製品卜72ぺ一 
ジ)拟外との連動動作はイ呆罰がです。 HDMI によるコント□ール機能と互換性のある他社製品であってを、すべての連動操作を保証ず 
るわのではありません。 

.HDMI によるコントロール磯能を使うときは八イスピード HDMI ケープルをお使いくださし'1。それ政がの HDMI ケープルでは 
HDMI によるコント□-ル機能び正しく動作しないことびあります。 

. 具体的な操作や設定方法などについては、それぞれの機器の取扱説明書ちあわせてご覧ください。 



本機には HDMI によるコント□ール機能対応テレビのほかに、最大日台の HDMI 機器を接続して連動動作させることが 
できます。接続には八イスピード HDMI ケーブルをご使用ください。接続方法につい口ま、 「 HDMI で接続する」卜23 


ぺージ)をご覧ください。接続が終わったら 「 HDMI によるコント□-ル機能を設定する」（下試を行ってください。 

f. HDMI によるコント□ール機能対応機器の接続終了後、本機の電源コードをコンセントに差し込むと本機の電源び入ります。この 
際、 HDMI に関する初期化動作を2秒か610秒程度行います。初期化中は HDMI インジケーターび点滅しまず。本機の操作は点滅び 
終了してから行ってください。 「HDM によるコント□-ル機能を設定する」（下試で HDMI によるコント□-ル機能を OFF にずる 
ことで、この処理は行われなくなります。 

. 本機の HDMI によるコントロール機能を十分に発揮するために、 HDMI 機器は本機に直接接続してください。 

.HDMI によるコント□-ル機能対応テレビの音声出力と本機の音声入力を接続し、 HDMI によるコント□-ル機能対応テレビの U 
モコンでシアターモードにずることで、テレビのチヤンネルを切り換えたとをなど、本機の入力び自動で切り換わり本機から音び 
出るよラになります。このとをテレビの音声は消音されます。接続は光デジタルまたはアナ□グのいずれかで接続してください。 

. 本機の HDMI 0UT1 とテレビを HDMI で接続していて、テレビび HDMI の才ーデイオ U 夕ーンチヤンネル (AR 口に対応している場 
合、テレビの音声は HDMI 経由で本徽こ入力されるため、光デジタル/同軸デジタルまたはアナログコードによる音声の接続は必要 
ありません。この場合、 「HDMI 設赴の 「TV 音声」の設定を 「HDIVn 経曲に設定してください卜下記参照)。才ーデイオリターンチヤ 
ンネル (ARC) 機能は HDMI 0UT1 端子のみち効となります。 


応 

用 

操 

作 


HDMI によるコントロール機能を設定する 


本機の HDMI によるコント□ール機能を有効にするかどうかを設定します。 HDMI によるコント□ール機能を有効 
にした場含 、 Display Power 日 ff 機能により、テレビの電源をオフにしたときに本機の電源も連動して電源オフ (一 
斉電源オフ）にするかどラかの設定がでをます。本機の設定！;!がにわ、本機と接続する HDMI によるコント□ール 
機能対応機器の設定を必要です。詳し<は、それぞれの機器の取扱説明書をご覧<ださい。 



入力切巧 IAV 7 ンフ I 


卜 I r 一 1 

入力 

LAJ LJ 

テレビ基本 g 作 

日口 

チヤンネル 宜量 

巧巧 



消音 

兩 



1 

IAV アンプ1 

リモコンを AV アンプ操作モードにする。 

2 

もム- 

ホームメニュー ボタンを押ず。 


因 

ホームメニュー画面び表示されます。 

3 

[4. システム設定]を選んでミ夫定ずる。 

4 

[ e . その他の設定]を選んで巧定ずる。 


已 [1. HDMI 設定]を選んでミ夫定ずる。 
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HDMI によるコント□-ル機能 



6 コント□-ル機能の ON / OFF を選択ずる。 

ON : HDMI によるコントロール機能び有効になります。 
OFF : HDM によるコントロール機能は無効になり、連 
動動作することはでをません。 

/ コント□-ル設定の ALL / PQLS を選択ずる。 

すべての HDMI によるコント□-ル機旨巨 (-72 ぺージ 
「連動中の動作について」参照）をお使いになる場合は、 
「 ALU を選びます。 

ALL : HDM による〕ントロール機能びすべて有効にな 
ります。通常はこの設定を選びます。 

PQLS : PQLS 機能のみび有効になり、そのほかの HDMI 
によるコント□-ル機能による連動動作は行われません。 
• ここでの設定にかかわらず 、 Display Power 日 ff 機能 
は、手順8の設定が優先されます。 

8 (手順6で ON を選択したときのみ ） Display 
Power 0斤機能の YES / NO を選択ずる。 

YES :テレビの電源オフに連動して、本機の電源もオフに 
なります。この機能は、 HDMI で接続している機器の入力 
を選んでいる場合や、テレビを見ている場合のみ有効でず。 
N0: テレビを電源オフにしてち、本機の電源は連動しません。 

9 スタンバイスルー機能を選択ずる。 

「コントロール機制び roN 」 のとき、本機に接続してい 
る入力機器とテレビは、本機の電源びスタンノ（イの状態 
でも信号を伝送することびでさます(スタンバイスルー 
状態)。このスタンバイスルー状態での消費電力を抑え 
る設定びでをます。 

ノーマル： 通常のモード。スタンバイスルーと電源 ON 
の切り換えび速やかに行われます。 

エコ： スタンバイスルー状態の消費電力を抑えます。ス 
タンバイスルーと電源 ON の切り換えに時間びかかりま 
す。 
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HDMI によるコント□-ル機能 


1 Otv 音声の入力方法を選択ずる。 

HDMI の才ーデイオリターンチャンネル ( ARC ) に対応し 
たテレビを本機の HDMI 0 UT 1 端子と HDMI で接続する 
と、テレビの音声を HDMI 経由で入力ずることびでをます。 
ノーマル： 入力端子の設定で選択している入力端テから 
テレビの音声を入力します。 

HDM 嶋由: HDM 曜由でテレビの音声を入力します。 r コ 
ントロール機能」び roN 」 のとをのみ選択でをます。 


111吕 V トリガー端子の連動設定を選択ずる。 

12 V TRIGGER 端子に接続した機器を HDMI OUT の 
切り換えに連動してオン/オフさせることびでをます。 
HDMI OUT 1 、 HDMI OUT 2 または OFF を選択できま 
す。入力切り換えと連動させたい場合は、 OFF を選び、 
ri 2 V 卜 U ガー端テの連動設定」 （^1 10ページ)で連動 
させたい入力を選択します。 


12 ^戻るボタンを押ず。 

S | HDMI 設定を終了します。 W 

ホームメニューを終了するとをは、を押 
します。 U 


連動動作を開始する前に動作確認する 

接続と設定び終了したら、下記の確認作業を必ず行ってください。 

1 

ずべての機器をスタンバイ状態にずる。 

已 

本機の入力を HDMI 機器び接続された 
HDMI 入力に切り換える。 

2~ 

テレビむがのずべての機器の電源をオン 
にずる。 


6 

手順己で選んだ H D M 1入力に接続した機 
器を再生ずる。 

テレビに映像びま示されることを確認します。 

~3 

テレビの電源をオンにずる。 


す 

テレビの入力を本機び接続された 

7 

手順已〜6を繰り返し、ずべての HDMI 


HDMI 入力に切り換える。 入力を確認ずる。 



応用操作 
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HDMI によるコント□-ル機能 


連動中の動作について 


本機と接続した HDMI によるコント□ール機能対応機器は、1；|下のような連動動作をします。 

. HDMI によるコント□ール機能対応テレビのメニュー画面等でアンプから音を出すよラに操作すると、シアター 
モードにすることがでさます。シアターモード中は、テレビのリモコンで、本機の音量調節や消音 ( S ュート)操 
作がでさます。 

. シアターモードのときに、本機の電源を切ることでシアターモードは解除されます。このときテレビの;>< ニュー 
画面等でアンプから音を出すよラに操作すると、本機の電源がオンになり、再度シアターモードになります。 

. シアタ-モ—ドを解除すると、テレビで HDMI 入力またはテレビ放送を視聴していた場合、本機の電源が切れます。 
. シアターモードのとさに、テレビのメニュー画面等でテレビか6音を出すよラに操作すると、シアターモードが 
解除されます。 

. テレビの電源をスタンバイ状態にすると、本機の電源もスタンバイ状態になります。（本機に HDM 胺続されて 
いる機器の入力を選択しているとさや、テレビを視聴している場をのみ。） 

. HDMI によるコント□—ル機能対応機器の再生操作に連動して、本機の入力が自動的に切り換わります。 

. テレビのチャンネルを切り換えると、本機の入力が連動して切り換わります。 

. 本機の入力をがに切り換えてを連動モードは継続されます。 

パイオニア製 HDMI によるコント□ール機能巧応テレビでは下の動作ち巧能です。 

-本機の音量、消音などを操作したとさに、その状態をテレビの画面に表示します。 

-テレビで;><ニュー言語を切り換えると、本機の言語設定ち連動して切り換わります。 


HDMI によるコントロール機能と互換性のある化な製品と接続する 


本機の HDMI によるコント□ール機能との互換性がある他社製テレビと接続してお使いになると、下記の連動動 
作びでさます。（お使いのテレビによっては、すべての HDMI によるコント□ール機能が働くわけではありません。） 

• テレビの;><ニュー画面で、本機に接続したスピーカーから音を出すか、テレビのスピーカーから音を出すか、ど 
ち6かに設定でさます。 

• テレビのリモコンで、本機の音量調節や消音(ミュート)操作ができます。 

• テレビの電源をスタンバイ状態にすると、本機の電源もスタンバイ状態になります。（本機に HDM 胺続されて 
いる機器の入力を選択しているとさや、テレビを視聴している場合のみ。） 

• テレビ放送やテレビに接続した外部入力の音声を、本機に接続したスピーカーから出力できます。（テレビがオー 
デイオ U 夕ーンチヤンネル ( ARC ) に対応していない場合は、 HDMI ケーブルのほかに光デジタルケーブルなどの 
接続び必要です。） 

本機の HDMI によるコント□-ル機自目と互換性のある他社製プレーヤーやレコーダーと接続してお使いになると、 
下記の連動動作がでさます。 

• プレーヤーやレコーダーの再生を開始すると、本機の入力がその機器を接続している HDMI 入力に切り換わります。 


HDMI によるコント□—ル機能と互換性のある他社製品 

• 料下の他社製テレビと互換性びあります。（順不同） 

-シャープ製 AQUOS ファミリンク対応の液晶テレビ「アクオス」 

-パナソニック製ビエラ U ンク対応のテレビ 
-東芝製レグヴリンク対応のテレビ 
-日立製 Wooo リンク対応のテレビ 

• しの^の他社製プレーヤーやレコーダーと互換性びあります。（順不同） 

-シャープ製冉 QU 日 S ファミ U ンク巧応のデジタル八 イビ ジョンレコーダー 「 AQUOS 八 イビ ジョンレコーダー」、プルーレイディスク 
レコーダー「冉 日 UOS プルーレイ」（シャープ製 A 日 UOS ファミリンク対応の液晶テレビ「アクオス」とあわせてお使いのと去のみ） 

-パナソニック製ビエラ U ンク対応のプレーヤーおよびレコーダー(パナソニック製ビエラ U ンク対応テレビとあわせてお使いの 
とさのみ） 

-東芝製レグヴリンク対応のプレーヤーおよびレコーダー煉芝製レグヴ U ンク対応テレビとあわせてお使いのとをのみ） 

-日立製 WoooU ンク対応のレ〕ーダー(日立製 Wooo リンク対応テレビとあわせてお使いのときのみ） 

. 上記 LU がの他社製テレビやプレーヤー、レコーダーとの連動動作は保証外です。 

• 互換性のある他社製品の型名など最新の情報については、パイオニアホームぺージ (http://pioneer.jp/) をご覧ください。 

冉 QUOS ファミ U ンクは、シ巾ープ株式会社の登録商標です。 

ぷその他文中の商品名、技術名および会社名等は、当社や各社の商標または登録商標でず。 










HDMI によるコント□-ル機能 


PQLS 機能を巧ラ 


本機は P 日 LS 機能に対応しています。 PQLS ( Precision 日 uartz L 日 ck System ) とは、 HDMI によるコント□-ル 
機能を使ったデジタル音声の伝送制御技術です。より高音質な再生を行ラため、本機か 6 P 日 LS 対応プレーヤーな 
どに対して、音声信号を制御します。これにより、音質に悪影響をおよぼす、伝送時に発生するジッターの影響を 
除までをます。ここでは、その機能を自動で有効にするか、日 FF にするかを切り換えます。 

• P 日 LS マルチサラウンド機能に対応したプレーヤーと接続した場を、プレーヤーか6出力されるすべてのソース 
で PGLS 機能が働きます。プレーヤーの音声出力を U ニア PCM に設定してください。 

• PQLS 2 ch オーディオ機能に対応したプレーヤーと接続した場を、プレーヤーで音楽 CD を再生しているとさに 
PGLS 機能が働きます。 

この機能は、 HDMI によるコント□ール機能をオンにしたときのみ有効です。 


I_II _ II 

_入力切巧_ 

因回 


I I 


リモコンを AV アンプ操作モードにする。 


r ^ I r° > 11 I 

_ _ PQLS _ 

回日 D-S- 


2 


PQLS 


2 


2 


PQLS AUTO 


PQLS OFF 


PQLS の設定を選ぶ。 

ボタンを押すたびにし^下のよラに設定が切 
D 換わります。設定はフ□ントパネルに表 
示されます。 

PQLS AUTO : HDMI の機能として PQLS 
に对応したプレーヤーで上記の対応ソースを再 
生した場合、 PQLS 機能が有効になります。 
PQLS OFF : PQLS 機能は働きません。 


プレーヤーの取振説明書ちあわせてご覧ください。 

PQLS 機能に対応するプレーヤーについては、パイオニアホームページをご覧ください。 

PQLS 効果び有効のときに 、 AUTO SURROUND . ALC . DIRECT . PURE D 旧 ECT ' STERE 曰政外の U スニングモードを選ぶと、 
PQLS 効果は解除されます。 

HDMI 接続での PQLS に対応したパイオニア製プレーヤーと本機を HDMI ケープルで接続し、対応ソースを再生したとをや 
HDMI 再認証 ( HDMI インジケーターび点滅)を行ったとさに PQLS 効果は有効となり、 U スニングモードび STEREO、AUTO 
SURROUND . ALC . DIRECT . PURE D 旧 ECTU 夕 i のとをは AUTO SURROUND にな 0 ます。 




よるつン トロール機能につい でのごま! 


本機とテレビは直接接続してください。本機！;!外のアンプや AV コンバーター (HDMI スイッチ)などに接続して 
から本機に接続すると、誤動作の原因となります。 

本機の HDMI 入力にはソース機器(ブルーレイディスクプレーヤーなど)を直接接続してください。本機！;!外のア 
ンプや AV コンバーター (HDMI スイッチ)などを接続すると誤動作の原因となります。 

HDMI によるコント□-ル機能を日 N に設定すると、入力端子の設定の HDMI 入力 (HDMI I叩山) は自動的に日 FF 
になります。 

本機の HDMI によるコント□ール機能が日 N のとさは、本機の電源がスタンバイ状態であってを、 HDMI による 
コント□-ル機能対応機器(ブルーレイディスクプレーヤーなど)と対応テレビで接続しているときのみ、本機 
か 6 音を出さずにプレーヤーか 6 の音声と映像を HDMI を通してテレビに出力できます。このとさ HDMI インジ 
ケーターが点打します。 


応用操作 
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いろいろな機能 


再生するスピーカー端子を切り換える 


スピーカー端子 A / B を切り換えると、再生されるスピーカーが切り換わ0ます。必要に応じて使用するスピーカー 
システムを選択してください。 



f . ヘッドホンを PHONES 端デに差し込んでい 
る間は自費]的に OFF に切り換わります。（ただ 
し、 Speaker 巨に設定されているときは、ス 
ピーカー端デ回からは音び出ます。） 

. U スニングモードをピュアダイレクトモード 
にしているとさは、スピーカー B からは音び出 
ません。（一已7ページ） 


1 SPEAKERS 再生ずるスピーカー端子を切り換え 

◎る。 

スピーカーシステムの設定 (一 1日3ぺージ) 
によって選択できるモードが異なります。 
ボタンを押すたびに、下のよラに切り操 
わ0ます。 

「ノーマル （ SB / FH )」、 「ノーマル （ SB / 
FW)JJFront Bi - Amp 」 または 「 Z 日 NE 2」 
に設定している場合 

r - ►ON — ► OFF —I 


["Speaker 目」に設定している場合 

I—— ► AON - ► BON 

- OFF A - A+BON 



るスピーカー端子選択時の出力音声について 

r ノーマル (SB/FH)」 または r ノーマル (SB/FW)」 に設定している場を 

A ( SP ^ A ) :すべての スピーカーから 出力されます。 

[Speaker B」 に設定している場合 

A ( SP ^ A ) :スピーカー端子囚に接続されたスピーカーから出力されます。（サラウンド再生が巧能で 
す。） 

目 （ SP ►目） :スピーカー端子回に接続されたスピーカーか6のみ出力されます。 （2 ch ステレオ再生のみ 

巧能です。） 

A+B ( SP ^ AB ) :上記 A ( SP ^ A ) と目 （ SP ►巨)の音声が同時に出力されます。 

「Front 团 -Amp」 に設定している場含 

A ( SPkA ) :すべてのスピーカーか6出力されます。 SURR 日 UND 目 ACK 端テから出力される音声はフ 
□ント出力と同じ音声です。 

「ZONE 2」に設定している場含 

A ( SP ^ A ) :スピーカー端子囚に接続されたスピーカーから、メインゾーンで選択されている音が出力 
されます 。 ZONE 2が日 N のとさは、 SURR 日 UND 目 ACK 端子に接続されたスピーカー 
けら ZONE 2で選択されている音が出力されます。 


上記の全設定共通 

曰 FF ( SP ^ ) :スピーカーから出力されません。このとさスピーカーシステムの設定 (一 1日3ページ)を 
「ZONE 2」に言受定してし)て、 Z 日 NE 2び;日 N のときは、 SURR 日 UND 目 ACK 端子に接続 
されたスピーカーか6音が出ます。 

(プ U アウト端子か6は常に音声が出力されているため、サブウーファーか6は音が出る場 
含があります。） 












































いろいろな機能 


別の部屋で本機の音や映像を再をする〜マルチゾ-ン機能〜 


本機を操作して、本機のある部屋けインゾーン)とは別の部屋(サブゾーン)で本機につないだ機器の再生を楽しめま 
す(マルチゾーン機能)。本機ではインゾーンとは別に ZONE 2と ZONE 3の2つのシステムを構築することができ 
ます。メインゾーンとサブゾーンで同時に同じソースを再生することはをちろん、別々のソースを再生することをで 
さます。スピーカーシステムの設定で 「ZONE 2」を選択しているとさは、スピーカー端子からの音声出力ちでさます。 


サブゾーンで再生巧能な入力および信号は下記のとおりです。 

. Z 0 NE 2 では、 DVD 、 TV / S 冉 T ' DVR / 巨 DR'VIDEOJNTERNET RADIOJP 曰 d / US 巨、 CD 、 CD - R / TAPE 、 AD 冉 PTER PORT のアナ 
□グ音声(ステレオ)入力およびビデオ（コンポジット)映像入力び再生巧能です。 

• Z 0 NE 3 では、 DVD ' TV / SAT ' DVR / 巨 DR 、 VIDEO 、 CD 、 CD - R / TAPE、ADAPTER PORT のアナ□グ音声(ステレオ)入力な;再生巧自目 
です。(映像は再生でさません） 

. コンポーネントや HDMI で入力された信号は再生でをまだん。 

. U スニン グ モー ドや低音/高音調整などの各種音声機能は使えません。 


旧レシーバーびあるとさは、旧 ZONE 2 IN 端子に旧レシーバーを接続して、さらに旧曰 UT 端子に機器をつなぐと、その機器ち旧レ 
シーバーで操作することびでさます。 


フ□ント J はルでマルチゾーンの操作をずる 


フ□ントパネルのボタンを使用して、サブゾーンの入力や音量を操作します。 



憂 

I -^ 

夕錢 , 
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0 0 0 0 

m 

r, , 1 


3 2,5 
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〇 €- 


口 



マルチゾーン機能では、電源の入/切ちメイン 
ゾーンとサブゾーンで別になりまず。 

ス U —プ機能び働<とメインゾーンとヴプ 
ゾーンの両方の電源びスタンバイになります。 


MULTI-ZONE ON / OFF を押ず。 

押すたびにじ I 下のよラに切り換わります。 

ZONE 2 ON：ZONE 2のマルチゾーン機能をオンにします。 
ZONE 2 & 3 ON : ZONE 2と ZONE 吕のマルチゾーン 
機能をオンにします。 

ZONE 3 ON：ZONE 3のマルチゾーン機能をオンにします。 
MULTI ZONE OFF : マルチゾーン機能をオフにします。 
マルチゾーン機能がオンのとさは、表示部の multi ¬ 
zone インジケーターが点な します。 


2 


MULTI-ZONE CONTROL を押す。 

押すたびに、メインゾーン操作とサブゾーン操作び切り 
換わりまず 。 ZONE 2と ZONE 3の両方を ON にしている 
とさは ZONE 2と ZONE 3を切り換えることびでさます。 


10巧間操作びないと自動的にマルチゾーンコントロールモードび 
終了しまず。 


4 


3 INPUT SELECTOR で入カフアンクシヨンを切 
り換える。 

たとえば、手順2で ZONE 2を選び、手順3で DVD を選ぶと、 
DVD 入力の音声と映像を ZONE 2で楽しむことびでさます。 

MASTER VOLUME ダイヤルで音量を調節ずる。 

（無音)および一80 dB (最小値)から0 dB (最 
大値)の範囲で調節でをます。 

• 音量を調節でさるのは、スピーカーシステムの設定 
(一103ぺージ)で ZONE 2を選んでいるときのみです。 

日 MULTI-ZONE CONTROL を押す。 

マルチゾーンの操作を終了します。 


応用操作 


6 選んだ機器の再生をずる。 
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THX -PHASE CTRL 化樹 I 房 

I イ 1 ° > 1 I こ I 

1 w I 1■■ I を回 

_ HDMI OUT _ まき 

[ U 回回ご 

音き切巧 MCACC ストブ 衷示 

I リド5 I「6 I 「 dispI 

CH レベルアナ□州 T テイマー _ 

山を己山 

CH 

K 叫 1。山" 网 。 r - 1 

’ソーン2 ソーン3^ 


Pioneer 


I AV アンプ 


乂力 

Ca ] 1_1 

テレビ S 本操作 

音量 

B 

ロロ 

チャンネル 音 ■ 

D 

ミ肖音 

巧巧 
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0 


入力なお 

/ん、 




心 


U モコンを使用して、サブゾーンの入力や音量を操作します。 


-2 

3 


4 


ゾーン 2 


または 
ゾーン 3 


ゾーン吕またはゾーン3ボタンを押して 
サブゾーン操作モードにずる。 

メインゾーン操作モードに戻ずときは 


AV アンプ ボタンを巧します。 


2 W 7 令 AV アンプむボタンを押してマルチゾー 

(む)ン機能の電源を入れる。 

3 入カフアンクシヨンを切り換える。 

入力切換ボタンで機器を選びます。 

斗兰 t 音量を調節ずる。 

（無音）および一80 dB (最小値) 
から0 dB (最大値）の範囲で調節でをます。 
(本体の場合は 、 MASTER VOLUME で調 
消音 節します） 

I 踩 ) 一時的に音を消したいとさは、消音ボタン 
を押します。ちラー度押すか、音量を調節 
することで解除します。 

• 音量を調節でさるのは、スピーカーシステムの設定 
(一103ぺージ)で ZONE 2を選んでいるときのみです。 


本機のリモコンでしソ下のサプゾーン操作びでさます。 


AV アンプ 0 
入力切換 

曰を +/— 

消音 


本機の電源切り換え 
入カフアンクシヨンの選択 
音量調整 
音を消します。 


パイオニア製アンプをサブゾーンで使用する場合は、本機の U モコン操作 
で同時にアンプび動作してしまいます。旧レシーバーでのマルチルーム操 
作をずるときは、メインゾーン(本機)のリモコンモードを2〜4のいずれ 
かに設定ずることで、同時に新作することを防ぐことびでさます。（^86、 
112ベージ） 


いろいろな機能 


U モコンでマルチゾーンの操作をずる 


ass 

£■ろ 

関■岂 
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いろいろな機能 


本機を通して録音/録画を行ラ場合、入出力それぞれの機器はアナ□グの同じタイプのケーブルで接続してください。 


-2 


PQLS 

r …1 r ■■ 11 ■ I 凶 

_ HD … OUT _ 言青 

□j Cu lJ 

音青切巧 MCACC ス！ J - フ 骑 

E f ■ I I A 1 I 1 

I - I I ~ i I——. I 

ご"レベルアナロヴ ATT デイマー_ 

I -7 ) ( 〇 I f n I f I 1 


3 


リモコンを AV アンプ操作モードにする。 


2 録音/録画ずるソースを選ぶ。 


3 


音声切換 


4 


ANALOG を選択ずる。 

ソース機器からの音声入力信号びアナ□グに 
切り換わります。詳し<は「音声入力信号の 
切り換え」（^44ぺージ）をご覽ください。 


4 

録音/録画機器の録音/録画を開始ずる。 


5 

た - 

録音/録画ずるソースを再生ずる。 

-^ 


本機の音量、チャンネルレベル、オーディオ調整機能、ビデオ調整機能、サ 
ラウンドの設定などは、緑音信号には効果びありません。 

巿販ソフトの録音/録画は、個人で楽しむ場合を除いて、著作権法上認め 
られていません。また、コピーガード信号により録音/緑画のできないを 
のちあります。 

デジタル録音についてはコピー制限びあります。詳しくは、録音機器の取 
掘説明書をご覧ください。 

MCACC 測定中は、録音/録画を行わないでください。 


指定した時間が経過すると、本機の電源が切れるよラに設定でさます。 


_ HD … OUT _ _ 音青 

I 1 1 た I「3 I I ~1 

音青切換 MCACC ス U— ブ巧示 

囚回 E 国 


ご " レベルアナログ ATT ディマー _ 

M 坦已 I 己 1 


-2 


ス U —プタイマーを設定したあとにス U —プボ 
タンを]回押すと、残り時間び表示されます。 
マルチゾーン機能(一7目ページ）び ON のとを 
にス U —プタイマーを設定すると、すべての 
ゾーンの電源び同時に切れます。 


リモコンを AV アンプ操作モードにする。 


2 背与スリープボタンを押してタイマーを設 

Lu 定ずる。 

押すたびにス U —プタイマーの時間び liTF 
のよラに切り換わります。 

ス U —プタイマーび設定されると SLEEP 
インジケーターび点なします。 


SLEEP 30 min - ► SLEEP 60 min —| 

SLEEP OFF ◄ — SLEEP 90 min ◄- 


® ,y 陥 ’® 


BD DVD DVR/BDR HDMI 

■ ■■■ 

TV CD NET RADIO ADAPTEF 

iPod USB CD-R VIDEO レじな巧 

■ ■■1 口 

人刀の巧 _ 三 

回因 ■ 


iPod USB CD-R VIDEO テレビ!#作 

ロロロロ 

_ 入力切換 _ |AV7y7| 

因因 ■- 


XU ープタイマーを設定する 


接続した機器間で録音/録画をする 


応用操作 
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いろいろな機能 


フ□ントパネル表示部の明るをを調壁する 


フ□ントパネル表示部の明るさを4段階に調整することびでさます。 


iPod USB CD-R VIDEO : 

□ □口 

入力切巧 

き青切巧 MCACC ス U - フ 表示 
I 41 ド 5 I I6 ] IDISP") 
CH レベルアナ日グ ATT ディマー_ 

回回が 


KC " 1 m いし 


遵 


.2 


匹/アン习 


リモコンを AV アンプ操作モードにする。 


2 デイマーボタンを押してお巧みの明る 

LEJ さに調藝する。 

押すたびに表示部の明るさび4段階で切り 
換わります。 



HDMI 出力を切り換える 


HDMI 出力端子から映像/音声を出力するとさ、 HDMI 日 UT 1 と HDMI 日 UT 2 のどちらの端子か6出力するかを設 
定します。工場出荷時は HDMI 日 UT ALU こ設定されていて、どちらの端子からを映像/音声を出力します。 

HDMI 日 UT 1 端子は HDMI によるコント□-ル機能に対応しています 。 HDMI 日 UT 2 端子に接続したテレビで視 
聴するときは、 HDMI によるコント□ール機能を日 FF にすることをお勧めします。 


iPod USB CD-R VIDEO テレビ}*巧 

ロロロロ 


_入力切 巧_ 
卜1 


ジブ! 




_ _ PQLS _ 

W I II I r ■ 1 I w I 




の B- 

ま青な腹 MCACC スリーブ 巧示 

14 っ | 。 5"| rj_i 物 


-2 


CH レベル乃 ■□ グ ATT デイマー _ 

M 因已 I 己 1 

CH 


1 IAV 7 ンフ I 


リモコンを AV アンプ操作モードにする。 


2 HDMI OUT HDMI OUT ボタンを押して HDMI 出力 
2 I を切り換える。 

「Please wait ..」と表示されている間、し 
ばらくお待ちください。 

巧すたびに 「 HDMI 日 UT 1」、「 HDMI 日 UT 2」 
と 「 HDMI 日 UT ALL 」 が切り換わります。 
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Web Control 機能で本機を PC か 6 操作する 


いろいろな機能 


本機と同一の LAN で接続している PC から、ブラウヴを使用して本機を操作でをます。 



1 パソコンの電源をオンにして、インターネットブ 
ラウザを起動させる。 

2 ブラウザのアドレス入力欄に、本機の IP アドレス 
を入力ずる。 

たとえば、本機のアドレスび192.1日 8.0.2 の場合は、 
「 htt |3:// 192.1日8.0.2/」と入力しまず。 

• 本機の IP アドレスは、「ネットワークの設定を行ラ」 
(一109ページ)で確認してください。本機と接続され 
ると、ブラウヴに Top Menu 画面び表示されます 

3 Top Menu び表示された5、操作したいゾーンの 
ボタンをクリックずる。 

斗各ゾーンの画面か5本機を操作ずる。 

• 本機びスタンバイの状態でも 、 Web Contr □職能を 
使って本機を起動することびできます。詳細は「スタ 
ンバイ状態から Web Control 機能を使用する(ネット 
ワークスタンノ くイ)」（一11〇ぺージ)をご確認くださし、。 
• Web Control 機能を使って、インターネットラジオ放 
送局のアドレスを登録することびでさます。詳細は「パ 
ソコンから登録する」（^己4ぺージ)をご確認ください。 


再生中の音声や設定内容を確認する（ステータス表示） 


U モコンの状態確認ボタンを巧すことで、ち記の情報を確認することがで 
をます。確認項目は本体のディスプレイに表示されます。ち記の情報は各 
入力ごとに確認することがでさます。 


曰ド八力1曰5 

♦ 

サンプリング周波数 

♦ 

MCACC MEMORY 

♦ 

ZONE 2入力 

♦ 

ZONE 3入力 

♦ 

HDMI 出力 



iPod USB CD-R VIDEO テレビ 操巧 
□ □□□ 
入た研巧 IAV7V7I 

因因 ■ 

1 


AUT0/ALC/ PGM メニ 1- 

DIRECT ST 扣 E0 STANDARD ADVSURfl 

1 HDD] 〔 DVD 〕 〔。〕〔X 1 
THX PHASE CTRL 巧離記 

w ~~1 口一 

PQLS 

1 I II I I ■ I I w I 

2 


リモコンを AV アンプ操作モードにする。 


2 


状態確認 


状態確認ボタンを押して設定内容を確 
認ずる。 

ディスプレイに上記の情報び表示されます。 
表示は3秒ごとに切り換わります。 

ちラー度 状態確認 ボタンを巧ずと、元のまおに 
戻りまず。 


応用操作 
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リモコンによる他機器の操作 


U モコンで他機器を操作する 


付属のリモコンを使って、本機！;!外のパイオニア製品や他社の機器(テレビやブルーレイディスクプレーヤー、 
DVD プレーヤーなど)を操作でをます。他機器を操作する前に、操作したい機器のプ U セットコードをリモコンに 
設定してください。 

• 途中で設定を中止する場合は、 リモコン設定 ボタンを巧してください。 

• 設定中に1分間何を操作しなかった場を、設定はキャンセルされます。 


化機器の U モコン信号を本機の U モコンに呼び出す(プ U セットコード設定) 


本機付属のリモコンには、複数の A V 機器(他社製品を含む)のプ1」セツトコードび登録されています。操作巧能な他 
機器のプ1」セツトコードー覧は133ページをご覧ください。 

• 各ボタンの役害 Ij は r 他機器の操作について」（一87ぺージ)をご覧ください。 



リモコン設定ボタンを押しながら、数字 
I ぶ产 4® ボタンの 「1 J を3秒間巧し続ける。 

LED ランプび点滅し始めます。 


2 操作したい機器のマルチコント□ールボタンを巧す。 

テレビ基本操作ボタンでお手持ちのテレビを操作したい 
場合は、ここで テレビ操作 ボタンを押します。 

U モコンのに D ランプび1回点口してか日、再び点滅しまず。 


3 数字ボタン （ 1〜 0) で、操作したい機器に対応した 
4巧の番号を入力ずる。 

LE □ランプび1秒間点灯すると、設定は完了です。 

正しく設定できなかった場合は、 LED ランプび3回点滅し 
ます。この場合はちラー度4巧の番号を入力してください。 


4 他のマルチコント□ールボタンに機器を登録ずる 
場合は、上記手順1から同様に操作ずる。 

入力機器むボタンを押したとさに、機器の電源をオン/ 
オフでをることを確認してください。操作でをない場合、 
プ U セツトコードー覧に複数のコードびある場合は、他 
のコードを入力して試してみてください。 


5 I — ~ ] リモコン設定ボタンを押して設定を終了 

U モつン設定 ずる。 


.NET RADIO 、 ADAPTER、iPod USB ボタンにはプ U セツトコードを登 
録することびでをません。 

. 正しく設定できているよラでち、一部のボタンのみ違ラコード番号ち複数 
あります。実隙に操作できるかを醒認してください。 

. お手持ちの機器を操作でをるプ U セツトコードびない場合は、操作したい 
機器に付属のリモコンから、操作を学習させることがでさます。（^81ぺ一 
ジ)。 

. TV ボタンには TV / S 冉 T 入力端デに接続したテレビチューナーを、 
テレビ操作ボタンには MONITOR OUT または HDMI OUT 端テに接続した 
テレビ(モニター)を設定ずると便利です。一台のテレビを TV / SAT 入力端 
子と MONITOR OUT または HDMI OUT 端子の両方に接続している場合、 
TV ボタンとテレビ操作ボタンには同じプ U セツトコードを設定すると使い 
やす < なります。 























































リモコンによる他機器の操作 


3 本機器と他機器のリモコンを向かい合わせて、言己 
憶させたい本機のボタンを押ず。 

U モコンの LED ランプが1回点口してから、再び点滅し 
ます。 


DDD 
□ □□ 
□皿 


DDDD 

〇 

3 cm 〜10 cm 

DDDD 

□ 


□ □□ 



□ □□□ 

〇 



ofoc 

□ C 


10 n Dfiio 0 
圆山 Jlpo 0 olac 


4 記憶させたい他機器のリモコンのボタンを、数秒 
押して放ず。 

LED ランプが1秒間点灯すると、設定は完了です。 


上記イラストの強調表示されているボタ 
ンに登録皆割が巧能です。 

ただし、テレビ基本操作ボタンは、手順 
3でテレビ操作ボタンを巧したとさのみ 
登録(学習)でをます。 


登録（学習）できる操作の数はパイオニアフォーマツトで、およそ] 00 
つードです。 

手順3〜已は、強い壁光むの下や TV の前で行わないでください。異なる 
コードび登録されてしまラことびあります。他機器の U モコンの種類に 
よっては、学習させる隙の距離び近すぎてを同様の症状になることびあり 
ます。 

他機器の U モコンコードによっては、本機では正しく登録できないものび 
あります。 

LED ランプび已秒間点滅した焉をは、登録でをるコードびいっぱいになつ 
てぃます。不要なコードを削除してから、登緑し直してくださぃ。（^82 
ページ） 


5 同じ他機器リモコンについて登録(学習)を続ける 
には、手順3〜4を繰り返ず。 

別の他機器 U モコンを登録するには、設定をいったん終 
了し、手順1からもラー度行ってください。 


6 I~I リモコン設定ボタンを巧して設定を終了 

U モっン 設定 ずる。 


2 操作したい機器のマルチコント□ール 

日 D DVD DVR/BDR HDMI ボタンを押す。 

テレビ基本操作ボタンでお手持ちのテレ 

25匿。テ赚 造普、 し 品し:場真は、ここで テレビ 
[一!! 一 ~ ] [jn I 作 ホタンを押します。 

U モコンの LED ランプび1回点なして 
から、再び点滅します。 


他機器の U モコンの操作を本機の U モコンに直接学習させることびでをます。プ U セツトコードを登録しただけで 
は使用でをない操作などは、しソ下の手順で追加登録(学習）してください。 


手順3学習可能なボタン I 1 [ I リモコン設定ボタンを巧しながら、数字 

- U 气ン設をボタンの「 2 _|を3;少間押し続ける。 

i-YI LED ランプび点滅し始めます。 


© - . 〇 

、- ィ リモコ :/ SS 


—BD- DVD DVR/BDR HDMI 

ロロロロ 

TV CD NETRADIOADAPTEF 

ロロロロ 

iPod USB CD-R VIDEO テレビ巧巧 

□ □□□ 


_ 入力切巧 _ 

因因 


IAV 7 y：?l 

口 


_ 入力 

〇 ■ 

テレビ基本巧巧 

〇 V 

チヤンネル 音 ■ 


音置 


消音 

苗 


才ーディ巧尝 ビデ堀屋 

ディスクナビッ-ル 田 
トツブま組表 



AUTO/ALC/ PGM 


DIRECT STEREO STANDARD ADVSURfl 

THX PHASE CTRL が離記 

amma 

PQLS 

HDMI OUT 音青 

き亩切巧 MCACC ス U - フ 表示 
CH レベルアナ□グ ATT ディマー 

a 〇 Q Q 

Bio 〇11画。占 

ソーン 2 ソーン 3 


II I 


巧 


Pioneer 


AV アンプ I 


なをなボタンに他機器の操作を記憶させる(ぎ留モード) 


U モ n ン 
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リモコンによる他機器の操作 


登録したひとつのボタンの設 A 7ルチコントロールボタンの入力切換を 
定を消去ずる I 解除する(タイレクトフのクシヨン) 


あるマルチコント□ールボタンに対して設定された、 ダイレクトフアンクシヨンはマルチコント□ールボタ 


ひとつのボタンの登録内容を消去します。 


ンを押したときに、本機の入カフアンクシヨンを連動 


1 □ 

リモコン設定ボタンを押しな 

リモコン設定 

びら、数字ボタンの「7_|を3 

る 

巧間巧し続ける。 

LED ランプび点滅し始めます。 


2 

己 D DVD DVR/BDR HDMI 

ロロロロ 

TV CD 
□ □ 

iPod USB CD-R VIDEO テレビ » 巧 

□ 口 □□ 


消去したいボタンび登録さ 
れているマルチコント□一 
ルボタンを押す。 

U モコンの LED ランプび] 
回点滅します。 


3 登録を消去したいボタンを3秒間押し 
続ける。 


LED ランプが1秒間点灯すると、消去は完了 
です。 


して切り換えるかを設定する機能です。オフにすると 
入カフアンクシヨンは切り換わ6ず、 U モコンの操作 


ボタンの機能だけが切り換わります。（本機に接続し 
ていない機器を操作する際に便利です)。工場出荷時 
はすべてオンになっています。 


B 設定 


る 


リモコン設定ボタンを押しな 
が5、数字ボタンの「引を3 
巧間押し続ける。 

LED ランプび点滅し始めます。 


2 

BD DVD DVR/BDR HDMI 

ロロロロ 

TV CD 

ロロ 

iPod USB CD-R VIDEO テレビ巧巧 
□ □□□ 


操作したい機器のマルチコ 
ント□ールボタンを巧ず。 

リモコンの LED ランプび] 
回点滅しまず。 


4 他にも消去したいボタンびある場合は、 
手順2〜3を繰り返ず。 

別のマルチコント□ールボタンに巧して登録 
された内容を消去する場合は、設定をいった 
ん終了し、手順1からもう一度行ってくださ 
い。 


5 I ~ ) リモコン設定ボタンを押して 

リモコン設定 設定を終了ず る。 


3 数字ボタンでダイレクトファンクシヨ 
ンのオン （ 1 ) またはオフ （0) を選ぶ。 

LED ランプび1砂間点なすると、設定は完了 
です。 

正しく設定でをなかった場合は、 LED ランプ 
び3回点滅します。この場合は設定し直して 
<ださい。 


4 (jn リモコン設定ボタンを巧して 

リモコン設定 設定を終了ずる。 


ひと ごの7ルチコントロールボタン 
に登録されたすベての設定を消去する 


あるマルチコント□ールボタンに対して設定された、 
すべてのボタンの登録内容を消去します。 


,&定 


る 


リモコン設定ボタンを押しな 
びら、数字ボタンの r 引を3 
巧間押し続ける。 

LED ランプび点滅し始めます。 


2 


日 D DVD DVR/BDR HDMI 

ロロロロ 

TV CD 

ロロ 

iPod USB CD-R VIDEO テレピ » 巧 

ロロロロ 


設定を消去したいマルチコ 
ント□—ルボタンを3秒間 
巧し続ける。 

L E D ランプび1秒間点なする 
と、消去は完了です。 


82 





















u モコンの照明モードを選がする 


リモコンによる他機器の操作 


使い勝手や電池寿命を考慮して、1」モコンの照明バ 
ターンを4つのモードか6選択することびでをます。 


厂 I リモコン設定ボタンを押しな 

I 」モご! S ま がら、数字ボタンの [6] を3秒 
間押し続ける。 

LED ランプび点滅し始めます。 


2 設定したいリモコン照明モードの数字 
ボタンを押ず。 

nj (ノーマル）： 照明ボタンを押して U モ 
コンの照明を ON / OFF しまず。点な後、何 
ち操作びないと ] 0秒後に自動で消なします。 
「2」（照明モード）： リモコンのどのボタン 
を押してち照明び点なします。照明ボタンで 
消なしまず。点な後、何ち操作びないと] 0 
秒後に自動で消なします。 

「3」（エコモード）： 照明ボタンを押して U 
モコンの照明を ON / OFF します。点な後、 
何ち操作びないと己秒後に自動で消なしま 
す。 

「4」（オフ）： 照明ボタンを押してちリモコ 
ンの照明は点なしません。 

LED ランプび]秒間点なすると、設定は完 
了です。 

正しく設定でさなかった場合は、 LED ラン 
プび3回点滅します。この場合は設定し直し 
てください。 


3 I ~ I リモコン設定ボタンを押して 

リモコン設定 設定を終了ずる。 


y モ n ン 
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リモコンによる他機器の操作 


リモコンの他機器連動機能をほいこなす 


視聴を始めるまでの一連の動作(起動時連動)や、視聴が終了したとをにすベての機器の電源をオフにする動作(終 
了時連動)を、それぞれ已つまで操作(コマンド)を登録でさます。 

• 起動時連動や終了時連動の登録を巧う前に、他機器を操作できるようにプリセツトコードの設定を行ってください。 
(一80ぺージ） 


起動時連動(マルチ-オペレーション） 

マルチコント□ールボタンごとに登録でさ、2つのボタン操作 
だけで下のよラな動作を実現でさます。 

(例） 

他機器連動ボタンを押してから DVD ボタンを押す： 

1. 本機の電源をオンにする 

2. 本機を DVD 入力にする 

3. DVD プレーヤーなどの他機器に対して已つまでコマンドを 
順;欠送信(ユーヴーにより自由に設定可能） 

終了時連動(システム-オフ） 

2つのボタン操作だけで！; TF の動作を実現できます。終了時連 
動は1つだけ登録でさます。 

他機器連動ボタンを押してから入力機器0ボタンを押す： 

1. 他機器に対して已つまでコマンドを順次送信(ユーヴーにより 
自由に設定巧能） 

2. 本機を含めたすべてのパイオニア製機器の電源をオフにす 
る （ HDD / DVD レコーダーやビデオデッキなどの録画機器を除 
をます） 

• 起動時連動や終了時連動は、他社製品の電源操作や再生/停 
止などを登録させると便利に使用でさます。（何ち登録しな 
くてを、パイオニア製機器に対するコマンドは送信されます。） 




ロロロロ 


TV CD NETRAD に ADAPTER 

□ 口 □□ 


iPod USB CD-R VIDEO テレロ ft 巧 

ロロロロ 


_ 入力切巧 _ 
卜 1 1^1 




音 S 


消音 

苗 



iPod CTRL 

AUTO/ALC/ PGM メニュ ー 

DIRECT STEREO STANDARD ADVSUFfi 


^3 ^9 

THX PHASE CTRL 巧励 S 語 



POLS 

HDMI OUT 音青 

a a a ■ 

ちき切巧 MCACC スリーブ 表示 
CH レベルアナ□グ ATT デイマー 

a Q a a 

圆 … D" Bi2 A 


ゾーン呂ゾーン日 

INI 顶 


ド toneer 

I AV アンプ) 


上記イラストの強調表示されている 
ボタンに登録巧能です。 
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リモコンによる他機器の操作 


連動操作を設定する 


連動操作を実行する 


政下の設定を行ラ前に、この機能で使用したい U モコ 
ンコードは、必ずプ U セットコード設定か学習モード 
を使用して、何かのボタン(キー)に割り当てておく必 
要があります。 

• 途中で設定を中止する場合は、リモコン設定ボタン 
を押して < ださい。 


B 設定 

る 


リモコン設定ボタンを巧しな 
げら、 数字ボタンの「3_|を3秒 
間巧し続ける。 

LED ランプび点滅し始めます。 


2 


起動時連動の設定は、連動 

BD DVD DVR/BDR HDMI させたい機器のマルチ〕ン 

卜□ールボタンを押ず。 

□ 口 


iPod USB CD-R VIDEO テレビ » 巧 

ロロ ロロ 


入力機器 
@ 


終了時連動の設定は、入力 
機器 0 ボタンを押ず。 


U モコンの LED ランプび2回点なしてから、 
再び点滅します。 

3 別の機器を連動させたい場合は、その機 
器のマルチコント□ールポタンを巧す。 

斗実行したい操作ボタンを押す。 

例）►再生（または■停止)ボタンを選びます。 
コマンドま号選択画面に戻ります。 

已手順3〜4を繰り返して、已つまでコマ 
ンドを登録する。 

已つまでコマンドび登録されると、自動的に 
設定び終了します。 

• 途中で設定を終了する場合は、リモコン 設 
定 ボタンを押してください。 


他機器連動 


他機器連動ボタンを押ず。 

LED ランプび点滅し始めます。 


2 

BD _ 

TV CD 
□ □ 

iPod USB CD-R VIDEO テレビ巧 

ロロ ロロ 


起動時連動の実行は、連動 

DVD DVR/BDR HDMI させたい機器のマルチコン 

卜□-ルボタンを已秒間押 
し続ける。 

プ U セット動作と、このボタン 
に登録されているコマンドび 
実行されます。 


入力機器 

© 


終了時連動の実行は、入力 
機器 0 ボタンを已秒間押 
し続ける。 

このボタンに登録したコマン 
ドと、パイオこア製品の電源 
オフコマンドが送信されます。 


をコードの送信び終了するまで J 」 モコンを受光部に向け 
ておいて < ださい。 

登録したコマンドによっては、送信終了まで3秒政上かかる 
場合ちありまず。 

登録した機器の状態によっては、登録した動作と異なる場 
合びあります。 


連動設定を消まする 


ひとつのマルチコント□ールボタンに設定された起動 
時連動、または終了時連動の設定を消去します。 

• 途中で設定を中止する場合は、リモコン設定ボタン 
を押して < ださい。 

I □ リモコン設定ボタンを押しな 

IJ モっン設定 がら、 数字ボタンの rsj を3秒 
間押し続ける。 


LED ランプび点滅し始めます。 


2 起動時連動を消去ずる場合 

は、そのマルチコント □— 

TV CD 

□ □ 

iPod USB CD-R VIDEO テレビ巧巧 

ロロロロ 


ルボタン3秒間押し続ける。 


入力機器 
© 


終了時連動を消去ずる場合 
は、入力機器 0 ボタンを 
3秒間押し続ける。 

LED ランプび1秒間点なすると、消去は完了 
です。 


リモコン 
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リモコンによる他機器の操作 


リモコンで複数のパイオニア製アンプを操作する 


複数のパイオニア製アンプをお持ちの場合、ひとつの U モコンで複数のアンプび同時に動作してしまわないよラに、 
操作するアンプを3台まで別々に指定することがでさます(指定でさるアンプは、本機と同型機のみです)。 

• この機能を使用する前に、操作したいアンプに U モコンモードを設定してください。詳しくは ru モコンモード 
を設定する」（一112ページ)をご覧ください。 

• 途中で設定を中止する場をは、 リモコン設定 ボタンを押してください。 


敞ぉ涅到 


入力摄お 


心 


BD DVD DVR/BDR HDMI 

ロロロ □ 

ET RADIO ADAPTER 


TV CD NET RADIO ADAPTEI 

ロロ ロロ 


PQLS 

回 LILI を 「w I 

HDMI OUT 1 音を 

a a a! 

氏 CACC スリーブ 


音を瀬階 


LJ 

硫 

し… I 


CH レベルアナ□グ ATT 子イマー _ 

山回も 


，2 


.2 


(71 リモコン設定ボタンを押しながら、数字 

U 气ン胃をボタンの「4 J を3秒間押し続ける。 

LED ランプび点滅し始めます。 


2 操作したいアンプ(アンプ1〜アンプ 4) の番号を数 
字ボタン （ 1〜 4) で入力ずる。 

LE □ランプび1砂間点なすると、設定は完了です。 

正しく設定でをなかつた場合は、 LED ランプび3回点滅 
します。この場合は設定をやり直してください。 


本機よりち前に発売されたパイオニア製アンプをお使いの場合でち、一部機 
能は本機の U モコンで操作でさることびあります(電源オン/オフ、入力切り 
換え、音量操作など)。この場合、お使いのアンプをアンプ]として使巧し、本 
機をアンプ2〜4に設定することで、別々に操作することびでをます。 


U モコンの設定を U セツトする 


リモコンの設定をすべてリセットして、工場出荷時の状態に戻します。 


欠 化)？ぉ涅国) 

©ML 


入力なお 

/ .1 、 \ 


心 


己 D DVD DVR/BDR HDMI 

ロロロロ 

TV CD NETRADIOADAPTEI 

ロロロロ 


ご H レベルアナ□ヴ ATT デイマー_ 

山四已 GU 
画… Eii 

ソーン2 ゾーン3 


rTT 


面 


|2 
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B 設定 

る 


リモコン設定ボタンを押しなが5、数字 
ボタンの roj を3;少間押し続ける。 

LED ランプび点滅し始めます。 


2 


© 


ミ夫定ボタンを3秒間押し続ける。 

LED ランプび1砂間点なすると、消まは完了 
し、 U モコンの設定び工場出荷時の状態に戻 
ります。 


• 工場出荷時にボタンに割り当てられているプ 
1」 セツ トコ ー ドは!;(下のとおりです。 


ボタン 

プリセットコード 

BD 

2248 

DVD 

224色 

DVR/BDR 

2238 

HDMI 

2247 

TV 

0186 

CD 

已〇色色 

CD-R 

5067 

VIDEO 

1077 

テレビ操作 

0192 








































































リモコンによる他機器の操作 


政下の U モコン操作を巧うには、あらかじめ操作したい機器の U モコンコードを登録しておくぶ、要びあります。詳し 
くは「他機器の U モ]ン信号を本機の U モ]ンに呼び出す(プ U セット]-ド設定)」卜80ぺージ)をご覧ください。 
実際に操作を始める前に、操作したい機器の他機器操作ボタンを押して、 U モコンをその機器の操作モードに 
してください。各機器の詳しい機能についでま、それぞれの取扱説明書をご覧ください。 

機種によっては操作でさないボタンをあります。 

テレビのプ U セツトコード (-^133 ぺージ)を登録すると、登録したプ U セツトコードによって下記表のテレビま 
たはテレビ(モニター)どち6かに割り当て6れます。 



DVD プレーヤーによっては、1日！;(上を選ぶとさに+10方式ではなく ENTER 方式で番号を決める機種びあり 
ますが、その機種を本機 U モコンでは./ CLR ( IO ) ボタンで操作することができます。 



\ 機器 

ボタン\ 

テレビ 

テレビ(モニター） 

ブルーレイ 
ディスクプレーヤー 
/DVD プレーヤー 

HDD/DVD 
レコーター 
ブ J レーレイディスク 
レコーダー 

入力機器む 

電源オン/オフ 

電源オン/オフ 

電源オン/オフ 

電源オン/オフ 

■ It 如今/決定 

♦ t 一/決定 

At 和^/ミ夫定 

It 如今/巧を 

♦ t 和一/決定 

X 

元の画面 

元の画面 

トップメニュー 

トップメニュー 
/ディスクナビ 

ゾ 

番組表 

ューヴーメニュー 

ツール 

番組表 


ホームメニュー 

ホーム^ニュー 

ホームメニュー 

tK — ム y ニュー 

ろ 

戻る 

戻る 

戻る 

戻る 

HDD (青） 

青ボタン 

青ボタン 


HDD 

DVD 啸） 

ホボタン 

赤ボタン 


DVD 

〇縮） 

緑ボタン 

綠ボタン 

- 

ビデォ 

乂馈） 

黄ボタン 

黄ボタン 

メニュー 

にュー 

► 

- 

瞧 

► 

► 

II 

- 

— 

II 

II 

■ 

- 

- 

■ 

■ 

◄◄ 

- 

- 

◄◄ 

◄◄ 

►► 

- 

- 

►► 

►► 


- 

- 



►►I 

- 

瞧 

►►1 

►►1 

■ + ►► 

- 

- 


- 

音声 

音黄切換 

音声切換 

音声切換 

音声切換 

表お 

表お切換 

表示切換 

表お切換 

表示切換 

CH +/- 

チャンネル切換 

チヤンネル切換 

解綠度切換 +/- 

チャンネル切換 

数字ボタン 
(1 〜 0) 

チヤンネルの選択 

数字の入力 

数字の入力 

チトンネルの選お 

• /CLR (10) 

10 

• 

ク1」ァ 

10 

ENTER (12) 

12 

チヤンネル決定 

決定 

12 


1 0 UI 上を選ぶとさに+10方式ではなく ENTER 方式で番号を決める機種びあり 


_ 入力 

〇 ■ 

テレビ基本误巧 

〇 口 

チヤンネル 音 ■ 

M A 


HDMI OUT 

a D B 

音き切巧 MCACC スリープ 
CH レベルアナ□グ ATT デイマー 

a a 〇 

の ^1" 

、-ブ*ブ3 .- 


-音青_ 

表示 

CH 


他機巧の操作について 


リモコン 
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リモコンによる他機器の操作 


\ 臟器 

ボタン\ 

ビデオデッキ 

衛星チューナ ー 
/ケーブルテレビ 
チュー了一 

LD プレーヤー 

CD プレーヤー 
/SACD プレーヤー 
/CD レコーダー 

MD プレーヤー 
/DAT プ レーャー 

カセットデッキ 

入力機器む 

電源オン/オフ 

電源オン/オフ 

電源オン/オフ 

電源オン/オフ 

電源オン/オフ 

電源オン/オフ 

♦ t 一/決定 

- 

■It 如今/決を 

い和一/決定 

- 

- 

■ ■/■/ イイ/ ►► 

X 


ナビ 

トップメニユー 


- 

MS 卜 

よ 

- 

番組表 

— 

LEGATO LINK 
(SACD) 

- 

MS 一 

な 

— 

メニュー 

— 

SACD SETUP 
(SACD) 

- 

瞧 

ろ 

- 

戻る 

戻る 


- 

— 

HDD (青） 

— 

青ボタン 

— 


- 

- 

DVD (ホ） 

— 

ホボタン 

— 

- 

- 

- 

好（緑） 

— 

攝ボタン 

— 

- 

- 

瞧 

乂馈） 

- 

黄ボタン 

— 


- 

— 

► 

► 

► 

► 

► 

► 

► 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

匯 

■ 

◄◄ 

◄◄ 

◄◄ 

◄◄ 

◄◄ 

◄◄ 

◄◄ 

►► 

►► 

►► 

►► 

►► 

►► 

►► 




KM 



KM 

►►1 

— 

►►1 

►►1 

►►1 

►►1 

►►1 

■ + ►► 

— 

録画 

— 


- 

- 

音声 

音声切換 

音黄切換 

音寅切換 

PURE AUDIO 
(SACD) 

- 

- 

表示 

- 

表示切換 

表お切換 

TIME (SACD) 

- 

- 

CH +/- 

チャンネル切換 

チでンネル切換 

— 


- 

- 

数きボタン 
(1〜0) 

チャンネルの選択 

数字の入力 

数字の入力 

数字の入力 

数字の入力 


• /CLR (10) 

10 

• 

+ 10 

>10/ クリア 

ク1」ア 
(MD) 

ク U ア 

ENTER (12) 

12 

- 

決定 

ディスク/決定 

開/閉 
(MD) 

ミ央定 
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音の詳細設定 


本機で設定でまること 


本機のホームメニュー (HOME MENU ) で設定でさる全項目です。 


ホームメニュー 

項目 


設定項目 


詳細項目 


巧客 


参照 

ぺージ 


アドバンスド 
MCACC 
(サラウンドの 
自動設定/ 
詳細な手動設定) 


フルオート MCACC 
(サラウンドの自動設定) 


すべての MCACC 項目 


すべての MCACC 項目の自動測定 


全項目/スピーカーシステム保持 


音場補正の全項目を自動測定 


• XL —力一曰文化 


スピーカーシステムの自動設定 


オート MCACC 
(個別項目選択可能な 
サラウンドの自動設定） 


スピーカー出カレベル 


スピーカー出カレベルの自動設定 


スピーカーまでの距離 


スピーカーまでの距離の自動設定 


EQ Pros 定在波制御 


残響特性を考慮した周波数特性の 
自動補正および定在波の自動制御 


7ニュアル MCACC 
(詳細なサラウンドの 
自動設定） 


Fine Channel Level 


聴感による各チヤンネルの出力 
レベルの微調整 


Fine SP Distance 


聴感による各スピーカーまでの 
距離の微調整 


定在波制御 


定在波制御の設定 


EQ の調整 


聴感による周波数特性補正カーブ 
の調整 


E 日プ□フェツシヨナル 


残響特性の測定 


残響特性の表示 


アドバンスド E 日セットアップ 
(残響特性を考慮した音場補正) 


デモ 

ロルオート MCACC のデモ) 


すべての MCACC 項目 


デモなので設定は反映されません 


38 


91 


91 


91 


91 


91 


93 


94 


9己 


96 


97 


92 


MCACC 
データチェック 
(MCACC 
メモ U —の 確認） 


✓\L —力一政も 


スピーカー接続の有り/無し、 
お域再生能力などの確認 


スピーカー出カレベル 


各チヤンネ j レの出カレべ j レの確認 


スピーカーまでの距離 


各スピーカーまでの距離の確認 


定在波制御 


定在波制御設定値の確認 


Acoustic Cal EQ 


周波数特性の補正値の確認 


測定データ書を出し 


測定データを USB メモ U —へ乾送 


100 


100 


100 


100 


100 


99 


データ 管理 
(MCACC MEMORY 
のデータ 管理） 


MCACC メモリーの 
名称変更 


MCACC メモ U —の名前を変更 


MCACC メモ U —のコピー 


MCACC メモリーのコピー 


MCACC メモ U —の消去 


MCACC メモ U —を消去 


101 


102 


102 


マニュアルスピーカー設定 
(スピーカーの構成や 
サラウンド環境の 
手動設定） 


4 


システム設定 
(本機のさまざまな 


入力端子の設定 


uSu 吕語技疋 


ネットワーク設定 


その他の設定 


スピーカーシステム 


スピーカーの巧途設定 


乂ピーカーの疋 


スピーカー接続の有り/無し、 
低域再生能力などの設定 


スピーカー出カレベル 


各チヤンネ J レの出カレべ J レの設定 


スピーカーまでの距離 


各スピーカーまでの距離の設定 
质適なディレイ値に設定） 


Xカーブ 


部屋の大ささに合わせた高音域の 
減畏力ープの設定 


THX オーディオ設定 


THX オーディオの各種設定 


备入力の音声入力や映像入力の切り 
換え、入力名の変更などの設定 


103 


104 


10已 


106 


106 


107 


42. 108 


OSD 言語の表の言語の設定 


113 


IP アドレス、プ□キシ 


IP アドレスやプ□キシの設定 


109 


情報 


本機の MAC アドレスの確認 


109 


ネツトワークスタンバイ 


Web Control 機能の設定 


110 


HDMI 設定 


HDMI による〕ント□-ル機能に対応 
した機器と連動操作するための設定 


69 


ホ百ミ;1中 

曰呈欧疋 


電源オン時の音量や最大音量 
制限、消音時の音量設定 


111 


U モコンモード設定 


本機側の U モコンモードの設定 


112 


Flicker Reduction 設定 


GUI 画面の見え方の調整 


112 


EXTENSION 設定 


EXTENSION 端テの設定 


113 


团 uetc の th 機器のペアリング 


Bluetooth 機器を使用するための 
初期設定 


51 


応用設定 
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音の詳細設定 


リスニンク •損 境の設定について 〜ヴラウンド再をのための設定〜 


本機のオート MCACC セツトアップ機能では、下記の6つの設定(音場補正)を自動で行ラことびでさます。 


スピーカー設定 

ソースに含まれる音声成分のすべてを再生するために、 
スピーカー接続の有り/無しや低域再生能力、ク□スオー 
バー周波数などを設定します。 この項目は、すべての 
MCACC MEM 日 RY に共通の設定となります。 

スピーカー 出カレベルの設定 

リスニングポジションでの各チャンネルの音量レベルを 
一定に合わせる設定です。 

スピーカーまでの距離の設定 

距離を設定することで各チャンネル間の遅延(ディレイ） 
を算出•補正します。 


定在放制御 

壁などの影響で発生した低域の特定周波数での極端な 
ピーク音を除去します。 

残響特性の測定 

U ス ニン グルームの残響特性を測定し、 MCACC の補正 
精度を向上します。 

視聴環境の周波数特性の補正 (Aco Cal EQ Pro ) 

スピーカーの種類や、部屋の環境差によって生じた各チャ 
ンネル周波数特性のばらつをを補正します。 EQ 補正の 
カーブち3タイプか5選べます。 



ホームメニュー画面を開くまでの手順です。ここから各設定の操作に進めます。 



入力なお 

/,レ、 


_ 已〇 DVD DVR/BDR HDMI 

□ 口 □□ 


ロロ 

iPod USB CD-R 


CD NETRAD に ADAPTER 


ロロ 

VIDEO テレ!::^巧 


□ ロロ □ 

_ 入力切巧 _ IAV7V71 ^ 

因因 ■ —2 





1 本機とテレビの電源び切れている場合 

(、む）は、電源を入れる。 

テレビに本機の出力映像び表示されるよラ 
に、テレビ側の入力切換を合わせておきまず。 


2 リモコンを AV アンプ操作モードにする。 


3 


もム- 

因 


ホームメニューボタンを押ず。 

テレビ画面にホームメニュー画面びま示さ 
れます。 



4 ホームメニューの設定を行ラ。 

ホームメニューの操作には、下記のボタンを使います。 


リモコンボタン 

本体ボタン 

巧遠 


挡- 

な 


HOME MENU 

1 1 

ホームメニュー画面を開く/閉じる 


♦ ♦ 

寺 ♦ 

ENTER 

カーソル移動と設定値の変更 

選択項目を決定する 


戻る 

ろ 


RETURN 

1つ前の画面に戻る 


• へッ ドホン使巧中は、ホームメニュー画面は表あでをません。 

• 約已分間放置ずるとホームメニュー画面には自動的にスクI」ーンセー 
バー機能び働去ます。 

. 一度登歸した設定内容は本繳こ記憶されるため、本機を使用するたびに設定 
し直ず必要はありません。ただし、スピーカーシステムの構成や配置を変更 
したり、新しくスピーカーを追加したときには、設定し直す必要びあります。 
. ホーム;><ニューの設定中は電源を切らないで<ださい。電源を切るとを 
はホームメニューの設定を終了して<ださい。 






































































































—卜 MCACC で詳細に測定/設定する 


音の詳細設定 


オートセットアップ(フルオート MCACC ) の昼本のな使用方法は r スピーカーの自動設定を巧ラ 
MCACC 〜」（一38ぺージ)をご覧ください。 


'フルオート 
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比.才ート MCACC 

•yy 


SYt«ETRY 
ALL CH ADI 
FR 如 fTALIGt 
TMCl ビ- 


スビーカー BS 
スビーカー出カレベル 
MLWM 〇阶1 スビーカーミでの店 ■ 
MltvEMO 阶2 EQPm&IE 励巧 B 


IスタートI 

因が7 巧因 


比.才ートド 
AV7 ン 

が目 

CACC 

スビーカ ーK 定 
スビーカー出カレベル 
スビーカーまでの店 ■ 
EQPm& ち在巧电旧 

ぉ因 

ALL CH API 
FRONT 化田 H 
THX スビーカー 

面が 

KlNCM0nY2 

M3.t«MORY3 

NO 

I スタート I 


「Aco Cal E 日 Pm 」 （周波数特性の補正)と 
「定在波制御」の効果は、それぞれの MCA 仁 C 
MEMORY で曰 N / OFF を切り換えることび 
でをまず。詳しくは r オーディオ調整機能を 
使用する」（一62ページ)をご覧ください。 

各スピーカーと視聴環境との柜互作用に 
よって、まれに才ート MCACC の測定び正し 
く巧われないことびあります。その場合は手 
動で設定を調整することをお勧めします。 


PUSH 日戶 EN タブを押して、端子カバーを 
取りがしてください。 

本機の MCACC SETUP M に端テに付属 
セットアップ用マイクを差し込みます。 
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お手持ち 
の兰脚 


兰脚などの上にセットアップ用 
マイクを固定してください。 

U スニングポジションに設置し、 
マイク部を耳の高さに合わせ 
て < ださい。 


THX は THX 社の商標です。許巧のをとに 
使用されています。不許複製。その他すベて 
の商標は、それぞれの所有をの所有物です。 


90ぺージの手順1〜3までを行う< 


2 [1 .アドバンスド MCACC ] を選んで巧定ずる。 

3 [ b . 才ート MCACC ] を選んでミ夫定ずる。 

オート MCACC 画面び表示されます。 

斗測定/設定の頂目を選択する。 

各項目に対する測定/設定内容は、画面ち側に表示され 
ます。 

[を項目]: すべての項目を測定/設定します。 

[スピーカーシステムな持]: スピーカーシステムの 設定 
し U 外の全項目を測定/設定します。 

[スピーカー設定] ([全項目]、[スピーカー設定]を選択し 
たとをのみ設定可能）： THX 認証のスピーカーを使用し 
ているときは 「 YES 」 を選択します。このとを、[スピー 
力一設定] はすべてのスピーカーび SMALL (ル)になり 
ます。 

上記が： それぞれの項目について測定/設定します。 

• [スピーカー設定]は、[全項目]で測定するたびに測定 
結果び更新されます。 

• フルオート MCACC や[全項目]での測定後に U ス ニン 
グポイントを変えて測定したいとをは、[スピーカー 
システムな斑で測定してください。 

• 使用するスピーカーの構成を変更した場合は、フルオー 
卜 MCACC または[全項目]で測定し直してください。 
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保を巧を選択ずる。 

測定/設定した結果のイ呆存先を [ Ml . MEMORY 1] 〜 
[ M 己. MEMORY 日]から選択します。 

• MEMORY 内のデータは上書をされます。 

• 測定終了後、 MCACC ボタンを押して MEMORY を切 
り換えることで、本機を各補正後の状態にすることび 
でをます。（一60ぺージ） 

付属のセットアップ用マイクを接続ずる。 

U スニングポジションにマイクを配置します。マイクの 
接続は左の図をご覧ください。 

• セットアップ用マイクは、=脚などを使用して U スニン 
グポジションに設置してください。テーブルやソファー 
の上などに置くと、 正しく測定できない場合びありまず。 


/ [スタート]を選んでミ夫定ずる。 

オート MCACC で選択した項目の自動測定に進みます。 
「アドバンスド MCACC 」 のメニユー画面び表示されたら 
自動測定は終了です。測定び終わったら、必ずセツトアツ 
プ用マイクを本機から抜いてください。 

測定した内容を確認することびでをます。 「 MCACC デー 
夕を確認する」（一100ページ)をご覧ください。 


留設定 


1 
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音の詳細設定 

EQ タイプ(細涼損境の周液数特性の補正)について 

E 日タイプは[全項目]、[スピーカーシステム保持]を選択したとさのみ設定巧能です。 

各 E 日タイプの保存先をそれぞれ設定すれば、一度の測定で複数タイプの EQ 補正が行われ、内容が保をされます。 
なお、に丫 MMETR 丫 」、 FALL CH ADJ 」、「 FR 日 NT AUGN 」 のうち1つを測定すれば、他の項目は測定を省略 
でさます。 

.「SYMMETR 丫」 一 L / R でペアになっているスピーカー]組ごとの周波数特性をフラットに補正します。センターなど 
ペアでないスピーカーは個別に補正します。位ネ目特性を重視した補正をしたい場合にお勧めします。 

.「ALL CH ADJ 」一 全チャンネルの周波数特性を、それぞれ個別にフラットに補正します。周波数特性を重視した捕正 
をしたい場合にお勧めしまず。 

• [FRONT AUGN 」ー フ□ント1；(外のスピーカーをフ□ントの特性に合わせこむ補正をします(フ□ントスピーカーは補 
正しません)。フ□ントスピーカーの特性を重視した捕正をしたい場合にお勧めします。 

その他の設定項目について 


「 MCACC 」 ： 

( はート MCACC 」 で[スピーカー出カレベル]、[スピーカーまでの距離]、 [ E 日 Pm &定在波制御悼選択した 
とをのみ設定巧） 

測定/設定値の保存先を選びます。各項目についてのデータのみ上書さされます。 

「 EQ タィプ」： 

( はート MCACC 」 で [ E 日 Pra &定在波制御]を選択したときのみ設定巧） 

E 日補正カーブ(視聴環境の周波数特性の補正)を1つ選択します(各 EQ 補正カーブの説明は上記をご覧 < ださい)。 

r 定在波制御を点測定」： 

( はート MCACC 」 で [ E 日 Pra &定在波制御]を選択したときのみ設定 
巧） 

[丫 ES ] にすることでメインの U スニングポジションとそれ！;(外のリス 
ニングポジション2力所(計3力所）の定在波制御を行ラことができま 
す。設定の手順は GUI 画面に従って、ちのイラストのようにインポ 
ジションでの測定が最後になるよラにセットアップ用マイクを設置し 
ていさます。 U スニングポジションを1力所でお楽しみいただくとをは 
[ NO ] にすることをお勧めします。 

フルオート MCACC のデモモードについて 

アドバンスド MCACC の[デモ]を選ぶと、フルオート MCACC のデモモードになります。デモモードはセットアップ 
用マイクを使用せずに行ラことが可能で、スピーカーを接続していればテストトーンを出力されます。デモモード 
での測定内容は本機の設定に反映されず、エラーを発生しません。デモモードは一度開始すると繰り返し行われま 
す （1 回目が終わるとスクリーンセーバーが働きます)。終了させるには戻るボタン対甲してください。 


2力所目の 3力巧目の 

U スニングポジション U スニングポジション 



メイン U スニングポジション 
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音の詳細設定 


リスニング損境をお巧みに調壁する〜マニュアル MCACC 〜 


マニュアル MCACC では、設定をより詳しく手動で調整することがでさます。それぞれの調整を行ラ前に、政下の操 
作を行って調整したい MCACC MEM 日 RY を選びます。 


設定にはセットアップ用マイクを使用するこ 
とびあります。マイクの接続のしかたは、39 
ページをご覧ください。マイクを接続する際 
は、ホーム六ニューボタンを巧してホームメ 
ニュー画面び表示されている状態で差し込ん 
でください。 

ホーム;^ニュー画面び表示されていない状態 
でマイクを差し込むと、フルオート MCACC の 
スタート画面になります。 


IAV 7 ンプ1 


リモコンを AV アンプ操作モードにする。 


ク MCACC 

ご回 


3控ム- 

因 


MCACC MEMORY を選ぶ。 

押すたびに MCACC MEM 日 RY が切り換わ 
ります。 

ホームメニユーを表示ずる。 



-出カレベルの微調整 (Fine Channel Level ) 


フ□ント左スピーカーを基準として、その他のチヤンネルレベルを調整します。還択したチヤンネルとそのチヤン 
ネルに巧して基準となるチヤンネルからテストトーンび再生されまずので、両方のテスト I -- ンび同じ大きさに聞 
こえるように調整します。 



4 [1 .アドバンスド MCACC ] を選んでミ夫定ずる。 

b [ C . マニュアル MCACC ] を選んでミ夫定ずる。 

已 [1 .Fine Channel Level ] を選んでミ夫定ずる。 

スピーカー出カレベルの微調整を行5画面になります。 

テストトーンは大さな音で再生されます。 
MASTER VOLUM 曰ま自動的に0.日 d 目にな 
意 り、テスト!-ーンが再生されます。 


盛 


/ フ□ント左チヤンネルのレベルを調壁してミ夫定ずる。 

フロント左チヤンネルからテストトーンび出力されます。 
音圧計をお持ちの場合は、音圧レベルを C ウェイト/ス 
□-モードで7已 dB SPL に調整してください。 
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フ□ントちチャンネルか5順番に、各チャンネルの 
レベルを調整する。 

還択したチャンみレとそのチャンネルに対して基準となる 
チャンネルから、交互にテスト!''ーンび出力されます。両 
方のテストトーンび同じ大ささになるよラに調整します。 

一12.0 dB から +12.0 dB の範囲内で、0.已 dB 間隔で 
調整することびでをます。 


9 戻るボタンを押す。 

スピーカー出カレベルの微調整を終了します。 


サプウーファーからのテストトーンは周波数び低いため、実際のレベルより 
をルさく聞こえる場合びあります。 


応用設定 
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音の詳細設定 


スピーカーまでの距離の微調整 (Fine SP Distance ) 


フ□ント左スピーカーを基準として、その他のスピーカーの距離を調整します。 
選択したチヤンネルと、そのチヤンネルに対して基準となるチヤンネルからテス 
トパルスが再生されます。その2つのスピーカーに対して U スニングポジション 
からち図のよラに向さ、2つのテストパルスの聞こえるポイントが中央に定位す 
るよラに数値を調整します。このときさ6に細かく中央に定位させたいときは、 
スピーカーの位置を数 mm 単位で動かしたり、向ををかし動かすことでポイント 
を中央に定位させることがでさます。 



fjK — ムメニューでほ用するボタン I 
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Ic マニュアル MCACC 



3. 定在巧冉 a 

4. EQCDRB 

5. EQ ブ□フェツシ a ナル 



スピーカーまでの距離調整とは 

距離の調整は、映儘の「ピント合わせ」によく似て 
いまず。ピントび合っていない映像はどこで見て 
をぼやけて見えますび、ピントび合った映像は遠 
<からでち見ることびで去ます。音の焦点を同じ 
で、ある一点(マイクを置いた1」スニングポジショ 
ン）に音源からの到達時間をしっかり合わせるこ 
とで、 U スニングポジションー点だけでなくマル 
チチャンネル環境における音場全体を正しくお成 
します。 


4 

[1 .アドバンスド MCACC ] を選んでミ夫定ずる。 

己 

忙.マニュアル MCACC ] を選んでミ夫定ずる。 

6 

[2. Fine SP Distance ] を選んでミ夫定ずる。 

スピーカーまでの距離の微調整を行5画面になります。 


[ A テストパルスは大をな音で再生されます。 

/1\ MASTER VOLUME は自動的に日.日 dB にな 
注意 0、テストパルスび再生されます。 


/ フ□ント左チャンネルのスピーカーまでの実測距 
離を入力してミ夫定ずる。 


8 フ□ントちチャンネルか5順番にスピーカーまで 
の距離を調整する。 

選択したチャンネルとそれに巧して基準となるスピー 
カーから、テストパルスび出力されます。 

0.01 m から 目. 日日 m の範囲内で、 日.日 1 m (1 cm ) 間隔 
で設定でをます。 

9 戻るボタンを押ず。 

スピーカーまでの距離の微調整を終了します。 


f . サブウーファーのテストパルスは他 ch と音色び異なります。サブウー I 
ファーの音びはっさり聞こえるよラに調藝して<ださい。また、サブウー 
ファーの調整はお持ちのスピーカーの低域再生能力によって、設定値を上 
下したりスピーカーの位置を変えてを聞こえ方の蜜化びわかりにくい場 
をびありまず。 

. テストパルスの聞こえるポイントびどラしてち中央に定位しないと定は、 
スピーカーと本機の©、©端子び正しく接続されているかを確認してくだ 
さい。思と0び逆に接続されていると中巧に定位しません。 


94 



















































定を液フイルターの調整(定在波制御) 


音の詳細設定 


才ーデイオの世界で問題となる定在波 ( Standin 呂 Wave ) は、音波が壁などで反射し、もとの音波と干渉すること 
で発生します。定在波は特定の低域周波数に極端なピークなどが発生したとを音質に悪影響を与えます。定在波の 
穀響はスピーカーの位置や U スニングポジションによってを変化します。ここでは実際に音楽ソースなどの再生音 
を聴さながら、定在波の影響を制御します。 




音声入力で HDMI を選んでいるときは、実際に音 
を聞をなびらの補正を行ラことはで去ません。 
オーディオ調整機能の 「 S - WAVE 」 の項目を 
rS-WAVE OFF 」 にしている M 巳冉 CC MEMORY 
でここでの設定を行ラと、自動で rS-WAVE ON 」 
に切り換わります(^62ぺージ)。 


4 [1 .アドバンスド MCACC] を選んで決定ずる。 

b [ C . マニュアル MCACC] を選んで決定ずる。 

6 [3. 定在波制御]を選んで決定ずる。 

定在波制御のフイ>1レター設定画面になります。 
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「フイルターチャンネル」を選ぶ。 

どのチャンネルの定在波を制御するか選択します。 

各チャンネルごとに巧意された、3つのフイルターで定 
在波の影響を制御します。 

[ MAIN ] :センタースピーカーとサブウーファーし U 外の 
すべてのチヤンネル 
に enter ] :センターチヤンネルのみ 
[ SW ] :サブウーファーのみ 
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フィルターN0.1か 5N0.3 について、各頂目を 
調整ずる。 

freq :各フィルターの中む周波数を、己3 Hz 〜2已0 Hz 
の範囲で調整します。 

Q ： 各フィルターの帯域幅を 2.0 〜 9.8 の範囲内、 0.2 間 
隔で調整します。数値び大をくなるほど帯域幅はより狭 
くなります。 

ATT : 各フィルターの減衰量を、0.0 dB 〜12.0 dB の 
範囲内、0占 dB 間隔で設定します。 

•「 TRIM 」 はサフウーファーのレベルを一 12.0 dB 〜 
+ 12.0 dB の範囲内、0.己 dB 間隔で調整します。手順 
7でに W ] を還んだとをのみ調整することびできまず。 

9 戻るボタンを押す。 

定在波フィルターの調整を終了します。 


応用設定 
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音の詳細設定 


チヤンネルごとの周波数特性の補正 ( EQ の調壁) 


巧正カーブを手動で調整しまず。下記の調整を行ラ前に、 MCACC ボタンでどの MCACC MEMORY の E 日値を調 
整するか還んでおをます。 
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7 
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I M [•ao い扣 sil't&s] 軒 011 ao][o.ol 


田125古0500 化 2k 4k Bk 16k TRIM 

因 »7 因 


4 

[1 .アドバンスド MCACC ] を選んで巧定ずる。 

已 

にマニュアル MCACC ：] を選んでミ夫定ずる。 

6 

[4. EQ の調壁]を選んで巧定ずる。 

浦正カーブの調整画面になります。 


A テスト1ンは大きな音で再生されます。 

/1\ MASTFR Vni UMF はち動的に 0.0 dR に 
注意 なりテスト!''ーンび再生されまず。 


7 調壁したいチャンネルを選ぶ。 


8 調壁したい周波数帯域を選んで調壁する。 

一12.0 dB から +12.0 dB の範囲内で、0.已 dB 間隔で 
調整することびでをます。 


• 調整中に 「 OVER !」 びディスプレイに表示されたと去は、その帯域 
または他の帯域のレベルび高すぎるので、 「 OVER !」 表示び消える 
まで、さまざまな帯域のレベルを下げて < ださい。 

. 「スピーカー設定」で SMALL (ル)に設定されたチヤンネルは「63 
Hz 」 を選ぶことはできません。 

.「 TRI VI 」では、それぞれの帯域を調整することで、変わってしまっ 
た全体的なレベルのバランスを再調整しまず。 


9 手順7〜8を繰り返して、各チャンネルの周波数 
帯域を調壁ずる。 


f オーディオ調整機能の 「 EQ 」 (周波数特性の補正)の項 1 
目をに日 OFF 」 にしている MCACC MEMORY でこ 
こでの設定を巧うと、自動でに日 ON 」 に切り撰わり 
ます。(一 62 ぺージ） 

ん -- -- —— 


10戻るボタンを押ず。 

チヤンネルごとの周波数特性の補正を終了します。 


96 



























































































音の詳細設定 


部屋の残響特性の測定と残響を考慮した補正 ( EQ プロフェツシヨナル) 


視聴環境の残響特性(音の響さ方)が99ページのケース1〜3のいずれかに当てはまる場合は、この E 日プ□フェツ 
シヨナルを行ラことで、理想的な音場に補正されます。 

GUI 画面(テレビ画面)に表示される残響特性を参考にしなが6、周波数特性の補正を行ラための r 時間軸上の位置」 
をお好みで選択し補正を行ってください。 

また、周波数特性の補正後における視聴環境の残響特性を US 目 X モ U —に転送して、パソコンで取り込んだあと 
にパソコン画面上で詳しく確認することをでさます。 US 目><モリーの接続については3已ページをご覧くださし、 


.[アドバンスド EQ セットアッスを行う前に必ずフルオート MCACC (一38ページ）を行ってくださし、フルオー 
卜 MCACC では残響特性の測定から最適な時間位置による E 日補正を含めすベて自動で行われるため、理想的な環 
境に補正されます。 

. [アドバンスド E 日セットアッ刀は、し U 前に測定したフルオート MCACC (一 38ぺージ）または才ート MCACC 
目 1 ページ ) の補正カーブを上書きしてしまいますのでごを意ください。過去の デ — 夕を残したいときは、別の 
MCACC MEM 日 RY を選んでか 日 [アドバンス ド E 日 セットアップ]を行ってください。 

「残響特性の確認」では、定在波制御の設定値によって残響特性のグラフに違いび出ることびあります。フルオート 
MCACC では、定在波の影響を排除した残響特性グラフび表示され、「残響特性の測定」では定在波を制御せずに残 
響測定するため、定在波の影響を含んだ残響特性グラフび表示されます。 


4 [1 .アドバンスド MCACC ] を選んで巧定ずる。 


5 [ C . マニュアル MCACC ] を選んで決定ずる。 


6 [瓦 EQ プ□フェツシヨナル]を選んで巧定ずる。 


/ [ a . 残響特性の測定]を選んで決定ずる。 


8 [ EQ オフ]またはに Q オン]を選ぶ。 

• [ EQ オフ]では、 E 曰補正前の残響特性を測定します。 

• [ EQ オン]では、現在選択している MCACC MEMORY 
の EQ で、 E 日補正後の残響特性を測定します。あ 
らかじめ、補正後の残響特性を測定したい MCACC 
MEM 日 RY を選択したラえで、このメこューへ進んで 
<ださい。 


9 マ イクを接続して残響特性の測定の準備をずる。 

I . 付属のセットアップ用マイクを本機に接続したら、=脚などを使 
巧して U スニングポジションに設置してください。テーでレやソ 
ファーの上などに置くと、正しく測定でさない場合びあります。 
( TV モニターの近くには設置しないでください。） 

. 測定中は静かにしてください。 

. スピーカーと U スニングポジションの間にある障害物を取り除 
I いて < ださい。 


10 [スタート]を選んでミ夫定ずる。 

残響特性の測定になります。測定にはおよそ1〜3分程 
度かか D ます。 

測定終了後、測定結果を GU I 画面で確認するとをは手順 
11へ、パソコン画面で確認するとをは 戻る ボタンを3回 
押してから r 各種測定結果のパソコン表示機能」 （^99 
ページ)へお進み<ださい。測定結果を確認せずに周波 
数特性の補正を行ラとをは、手順14へお進みください。 


ホームメニューで使用するボタン 
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応用設定 


97 







































音の詳細設定 





. 一度を残響特性の測定を巧っていな 
い場合(残響特性データびない場を） 
は 「No Data 」 び表示されます。 


14 



11 [ b . 夕丟響特性の確認]を選んでミ夫定ずる。 

残響特性の測定結果(残響特性グラフ)びま示されます。 

1 g 測定結果を確認したいチャンネル、周波数を選ぶ。 

各チャンネルにおける各周波数の残響特性を確認してく 
ださい。グラフの縦軸はレベル [ d 田、横軸は時間 [ ms ] を 
术しています。 

補正前後の表示を切り換えることびでをます。[補正後] 
は EQ 補正後の残響特性を表示します。[補正前]に比べ、 
各周波数び EQ 補正された時間軸上でそろラことび確認 
でをます。 


1 g 戻るボタンを押ず。 

残響特性の測定結果画面を終了します。 

I 部屋の残響特性を改善したいとをはここで服音材の調整などを見 
直し、視聴環境の整備を巧って < ださい。調整後は再度[残響特性の 
測定]を巧い、その効果を醒認することをお勧めします。 


14 [ C . アドバンスド EQ セット アップ] を選んでミ夫定 
ずる。 

補正時間位置を指定する画面にな D ます。 

1ら補正時間位置订 ime Position ) を指定ずる。 

[0-20 ms ] 〜[日 0-80 ms ] の間を10 ms 間隔で選択でき 
ます。 

補正時間位置のまめ方は9日ページをご覧 < ださい。 


5 
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16 必要に応じて 「 EQ タイプ J と r 定在波制御を点測 
定」を設定ずる。 

それぞれの詳しい説明は92ページをご覧ください。 

1/ [スタート]を選んでミ夫定ずる。 

手順1已で選んだ時間帯の音で、周波数特性の補正を自 
動で行います。測定にはおよそ2〜4分程度かかります。 


1 G 戻るボタンを押ず。 

部屋の残響特性の測定と残響を考慮した補正 ( EQ プロ 
フェツシヨナル)を終了します。 

[ MCACC データチェック](一100ぺージ)で測定結果を 
確認でをます。 


本機能の有効活用 

本機の「鶏響特性測定およびグラフ表あ機能」は、 
視聴環境舊備のツールとしてお使いいただけま 
す。スピーカーの L/R (左ち）で特性び大去く臭 
なる場合は、片側の設置に問題びあったり、左ち 
の壁の反射び大をく影響している、などび考えら 
れます。設置の見直しや、吸音材の使用効果など 
を何度お確認しなびら、より理想的な視聴環境を 
つ < ることびでをます。 


. フルオート MCACC を行ったあとでも、[残響特性の確認]で補正前の 
残響特性を表示できます。 EQ タイプ: SYMMETRY で測定を行った場 
合は、補正媛の残響特性(予測値)ち表示でをます。 SYMMETRYLi ( が 
の E 日タイプで測定を行った場合は、補正前の残響特性は表おされまず 
び、補正後の残響特性は 「No Data 」 となりまず。実測による捕正後を 
確認したい場合は、手順8で [ E 日オン]を選んでください。 

. EQ 力ープの特性上、 EQ タイプ: SYMMETRY (および FRONT 冉 UGN ) 
の巧正後の残響特性は各 L / R のチヤンネルを一組のペア （[ Front ] な 
ど)で表示されます 。 ALL CH ADJ では各個別のチヤンネルごとに表示 
されます。 
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アドバンスド EQ セツトアップでの補正時間位置の巧め方 


音の詳細設定 


ケース1 ) 周波数ごとに 残響 特性が異なる場合 

アドバンスド EQ セットアップで [3 日-已日 ms ] く 5いを指 
定すると、スピーカーからの直接音(初期反射音を含む)び 
フラットになり、聴をやすい音場になりまず。 



ケース 2) チャンネルごとに残響特性び異なる場台 

アドバンスド EQ セットアップで [3 日-巳 0 ms ] く 5い 
を指定して補正をすると、直接音の特性びそろった 
理想的な音場でお楽しみいただけるよラにな0ます。 



ケース 3) を体的に残響特性び似ている場台 

アドバンスド EQ セットアップで[目日-8日 ms ] くらいを指 
定して補正することをお勧めします。直接音と残響音をす 
ベて含んだ h —タルでの補正び行われ、理想的な音場空 
間を再現することびでさます。 



る種測定結果のパソコン表示機能 


本機ではアドバンスド MCACC で測定した結果を US 目六モリーに転送し、パソコンでデータを取りこんだあと、 
部屋の補正前後の残響特性の 3 D グラフと MCACC パラ方ーター（測定値)をパソコン画面で確認することがでさ 
ます。 US 目;><モリーの接続については3已ページをご覧ください。 
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2.MCACC データチエック 


a . スビーカー芭を 

b . スビーカー出カレベル 
C. スビーカーまでの巧 ■ 
d . 是な巧な9 

C Cal EQ 


回 巧了 


S る因 
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2f 測定データ書き出し 


USB ィモ U — を接巧してくだない。 
接巧した6> [OK] を巧してくだない。 


4 [2. MCACC データチ エック] を選んでミ夫定ずる。 

b [ f . 測定データ書き出し]を選んでミ夫定ずる。 

USB メモ U —へのデータ転ち待ち画面になります。 

6 US 己メモリーをフ□ントパネルの iPod / us 己 
端子に接続し、 0 K を選択ずる。 

「お待ちください-' '」と表示され、データの書さ出しを 
開始します。 

/ 「完了しました」と表おされた5、 US 己メモリー 
を取りがず。 

8 戻るボタンを押す。 

r 測定データ書き出し」を終了します。 


残響特性の表示は、最後に測定した残響特性び 「 EQ オフ」であれば周 
波数特性の補正前、 「 EQ オン」であれば周波数特性の補正後の表示を 
ご覧いただけます。詳しくは、専用アプ U ケーシヨンの取扱説明書をご 
覽ください。 

殘響特性データは本機に]つしかイ呆存されません。い<つかの測定結 
果を比較したい場合は、残響測定を巧ラたびに US 日メモ U —にデータ 
を輯送して < ださい。 


応用設定 
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音の詳細設定 


ロルオート MCACC 」 や r 才ート MCACC 」、 「マニュアル MCACC 」 で設定された、1；1下の各設定項目の内容や設定 
値を確認することがでさます。 


スピーカー設定 
スピーカー出カレベル 
スピーカーまでの距離 
定在波制御 
Acoustic Cal EQ 
測定データ書き出し 


スピーカーシステムの設定 
スピーカー出カレべ J レの設定 
スピーカーまでの距離 
定在波制御フィルター設定 
視聴環境の周波数特性の補正値 

:各種データを US 目;><モ11-へ転送します。099ぺージ） 



C. スピーカーまでの 距離 


d . 定在波制御 


が嫌 


[■ 7•(ルター111 ■ フ< ルター211 ■ 7•(ルター 3] 

Freq Q ATT F 〜 □ ATT Freq □ ATT TRIM 

が EiB] PB] uai (Hd IdBI l(S] 

面阿雨间阿田両两田 





I [2. MCACC データチ エック] を選んで決定ずる。 

確認したい設定項目の選択画面になります。 

2 確認したい設定項目を選んでミ夫定ずる。 

3 必要に応じて確認したい MCACC MEMORY や 
Ch などを選ぶ。 

ソースを再生しなびら MCACC MEMORY を変えること 
で、各 MEMORY の設定値を確認しなびらそのサウンド 
の変化を確認することびでをます。 

他の設定項目を確認するとをは、戻るボタンを押して手 
順2へ戻ります。 

斗戻るボタンを押ず。 

[ MCACC データチ エック] を終了します。 


e . 周波数特性の補正 




MCACC テータをお認する （ MCACC データチ I ック) 
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MCACC MEMORY のデータを管理する〜 


音の詳細設定 
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1 [3. データ管理]を選んでミ夫定ずる。 

確認したい設定項目の選択画面になります。 

2 [ a . MCACC メモリーの名称変更]を選んでミ夫定 
ずる。 

名前を変更したし) MCACC MEMORY の選択画面になり 
ます。 

3 名前を変更したい MCACC MEMORY を選んで 
名前を変更ずる。 

他にも名前を変更したい MCACC MEMORY びあるとを 
は選んで変更します。 

斗戻るボタンを押す。 

[MCACC メモ U —の名称変更]を終了します。 


3a.MCACC メモリーのを巧を更 

AV7 ンフ 

MCACC ポジション«巧 SS 


r フルオート MCACC」 や r オート MCACC」、r マニュアル MCACC」 などで設定された各種設定内容や設定値を 
コピー、消ますることができます。また MCACC MEM 日 RY の名前を変更することをでをます。 


設定データの名前をを更ずる (MCACC メモ U— のを祿変更) 


MCACC MEM 日 RY1 〜 日の名前を変更することができます。たとえば、映画を楽しむ U ス ニン グポジションで音場 
補正を行ったときは 「MOVIE」、 ゲームを楽しむ U ス ニン グポジションであれば 「GAME」 のように変更することがで 
をます。 

変更したい設定データの名前は！; TF の中から選びます。 

[SYMMETRY] [ALL AD」] [F.ALIGN] [MOVIE] [MUSICl [GAME] [PARTY] [SOFA] [SEAT] 


応用設定 




i 茂 I 茂 
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3 

コピーずる内容を選ぶ。 

[全データ]を選ぶと、コピーされる MCACC MEMORY 
のすベての内容をコピーします。 

[レベルと距離のデー列を選ぶと、コピーされる 
MCACC MEMORY のスピーカー出カレベルとスピー 
力一までの距離の設定のみコピーし ます。 

4 

コピーしたい MCACC MEMORY を選ぶ。 

已 

コピー先の MCACC MEMORY を選ぶ。 

6 

[0 K ] を選んで巧定ずる。 

コピー確認のメッセージび表示されるので、 [ YES ] を選 
びます。 

[ N 0]を選ぶとコピーは行われません。 


r 完了しました」と表示されたらコピーは終了です。 


音の詳細設定 




一夕を3ピーする (MCACC メモ U— のコピ 


「フ ルオート MCACC 」 や「才ート MCACC 」、 「マニュアル MCACC 」 で設定された MCACC MEM 日 RY を、他の己つ 
の MEM 日 RY のいずれかにコピーすることがでをます 。 MCACC MEM 日 RY は全部で6つまで設定することがで 
さます。 



[3. データ管理]を選んで巧定ずる。 


2 阳. MCACC メモリーの〕ピ ー] を選んで決定ずる。 

コピーしたい MCACC MEM 日 RY (コピー元)と、コピー 
される MCACC MEM 日 RYp ピー先)の選択画面になり 
ます。 



設定データを消去する (MCACC メモリーの消去) 


日つある MCACC MEMORY の中から、必要のない MEMORY の内容を消モします。 



[3. データ管理]を選んでミ夫定ずる。 


2 [C. MCACC メモリーの消去]を選んで決定ずる。 

消去したし ) MCACC MEMORY の選択画面になります。 

3 消去したい MCACC MEMORY を選ぶ。 

4 [ OK ] を選んで巧定ずる。 

消去確認のメッセージび表示されるので、 [ YES ] を選び 
ます。 

[ N 0]を選ぶと消去は行われません。 

「完了しました」と表示されたら消去は終了です。 
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5 他にも消去したい MCACC MEMORY びあるとき 
は手順2〜4を繰り返ず。 






















































スピーカーの 詳細設定 


スピーカーの 音を 調 壁す る〜 



アルスピーカー設定〜 


r スピーカーの自動設定を行ラ」038ページ)でオートセットアップを行った場をは、すでに設定されています。 
必要に応じてお好みで再設定でをます。 



•の使用用途を選がする 



ーシステム) 


本機はサラウンドバックスピーカー端モやスピーカー端子固をさまざまな用途に使用でさます。ここではこれ6の 
端子の用途を設定します。1;|下の項目から選択します。 

ンーマル (SB/FH)] :サラウンドバックおよびフ□ントノバトスピーカーを接続した一般的なサラウンドシステム 
ンーマル (SB/FW)] :サラウンドノ くックおよびフ□ントワイドスピーカーを接続した一般的なサラウンドシステム 
[Speaker B] インの己. Ich システムの音を、インとは別に 2ch ダウンミックスしたステレオ再生用 
[Front 团 -Amp] :フ□ントスピーカーのバイアンプ駆動用(已 .Ich システム） 

[ZONE 2] :本機のある部屋けインゾーン)とは別の部屋(ゾーン 2) のステレオ再生用 

また、サラウンドバックスピーカーを接続している場合は、サラウンドスピーカーの設置位置 (Suit Pos) を指定し 
ます。本来の己. Ich サラウンドチヤンネルは斜め後方から聞こえるように収録されていますが、 7.1ch ヴラウ 
ンドの推奨スピーカー配置では、サラウンドスピーカーを U スこングポジションの真横 ( 横 ) に配置するため、 
己. Ich のサラウンドチヤンネル音声が真横から聞こえてしまいます。このような場含、本機でサラウンドチヤ 
ンネル音声をサラウンドスピーカーとサラウンドバックスピーカーで5ックスし、 U スこングポジションの斜 
め後方から正しく聞こえるよラに出力します。 

詳細については、 r スピーカーの配置/使用パターンを選ぶ」（一1已ぺージ)をご覧ください。 



[Speaker 日]を選ぶと、フ□ント八イトおよび 
フ□ントワイドスピーカーについてのを種設 
定を行ラことはで去ません。 

[Front 曲- Amp]、[ZONE 2] を選ぶと、サラウ 
ンドバックおよびフ□ント八イト、フ□ントワ 
イドスピーカーについてのを種設定を行ラこ 
とはでさません。 


1 [4. システム設定]を選んで決定ずる。 

2 [ a . マニュアルスピーカー設定]を選んで決定ずる。 

3 [1. スピーカーシステム]を選んでミ夫定ずる。 

スピーカーシステムの選択画面が表示されます。詳しい 
説明は上記をご覧<ださい。 

4 [ノーマル ( SB / FH )] か[ノーマル ( SB / FW )]、 
[ Speakers]、[Front Bi - Amp]、[ZONE 2] の 
いずれかを選ぶ。 

b 手順4で[ノーマル ( SB / FH )] か[ノーマル ( SB / FW )]、 
[Speaker B ] を選んだ場合、サラウンドスピー 
力一の設置位置 ( Suit Pos ) の設定を選ぶ。 

視聴位置の真横に設置している場合は横を、斜め後ちに 
設置している場合は をち を選択します。 

6 [0 K ] を選んで巧定ずる。 

「設定を変更しますか？」と確認画面び表示されます。 

/ [ YES ] を選んでミ夫定ずる。 

選択画面に戻って設定し直す場合は、 [No] を選んでくださし、。 


8 戻るボタンを巧す。 

[スピーカーシステム]の設定を終了します。 
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応用設定 




































スピーカーの 詳細設定 


スピーカー接続とほ音再生能力を設定する 


各チャンネルに接続されたスピーカーの有無や低域再生能力の大小を設定することで、再生するソースの全音域 
を最適なチャンネルへ配分します。お持ちのスピーカーシステムや視聴環境などに含わせて、正しく設定してく 
ださい。に MALL ] (ル)に設定されたスピーカーがあるとき、何 Hzl ^ TF の低音域を他のスピーカー(サブウーファー 
を含む) で再生するか、 または LFE 信号の何 Hz !；! 下の低音域を再生するかを X . 日 VER (ク□スオーバー周波数)の 
設定で行います。サブウーファーの再生する音域成分については、次ページをご覧ください。 



4 



4 a 2 .スピーカー設を 

KTF'jV 


Center : 
PH 

LARGE 

LARGE 

i 忌 1 


SB 

SW 

义 OVER : 

LARGE X な 

YES \\ 

80Hz 一く 

：> 

》ク 

面が 


巧因 


r. THX 認証のスピーカーシステムをご使用の隙は、] 
すべて EMALL ] に設定してください。 

. 工場出荷時、クロスオーバー周波数は [80 Hz ] に 
設定されています。 

.THX スピーカーをご使用の場合、ク□スオーバー 
周波数は [80 Hz ] に設定してください。 

. それぞれのスピーカーの性能によりますび、ル型 
スピーカーを使用している場合、ク□スオーバー周 
波数は [20 日 Hz ] に設定することをお勧めしまず。 

ん - 


1 

[4. システム設定]を選んでミ夫定ずる。 

2 

[ a . マニュアルスピーカー設定]を選んでミ夫定する。 

3 

にスピーカー設定]を選んでミ夫定ずる。 

スピーカーシステムの設定になります。 


4 それぞれのスピーカーについて、それ 5 のサイズ 
や再生能力に合わせて設定ずる。 

スピーカーごとにし U 下を選べます。各項目の意味と設定 
方法については、下記の説明をご覧ください。 


Front (フ□ント） 

[LARGE] [SMALL] 

Center ( センター） 

[LARGE] [SMALL] [NO] 

FH (フ□ント八イト）または 
FW (フ□ントワイド） 

[LARGE] [SMALL] [NO] 

Suit (サラウンド） 

[LARGE] [SMALL] [NO] 

SB (サラウンドバック） 

[LARGE X 2] [LAR 白 E X ]] 
[SMALL X 2] [SMALL x 1][NO] 

SW (サブウーファー） 

[YES] [PLUS] [NO] 

X.0VER 

(ク□スオーバー周波数） 

[50Hz] [80H 之 ] [100Hz] 

[1 已 OHz] [200Hz] 


5 戻るボタンを押ず。 


[スピーカー設妇を終了します。 


スピーカー 設定の 目ま 


スピーカー組み合わせ可能一覧 


Front (フ□ント） 

[SMALL] 

[LARGE] 

Center (センター） 

[SMALL] [NO] 

[LARGE] [SMALL] [NO] 

Suit (サラウンド） 

[SMALL] 

[NO] 

[LARGE] 

[SMALL] 

[N0] 

FH (フロント八イト)または 
FW (フ□ントワイド） 

[SMALL] [NO] 

[NO] 

[LARGE] [SMALL] 
[N0] 

[SMALL] [NO] 

[NO] 

SB (サラウンドバック） 

[SMALL X 2/ X 1] 
[NO] 

[NO] 

[LARGE X 2/ X 1] 
[SMALL X 2/ XI ] 
[NO] 

[SMALL X 2/ XI ] 
[N0] 

[NO] 

SW (サブウーファー） 

[YES] 

[YES] [N0] [PLUS] 


太字：工場出荷時の設定 


に MALL] :低域再生能力び十分ではない小型スピーカー 

(低音蛾は他の [LARGS スピーカー令サブウーファーか 5 出力） 

[LARGE] :低域再生能力のあるフルレンジ-スピーカー 
[ X 2/ X 1] :サラウンドバックスピーカーの接続本数に本または]本） 

[YES] :サブウーファーを接続している場合 

[PLUS] :フロント/センターの低域成分をサブウーファーからも同時に出力させる、低域の再生量び最もをし VE- ド 

常にに ch 再生時でも）サブウーファーか6低蛾び出力されるため、量感のある重低音をお好みの方にお勧 
めの設定（詳しくは次ページの図を参照） 

[N0] :接続していない場合(該当 ch の成分は他のスピーカーより出力） 

irVl サブウーファーの[円 JJS] は、フルオート MCACC やオート MCACC では設定されません。お好みに応じて設定を変更して 
I リ4 ください。 





















































スピーカーの 詳細設定 


サブウーファーの再をする音域が分 


フ□ント、センタースピーカーの設逊こよってサブウーファーの再生する音域成分は、し: TF のよラになります。 


フ□ント/センター 
スピーカー 

サブウーファー 

SMALL 

YES 

LARGE 

YES 

LARGE 

NO 

LARGE 

PLUS 


LFE (超低域効果音)成分 


低域成分 


中高域成分 




ヴプウーファーの再生音域 
フ□ント/センターの再生音域 


A 


ク □ スオ ー A "— 周波数(工場出荷時: 80 Hz ) 

お手持ちのスピーカーに合わせて設定して < ださい 


サブウーファーを [ PLUS ] に設定した場合、サブウーファーのな域成分とフ□ントのな域成分の打ち消し合いび発生し、十分なな音の 
効果び発揮されないことびあります。このような場合は、才ート MC 冉巳 C でスピーカーの距離の設定を行い卜91ぺージ )、 PHASE 
CONTROL モードを rON 」 にしてくださし、(一 S 1 ぺージ)。 


テストトーンを聞いて出カレベルを調壁する 



U スニングポジションでの各チヤンネルの音量レベルび一定にそろラよラに調整します。実際に出力されるテス 
トトーンを耳で確かめなび6、手動でをスピーカーの出カレベルを調整します。 



3 



4a3 スピーカー出カレベル 

AV7 ンフ 


を g 


:*:有■のテストトーンび出力 5n ます。 


S 巧ち<ださしい’- 

面*了 

キ干ンセル因 


4 



1 [4. システム設定]を選んでミ夫定ずる。 

2 [ a . マニュアルスピーカー設定]を選んで巧定ずる。 

3 [五スピーカー出カレベル]を選んでミ夫定ずる。 

スピーカー出カレベルの設定になります。 

斗それぞれのチャンネルレベルを調壁ずる。 

一12.0 dB から +12.0 dB の範囲内で、0.已 dB 間隔で 
調整することびでをます。 


サブウーファーからのテストトーンは周波数び低いため、実際のレべ 
ルよりもルさく聞こえる場合びあります。 


音圧計をお持ちの場含は、音圧レベルを C ウェイト/ス 
□ーモードで7已 d 目 SPL に調整してください。 

b 戻るボタンを押ず。 

[スピーカー出カレベル]を終了します。 



上記操作でを各チャンネルレベルの調整を行ラ 
ことびでをまず。 CH レベルボタンを押すたびに 
チャンネルび切り換わります。この場合テスト 
I -ーンは出力されません。通常の再生音で出カレ 
ベルを調整しまず。 （ GUI 表承はされません。） 


応用設定 
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スピーカーの 詳細設定 



—までの距離を調整する 



—までの距離) 


U スニングポジションか6スピーカーまでの距離を設定することにより、各チヤンネルの遅延時間が自動的に算 
出され、 U スニングポジションで適切なサラウンド効果を得ることがでさます。手動で設定する場合は、それぞ 
れのスピーカーから U スニングポジションまでの距離を測り、ここで指定してください。 



f より正確な距離の調整は、 r スピーカーまでの距 I 
離の微調整」（^日4ぺージ)をご覧<ださい。音徹 
や定位感びさらに向上します。 

心 ぶ 


1 

[4. システム設定]を選んで巧定ずる。 

2 

[ a . マニュアルスピーカー設定]を選んで巧定ずる。 

3 

[4. スピーカーまでの距離]を選んでミ夫定ずる。 

スピーカーまでの距離の設定になります。 

4 

設定ずるスピーカーを選んでスピーカーまでの距 
離を設定ずる。 


0.01 m から目.0日 m の範囲内で、日.01 m (1 cm ) 間隔 
で設定でをます。 


5 戻るボタンを}甲ず。 

[スピーカーまでの距離]を終了します。 


臥、部屋での高音域を抑制する 


広い視聴環境では、聴感上高域びきつく聞こえてしまラ傾向びありまず。 X カーブは高域に kHz !；! 上)の周波数を 
減衰させる力ーブで、減衰の傾きは一0.已 d 巨/ oct 〜一3.0祀/〇が (0.5 d 巨ステップ)の巳種類から還お可能です。 
し U 下の表を目まに、部屋の広さや聴感によって、自由に調節してください。 

この補正は 「 E 日の調整」（一9日ページ)の補正値には影響しません。 


部屋の広さによる減衰カーブの目ま 


部屋の広さ 

〜3目 

〜48 

〜目日 m 2 

〜72 m 3 

〜吕00 

〜]000 

減衰カーブ 

-0 .己服 / oct 

—1. OdB/oct 

—1 .已 d 臣 /oct 

-2. OdB/oct 

—2 .己 d 臣 /oct 

-3. OdB/oct 


f ； n - ムメニューでほ用するボタン i 



1 

[4. システム設定]を選んで巧定ずる。 

2 

[ a . マニュアルスピーカー設定]を選んでミ夫定ずる。 

3 

[已.X力ーブ]を選んでミ夫定ずる。 

聴感上の高域補正になります。 

4 

和-►ボタンで高域減衰カーブを調壁ずる。 

—0.5 dB / oct から—;3.0 dB / oct まで、0.5 dB ステップ 
の日段階で調整することびでをます。 

[ OFF ] を選択すると X 力ーフはフラットになり聴感上の高 
域は補正されません。 


106 


5 戻るボタンを押す。 

[ X カーブ]を終了します。 









































































—デイオ設定を巧ラ 


スピーカーの 詳細設定 


ここではし^下の THX オーディオに関する設定を行います。 

Loudness Plus : 

日 N にすることで、音量を下げた状態でをサラウンド感を損なうことなく再生します。詳しくは 「 THX 」 (一116ぺ一 
ジ)をご覧ください。 

SBch 処理 

サラウンドバックスピーカーを接続しているとをの THXU ス ニン グモードの選択方法を選びます。「オート」に設 
定すると、入力している音声信号からサラウンドバックチャンネル信号の有無を検出し、適切な THXU ス ニン グ 
モードを自動で選択します。「マニュアル」に設定すると、お好みで THXU ス ニン グモードが選択でをます。 

SB SP ポジション 

THX Ultra 2 規格で新規に開発された ASA (Advanced Speaker Array ) 技術を用いた 、 THX Select 2 
Cinema と THX Select 2 Music Mode.THX Select 2 Games Mode に最適な効果をもた 6 すための設定です。 
サラウンドバックスピーカー間の距離(日 m 〜 0.3 m 、 日.3 m 〜1 .2 m 、 1 .2 ml ；! 上の3段階)に応じて処理を変化 
させます。スピーカー設定(一104ぺージ)でサラウンドバックスピーカーを [ N 日]または[ XI ]で設定したときは、 
この項目は選択できません。また、スピーカーシステムの設定(一1日3ページ)を 「 Frant 目 i - Amp 」 または 「 Z 日 NE 
2」に選択したときを、この項目は選択できません。 

BGC (Boundary Gain Compensationj : 

THX Ultra 2/ Select 2 準拠のサブウーファーなど、超低域再生能力のあるヴプウーファーを家庭で使用すると建 
物の共鳴や定在波の発生などにより、極端に低音が響<音質となってしまいます。このよラなヴプウーファーを 
お使いの方は、旧 GC 」 を [ ON ] にすると、低域成分が補正されます。詳しくは 「 THX 」 （一11目ぺージ)をご覧くだ 
さい。スピーカー設定(一1日4ページ)でサブウーファーを r 無し」で設定したときは、この項目は選択できません。 


1 [4. システム設定]を選んで巧定ずる。 


2 [ a . マニュアルスピーカー設定]を選んで巧定ずる。 

3 [反 THX 才ーディオ設茵を選んで巧定ずる。 

サラウンドノ（ックスピーカー間の距離の設定になりまず。 

4 「Loudness Plus 」 の [ ON ] または [ OFF ] を選択 
ずる。 


已 rSBch 処理」の[才ート]または[マこュアル]を選 
択ずる。 


6 サラウンドバックスピーカー間の距離を選ぶ。 

[日一0.3 m ]、[>0.3-1.2 m ]、[1.2 m く]のいずれかを 
選びます。 

/ THX Selects SW で [ YES ] を選ぶ。 

[ N 0]を還んだ場合、旧 GC 」 を還択することはできません。 

8 BGC を [ ON ] か [ OFF ] のどち5かに選択ずる。 


9 戻るボタンを押す。 

[ THX 才ーデイオ設定]を終了します。 


'' 、、 



THX Ultra2/Select2 準拠のサブウーファーとは 

が来の THX 準拠サブウーファーの低域特性は、3巳 Hzm 下を12 d 日/ 0 C ね ve で減衰させています。これはルさい部屋では壁面の影 
響で空間利得び生じ、3己 Hz 政下の周波数び自然と持ち上がってしまラためです。双方の特性(ヴプウーファー特性と空間利得)により、 
20 Hz までフラットな周波数特性となりまず。 

2001年に認可を開始した THX Ultra 2/ Select 2 準拠のサブウーファーは20 Hz まで低域特性を伸ばしています。よって、 U スナーと 
ヴプウーファーの位置によっては、低域周波数帯の聴感レベルび極端に大きくなる可能性びあります。その場合は日 oundary Gain 
Compensation を ON にすることにより、壁面の影響によって生じたな域の空間利得を補正し、聴感レベルをフラットにします。 
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応用設定 



































その他の設定 


本機の入力の設定を変更する 


本機の入力の名称表示を変更したり、入力選択時のスキップ設定を行ラことで、入力を選択しやす<でさます。 


デイスプレイに表示をれる入力名をを更する 


ディスプレイに表示される入力名を変更することびできます。日 VD 入力を選択すると、工場出荷時の設定ではの VD 」 
と表示されますび、この表示を自由に変更することびできます。たとえば、接続した機器の名称 ( DV - 日 10 AV ) など 
に変更すれば、どの入カフアンクシヨンにどんな機器び接続されているのかを簡単に確認することびでさます。 


r ホームメニューでほ用するボタン 


1 [4. システム設定]を選んでミ夫定ずる。 


区 V7 ン 3 


□ ►因 



2 出.入力端子の設定]を選んでミ夫定ずる。 

3 名前を変更したいフアンクシヨンを選ぶ。 



r 入力できるのは凹下の文字で、最大10文字まででず。 

ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ 

abcdefghijkimnopqrstuvwxyz 

0123456789 

!"#$〇/〇&|り*+,-./:;<二>?剧 ¥ r_{\r 

(スペース） 


4 

r 入力名 J で[名称変更]を選んでミ夫定する。 

工場出荷時に戻したいとさは[初期値]を選んで決定します。 

已 

和-►ボタンでカーソルを動かして、♦♦ボタン 
で入力ずるで字を選ぶ。 

ti •ボタンを 押し続けると文字び ス クロールします。 

6 

手順 5 を繰り返して入カファンクシヨン名を入力ずる。 

7 

ミ央定ボタンを巧して入カファンクシヨン名をミ夫定ずる。 

他にも名前を変更したい入カファンクシヨンびある場合 
は、手順3〜日を繰り返します。 

8 

戻るボタンを押ず。 

[入力端テの設定]を終了します。 


入カスキップを設定する 


本体の INPUT SELECTOR ダイヤルや U モコンの入力切換ボタンを操作したときに、接続に使用していない入力 
をスキップすることびでをます。 

• スキップ設定を行ってち、 U モコンのマルチコント□ールボタンを巧した場合は、その入力に切り換わります。 


1 [4. システム設定]を選んで巧定ずる。 

2 出.入力端子の設定]を選んでミ夫定ずる。 

3 入力をスキップしたいフアンクシヨンを選ぶ。 

4 r 入カスキップ」で [ ON ] を選ぶ。 

スキップさせない場合は、 [ OFF ] を選びます。 

5 戻るボタンを押ず。 

[入力端テの設定]を終了します。 



r ホームメニューでほ用するボタン 
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□ HCP を ON に設定したとさに IP アドレス 
を DHCP サーバーから取得でさなかった場 
合は、本機の自動 IP 機能を使用して IP アド 
レスを取得しまず。 

自動 IP 機能により設定される IP アドレスは 
1已 9.2 已 4. X . X です。自動 IP 機能により設定 
された IP アドレスでは、インターネットラジ 
才を聴くことはでをません。 

手順3でに.情制を還ぶと、本機の MAC アド 
レスを確認でさまず。 


1 [4. システム設定]を選んでミ夫定ずる。 

2 [ d . ネットワーク設定]を選んでミ夫定ずる。 

3 [1. IP アドレス、プ□キシ]を選んでミ夫定ずる。 

4 DHCP 機能の ON / OFF を選んで巧定ずる。 

ON を選んだ場合は、ネットワークを自動で設定します 
ので手順已の設定はお要ありません。手順日へお進み< 
ださい。 

b IP アドレス、サブネットマスク、デフオルトゲート 
ウェイ、プライマリ ー DNS ヴーバーおよびセカン 
ダ U — DNS サーバーを入力する。 

和-►ボタンでカーソルを動かして、 tl •ボタンで入力す 
る数字を選びます。 

6 プ□キシサーバーの使用の ON / OFF を選んで巧 
定ずる。 

ON を選んだ場合は、手順7へお進み<ださい。 

OFF を選んだ場合は、手順8へお進みください。 

/ プ□キシサーパー名と、プ□キシポート番号を入力 
する。 

和-►ボタンでカーソルを動かして、 t ♦ボタンで入力す 
る文字を選びます。 


その他の設定 


ネットワークの設定を行う 


本機をネットワークに接続してインターネットラジオを聴くための設定を巧います。通常は、 DHCP 機能を日 N (エ 
場出荷時の設定)にしておけば、ネットワークの設定を巧ラ必要はありません。 DHCP サーバー機能びないネットワー 
クに接続しているとさのみ！;のネットワークの設定を行います。設定の際はプ□バイダー、またはネットワーク管 
理ちからの設定値を確認してから設定してください。ネットワーク上の機器の取扱説明書をあわせてご覧ください。 

IP アドレス： 

入力する IP アドレスは下記の範囲で設定してください。下記！;(外の IP アドレスではインターネットラジオを再生す 
ることがでさません。 

CLASS A : 10.0 .0.1 〜10.2已已 .2 已已 .2 已4 
CLASS 目：172.1目.日.1〜172.31 .2 已已 .2 已4 
CLASS C : 192.1目 8.0.1 〜192.1目 8.2 已已 .2 已4 

サブネットマスク： 

xDSL モデムやターミナルアダプターを直接本機に接続している場をは、プ□バイダーから書面などで通知された 
ヴブネットマスクを入力します。通常は2已已 .2 已已 .2 已已.曰が入ります。 

デフオルトゲートウェイ： 

ゲートウェイ(ルーター)に接続している場合は、その IP アドレスを入力します。 

プライマリー DNS サーバー/セカンダリー DNS サーバー： 

プ□バイダーから書面などで通知された DNS アドレスが1つの場合は、「プライマ U — DNS サーバー」に入力してく 
ださい。2つ！;(上の場合は、ちラ1つを r セカンダ U — DNS サーバー」に入力してください。 

プ□キシサーバー名/プ□キシポート番号： 

インターネットにプ□キシサーバーを経由して接続する隙に設定します。「プ□キシサーバー名」にはプ□キシサー 
バーのアドレスまたはドメイン名を入力してください。「プ□キシポート番号」にはプ□キシサーバーのポート番号 
を入力して < ださい。 


応用設定 



設 f ィ 

S 鶏 

黨 |||| 

臣曰 


45 678 


8 0 K を押ず。 

[ IP アドレス、プロキシ]の設定を終了します。 
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その他の設定 


スタンパイが態か5 Web Control 機能を使用する タツ/^ワークスタン / IVJ 


本機と同一の LAN に接続した PC で本機を操作できる rweb Central 」 機能(一79ぺージ)を、本機びスタンノ くイの状 
態でを使用でさるよラに設定します。 


r ホームメニューでほ用するボタン 




1 

[4. システム設定]を選んでミ夫定ずる。 

2 

阳.ネットワーク設定]を選んでミ夫定ずる。 

3 

[3. ネットワークスタンバイ]を選んでミ夫定ずる 

4 

ネットワークスタンパイの設定を選択ずる。 

[ON] :本機びスタンバイの状態でも rWeb Control 」 機 
能び使用でをます。 

[OFF] :本機びスタンバイの状態では rWeb Control 」 機 
能び使用でをません。（スタンバイ時の消費電力を抑え 
ることびでをます） 

己 

戻るボタンを押ず。 

[ネットワークスタンバイ]を終了します。 


その化の設ををする〜その他の設定〜 


12 V 卜 y ガ- 


設定した入カフアンクシヨンび還ばれたとさに、電源などの操作を連動させるための制御信号び12 V 卜 U ガー端 
モか5出力されます。本機には2つの12 V 卜 U ガー端テびあり、それぞれについて設定できます。 


ホームメニューでほ用するボタン I 




1 

[4. システム設定]を選んで巧定ずる。 

2 

[b. 入力端子の設定]を選んでミ夫定ずる。 

3 

連動設定したい入カフアンクシヨンを選ぶ。 

4 

1吕V Trigger 1または吕を選ぶ。 


5 [MAIN]、[ZONE 吕]、 [ZONE 3]、 [OFF] か5選ぶ。 

[MAIN] : メインゾーンで、手順3の入カフアンクシヨン 
び選ばれたとさに連動します。 


[ZONE 2] : ZONE 2で、手順3の入カフアンクシヨン 
び選ばれたとさに連動します。 

[ZONE 3] : ZONE 3で、手順3の入カフアンクシヨン 
び選ばれたとさに連動します。 

[OFF] :連動しません。 


6 戻るボタンを押ず。 

[入力端子の設定]を終了します。 
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その他の設定 



の設定を巧ラ 


音量操作についてのさまざまな設定を行います。 




電源オン時音量は、音量制限設定より大をい音量 
に設定することはでをません。 


1 [4. システム設定]を選んで巧定ずる。 

2 [ e . その他の設定]を選んで決定ずる。 

3 [2. 音量設定]を選んで決定する。 

音量の設定設定になります。 

斗電源オン時の音量設定を選択ずる。 

[前回音量]: 電源オンすると、電源オフずる前と同じ音 
量になります。 

[---] :電源オンすると、電源オン時の音量は最ル音量 
になります。 

卜80.0服 ]- [+ に . 0犯 ]: 電源オンすると、電源オン 

時の音量はここで設定した音量になります。0.已 dB ス 
テツプで設定でをます。 


已 


音量制限の設定を選択ずる。 

本機から出力される音量の最大値を制限することびでを 
ます。 

[ OFF ] :音量制限しません。 

[-20.0 dB ]/[-10.0 dB ]/[0.0 dB ] :ここで設定した音 
量に最大音量び制限されます。 

ミユートレべルの設定を選択する。 

ミ肖音 ボタンを押したとさの音量を設定します。 

[ フル ]: 音び出なくなります。 

卜40 . 加功 / [-20 . 加功：ここで設定したレベルまで音 
量び下び D ますび、音は消えません。 


/ 戻るボタンを押す。 

[音量設定]を終了します。 


6 


応用設定 
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その他の設定 


u モコンモードを設定ずる 


本機と同じアンプを複数使用ずる際に U モコンの誤動作を防ぐために、本機側の U モコンモードを設定しまず。 


r ホームメニューでほ用するボタン I 



4 

5 


4e3.U モコンモード留ま 



1 

[4. システム設定]を選んでミ夫定ずる。 

2 

[ e . その他の設定]を選んでミ夫定ずる。 

3 

[五リモコンモード設定]を選んで巧定ずる。 

U モコンモードの設定になります。 

4 

リモコンモードの設定を選択ずる。 

通常は1を還択しますび、他に本機と同型機のアンプを 
使用する場合は、設定を変更してください。 

已 

「0 K 」 を選んでミ夫定ずる。 

設定び変更されます。 


6 リモコン側のリモコンモードを設定ずる。 

詳しくは、「1」モコンで複数のパイオニア製アンプを操 
作する」（一8己ページ)をご覧ください。 

/ 戻るボタンを押ず。 

[ U モコンモード設定]を終了します。 


GUI 画面の見え方を調整する (Flicker Reduction 設定) 


GUI 画面のち6つき具合を調整することびでをます。 GUI 画面び見えにくいと感じたときは設定を変更してみてく 
ださい。 


1 [4. システム設定]を選んでミ夫定ずる。 

2 [ e . その他の設定]を選んでミ夫定ずる。 

3 [4. Flicker Reduction 設定]を選んでミ夫定ずる。 

白 U I 画面の見え方の調整になります。 

4 Flicker Reduction を調整ずる。 

日 FF 〜4までの間で調整します。 OFF は多かちらつを 
があっても<っをり表示する設定、4が最ちちらつをを 
抑无ます。 

b 戻るボタンを押ず。 

[Flicker Reduction 設定]を終了します。 

この設定は GUI 画面にのみ影響するちので、映像 
出力には効果がありません。 


4 



ホームメニユーでほ用するボタン 

擅- 

因 I 


区 V7 ン习 

□ I 



戻る 


ろ 



























































その他の設定 


CU - RFWO リモコン使用時の設定を巧ラ ( EXTENSION 設定) 


別売りの CU - RF 1 0 0 U モコンを使って、本機を RF 双方向通信で操作するとをの設定です。ここでの設定で ON を還 
ぶことで、 EXTENSION 端テに電源び供給され、本機びスタンノ（イの状態でも CU - RF 100 U モコンの RF 双方向通 
信で電源を入れ5れるよラになります。 


1 [4. システム設定]を選んでミ夫定ずる。 

2 [e. その他の設定]を選んでミ夫定ずる。 

3 [5. EXTENSION 設定]を選んで巧定ずる。 

EXTENS の N 端テの設定になります。 

4 EXTENSION 設定を選択する。 

ON または OFF を選びます。 

5 戻るボタンを押す。 

[ EXTENSION 設定]を終了します。 


GUI 画面の表巧言語を変更する〜 OSD 言語設定〜 


GUI 画面の表示言語を変更することびでさます。工場出荷時は日本語に設定されています。変更でをる言語は[英語] 
と[日本語]のいずれかです。 


1 [4. システム設定]を選んで巧定ずる。 

2 忙. OSD 言語設定]を選んでミ夫定ずる。 

3 変更したい言語を選ぶ。 

4 「OKJ を選んでミ夫定ずる。 

GUI 画面の表示言語び変更されまず。* 

ホームメニューを終了するとをは、を押します。 




応用設定 
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技術資料 


デジタル音声フォーマツトについて 


DVD やブルーレイディスクソフトのパッケージには政下のような表示がされていることがあります。 

け女のディスクに複数の音声が収録されている場合び多く、どの音声を聴くのか選択することができます。 
宿声の選択方法はお手持ちのプレーヤーやディスクによって異なります。） 


〜1.英語（己. Ich サラウンド） 

2. 日本語 （ ドルビーサラウンド） 

3. 英語 （ DTS 已 . Ich サラウンド) 


収録音青数 録音方式 

ドルビーデジタルは DVD の標準音声フオーマットであるため、単に r 己. Ich サラウンド」と記載されている場合は、「ド 
ルビーデジタル(已 . Ich )」 であることを示します。 


□□ipOLBYj 

DIGITAL 



Digital Surround 


音声 scl 録方式 


デコードとは 

デジタル信号処理回路などにより、圧縮記録されたデジタル信号を、もとの信号に変換させる技術です。また、 2 ch の 
音源をマルチ ch 化させる演算技術をマト U ックス-デコードと言い、己. Ich 信号を目. Ich に伸長させる技術もデコー 
ドと呼ぶことびあります。 


ドルビー 


田 DOLBY 

TRUETT7 I 
PRO LOGIC Ilz 1 


入力信号 

サラウンドの名称 

デコード方式 

特徴 

HD コンテンツ 

ホ Dolby TrueHD 
ホ Dolby Digital Plus 

ディスクリート 

高精細音声巧術。 HDMI ケープル 
で伝送可能。特に Dolby TrueHD 
は、□スレス符号化技術により最 
高音質を実現。 

已 .Ich 

(サラウンドバック ch 
フラグ付） 

Dolby Digital 

Surround EX 

ディスク U —卜 
+マト U ックス 

サラウンドバック ch を使用して、 
Dolby Di 旨 ital よりも臨場感を高め 
た方式 

已 . Ich ディスクリート 

Dolby Digital 

ディスクリート 

DVDl ；! 降の代表的フォーマット 

一般的な 2 ch 
ドルビーサラウンド 

(Dolby Surround ) 

Dolby ProLogic ( llx / llz ) 

マトリックス 

すべてのステレオ信号に対応する 
万能なサラウンド技術 


* これ 5 の音青は 8 チャンネル ULL のチャンネル数をサポートしていますび、現在ブルーレイディスクおよび HD 
DVD のそれぞれの規格では、最大音青チャンネル数び8チャンネルに制限されています。 

詳細な情報はドルビーラボラト U —ズのホームページをご覧ください。 
http :// www . clolby . co . jp / 


ドルビーラボラト U —ズからの実施権に基づさ製造され 
ています。 Dolby 、 ドルビー 、 Pro 1_日呂 ic、Surround 
EX 、 ダブル□記号巧び AAC □コ[は、ドルビーラボラ 
卜 U —ズの商標です。 


プ□□ジック llx 製品は、プ□□ジック I lx の持つさまざ 
まな機能を、選択して搭載することび可能です。プ〇〇 
ジック llx 搭載、とキャッチフレーズされた商品でち、必 
ずしもまったく同じ機能を持っているとは限5ないこと 
にごを意くださし、。 
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技術資料 




藝 cttsfD 藝 ctti 

Master Audio Neural Surround 


入力信号 

サラウンドの名称 

デコード方式 

特徴 

HD コンテンツ 

- DTS-HD Master Audio 

- DTS-HD High Resolution 

Au 址〇 

ディスク U —卜 

高精細音声技術。 HDMI ケーブルで 
伝送巧能。特に DTS-HD Master 
Audi 日は、□スレス符号化技術により 
最局音質を実現。 

已 .Ich 

(サラウンドバッ 
ク ch フラグ付） 

- DTS-ES ( Matrix / Discrete ) 

ディスク U —卜 
十7卜 U ックス 

サラウンドバック ch を使用して、臨場 
感を高めた方式 

已 .1 ch 

ディスク U —卜 

- DTS ( Surround ) 

- DTS 96/24 

ディスクリート 

DVDU (降の代表的フォーマット 

一般的な2 ch 
DTS サラウンド 

- Neo :6 

- Neural Surround 

マトリックス 

すべてのステレオ信号に対応する万能 
なサラウンド技術 


高音質 

春 


詳細な情報は DTS のホームページをご覧くださし、。 
http :// www . citsjapan . co . jp / 


米国特許已4己]白42号、已白已色巨74号、已白74380号、已9787巨2号、622661日号、日487己3已号、72 ] 2872号、 
7333目2目号、73921目已号、7272已目7号、または、米国およびそのイ也の国での登録済み特許、または特許申請中の 
実施権に基づき製造されています。 DTS および記号は DTS 社の登録商標であり、また、 DTS - HD 、 DTS-HD Master 
Audio および DTS の□コ‘は DTS 社の商標でず。製品はソフトウエアを含んでいまず。© DTS 社不許複製。 



Auaio 9 Professional 


Plays 


か 


Windows 

Media™ 


Windows Media Audio 9 Professional ( WMA 日 
Pm ) は、マイク□ソフト社が従来の Windows Media 
Audio ( WMA ) のテクノ□ジーをさ 6 に進化させて開 
発したディスクリート-デジタルサラウンドフオーマツ 
卜です。 WMA は圧縮効率の高さを特徴とし、インター 
ネツト配信によるストリーミング再生やダウン□ード再 
生など Windows PC での音楽再生に用いられる圧縮音 
声の標準フオーマツトとなっています。 

そしてこの Windows Media 9シ U — ズでは、 WMA の 
特徴を継承しながら、さらにマルチチヤンネル対応にお 
張しました。 WMA 9 Pr 日]-デックは、9目 kHz /24 


bit の解像度によるク U アな音質-已 . Ich / V . lch 完全 
ディスク U —卜処理による高い臨場感を確保しながら、 
低ビットレートでデジタルサラウンドサウンドを実現し 
ます。またその高い圧縮効率により、 CD / DVD などの 
デジタル;><ディアだけでなく、高速プ□ードバンド通信 
によるストリーミング配信にを対応しています。 

本機は WMA 9 Pr 日デコーダーを内蔵していますの 
で、 WMA 9 Pr □対応プレーヤー*と同軸または光ファ 
イバーケーブルでデジタル接続することによって、 
WMA 9 Pr 日でエンコードされた音声をデコードして再 
生することができます。 

* WMA 9 Pm 対応プレーヤーとしては、 PC 、 DVD プ 
レーヤー、セットトップボックス等が考え6れます。た 
だし、それ6の機器の同軸または光デジタル出力端子 
か 6 WMA 日 Pra 音声を出力でさる場をのみ、本機でデ 
コードして再生することがでさます。 


Windows Media 、 Windows □コは、米国 Microsoft 
Corporati 日 n の米国およびその他の国における登録 
商標または商標です。 



WMA 

WMA9 Pro 

最大ディスク U- トチャンネ励 

2ch 

已 .lch/7.1ch 

最大量モ化ビツ h 数 

16 bit 

24 bit 

最大サンプ1」ング周波数 

48 kHz 

9白 kHz 

対応ビツトレート 

に8 kbps 〜1目2 kbps 

128 kbps ~ 768 kbps 

S/PDIF 伝送 

非圧縮 

圧縮 
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THX は r 映画館でをホームシアターでを映画のサウンドトラックは映画監督の意図どおり、忠実に再生して欲し 
い」といラジョージ•ルーカス監督の熱意によって誕生し、音場最適化に関する数々の特許技術を開発しています。 
詳細な情報は THX のホームぺージをご覧ください。 
http :// www . thx . com / 


THX 

SE し ECT2~P し US 

SURROUND EX 


認証について 


THX Selects 

THX の認話を受けたホームシアター機器は、所定の特許 
技術、プ U アンプ•パワーアンプの性能、デジタル-アナ 
□グの両分野にわたる何百ちの性能要求、操作性に関する 
-連の厳しい試験に含格しています。 

再をモードについて 


THX Cinema 

過去の3チャンネル収録されたソフトに適しています。ご 
家庭と映画館との空間的な違いによる音色の差を補正し、 
映画館の音場を正確に再現します。 

THX Selects Cinema 

マルチチャンネル収録の映画ソースに適してし''ます。信号 
成分を分析し、雰囲気や方向感び最善になるよラに音場を 
つ <0まず。 

THX Music (THX Select2 Music) 

音楽専用に S キシングされたマルチチャンネルのソフトに適 
したモードで、音楽に適した後部の広びり感び得日れまず。 

THX Games (THX Selects Games) 

すべてのゲームソフトの音楽再生に適しています。3目ぴ 
取0囲むよラな音響空間を創り出します。 

THX Surround EX 

「THX Surround EX - Dolby Digital Surround EX 」 は 
ドルビーラボラト U —ズと THX 社との共同開発によるを 
のです。 U スナー後方のサラウンドバック ch を最初に実 
現させた技術です。 （* ミち)参照 


* 注 

本機は「巨.1再生検出信号 」 （DTS - ES と Dolby Digital 
Surround EX ) を自動検出しますび、それらの技術を巧いて上 
映された映画でち、 DVD 化の隙にこの検出信号を収録してい 
ないをのびあります。この場合は手動で最適なモードに蜜更し 
てください 。 Surround EX 技術により製作された映画のリス 
卜は各ウてブサイトでご覧になれます。 


THX、THX □コ'および Select 2 円 us は THX 社 
の商標です。許可のをとに使用されています。不 
許複製。その他すベての商標は、それぞれの所有 
ちの所有物です。 


その他の特許巧術について 


THX Loudness Plus 

この技術は THX Ultra 2 Plus ™ と THX Select 2 Plus ™ 
の認証を受けた製品の特徴となる新しい音量調節技術で、 
どの音量レベルでち豊かで繊細な ホームシアター サラウン 
ド音場を創造します。 

ル音量ち生では音質や空間表現び劣化することびあ0ます 
び、各チャンネルの音量や周波数特性を最適化(補正)します。 
THX の U スニングモードを選択しているとさは、それぞれの 
コンテンツタイプに応じて自動でこの技術び適用されます。 

Re-Equalization 

大型の映画館での上映用に製作された音青をル型のホーム 
シアターでわ正確な音色で巧生させる技術です。 

Timbre Matching 

映画館と ホー ムシアターのスピーカー配置の違いか5起こ 
る音色の差を補正し、音のつなびりをスムーズにします。 

Adaptive Decorrelation 

映画館ではサラウンドスピーカーび多数なのに巧し、ホー 
ム シアターは 通常2本のため、この2本の スピー カーでち 
U スニングエリアを拡大して、映画館と同様の効果び得5 
れるよラにする技術です。 

Advanced Speaker Array (ASA) 

ASA 処理は、サラウンドバックスピーカーを 3 本使用し、 
その3本を近接して設置した場合に最高能力を発揮しま 
す。この技術は THX Select 2 Cinema、THX Select 2 
Musi 巳または THX Select 2 白 ames で使用します。 

Boundary Gain Compensation 

ホームシアターでは、壁面の影響で空間利得び生じ、低 
減の周波数帯び自然と持ち上びってしまラ場合びあります 
び、この技術により、超低域再生能力のあるサブウーファー 
などを使用していても、空間利得を補正し、聴感レベルを 
フラットにすることび可能です。 
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2 AAC 


MPEG -2 オーディオの標準方式の1つで、目 S デジタル 
や地上デジタル放送で採用されている音声符号化規格 
です。高圧縮率ながら高音質を確保でさる点が特長で、 
番組内容によりマルチチャンネル設定が可能なフォー 
マットです。 


底 


■ホ国におけるノ テントナンバー 


08/937,9己0 
瓦848.391 
5.291.巳已7 
己.4己1.白己4 
5 400 433 
5.222.189 
己.3己7.已94 
5 752 22己 
5.394,473 
己.已83.白巨2 
5,274.740 
瓦633.981 


己297,236 
4,914,701 
己.23己. 67] 
07/640.已己0 
己.己7白.430 
08/678.666 
98/03037 
97/0287己 
97/02874 
98/0303巨 
己227.788 
己.28己.498 


己481，曰14 
己.己92.己84 
己.781.888 
08/039,478 
08/211,547 
己.703.999 
08/己己7,046 
08/894,844 
己.299.238 
己299.239 
己299.240 
己.197.087 


已,490’170 
已ぶ日4,84日 
巳.268.68巳 
已 .37 己.189 
已.己 81. 6己4 
0巳-183,988 
已，己48,已74 
08/已〇曰.729 
08/己 76.4 白己 
5,717.821 
08/392.7 已6 


iPod/iPhone につし、て 


「Made for iPod 」 および 「Made for iPhone 」 とは、そ 
れぞれ iPod あるいは iPhone 専用に接続するよう設計さ 
れ、アップルが定める性能基準を満たしているとデべ 
□ッパによって認定された電子アクセヴ U であることを 
7 JT します。 

アップルは、本製品の機能および安全および規格への適 
合について一切の責任を負いません。 


Made for 


圖 iPod Q iPhone 


iPod および iPhone は、米国および他の国々で登録 
された Apple Inc . の商標です。 


HDMI にごいて 


HDMI ( Hi 邑 h - Definiti 日 n Multimedia Interface ) と 
は1本のケーブルで映像と音声を受信するデジタル 
伝送規格です。ディスプレイ接続技術の DVI ( Di 旨 ital 
Visual I interface ) を家庭向けの才ーディオ機器用に 
アレンジしたちのであり、高い帯域幅のデジタル内容 
保護 ( HDCP ) を実現した次世代テレビ向けのインター 
フェース規格です。 


Homr 

HIGH-DEFINITION MULTIMEDIA INTERFACE 
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リスニングモードの詳細と出カチヤンネル数の一覧 


この表は、 U スニングモードに AUTO SURROUND 、 ALC 、 DIRECT . PURE D 旧 ECT を選/ u /£ 場合に、出力す 
る最大の出カチヤンネル数を示したもので、厳密なデコード ch 数とは異なります。詳しくは r デジタル音声フォーマツ 
卜について」（一114ページ)をご覧ください。 

入力信号によっては、サラウンドバック信号を生成でをないちのびあります。 I 


ステレオ (2 ch ) 信号入力時 


サラウンドバック 
スピーカー 

入力信ち 

AUTO SURROUND / 
ALC / DIRECT 

PURE DIRECT 

信号を称 

インジケーター例 

あ0 

DOL 巨 Y サラウンド 

口互の 

1 SL 1 1 SR 1 

nnnrxn'xFi 

画 

□□ PLIIx Movie 

□□ PLIIx Movie 

DTS サラウンド 

Neo :6 Cinema 

Neo :6 Cinema 

そのほかのステレオソース 

田五因 

1 SLI rsRi 

I XL II XC II XR I 

画 

ストレートデコード再生 

ストレートデコード再生 

アナ己ヴ入力 

ANALOG D 旧 ECT (ステレす） 

なし 

DOL 臣 Y サラウンド 

田て]の 
rsLi rsRi 
nnnrxn'x^ 

画 

□□ PLII Movie 

□□ PLII Movie 

DTS サラウンド 

Neo :6 Cinema 

Neo :6 Cinema 

そのほかのステレオソース 

田で!の 
rsLi rsR ] 

1 XL II XC II XR 1 

画 

ストレートデコード再生 

ストレートデコード再生 

アナ□グ入力 

ANALOG D 旧 ECT (ステレオ） 


マルチチヤンネル信号入力時 


サラウンドパック 
スピーカー 

入力信号 

AUTO SURROUND / ALC / 

DIRECT / PURE DIRECT 

信号名称 

インジケーター例 

あり 

DOLBY DIGITAL EX 
(巨. Ich 再生検出信号付） 

1 L II C II K 1 

rSLl [SRU 
rxTirxcTx^ 
画 

□□ D に ITAL EX 
皿 PLIIx Movie *1 

DTS-ES (日. Ich 信号/ 6 .Ich 
再生検出信号付） 

DTS ES Matrix 

DTS ES Discrete 

DTS (日. Ich 信号等） 

1 L II C II R 1 

rsui vsr ] 

1 XL II XC II XR 1 

画 

ストレートデコード再生 

DTS-HD 

1 L II C II R 1 

rsn rsRi 
nnn rxn 

EH ] ,2 

上記切外の 6.1/7. Ich ソース 

上記切がの已 .Ich ソース 

1 L II C II R 1 

rsLi im 

1 XL II XC II XR 1 

画 

なし 

DVD-Audio 
マルチチヤンネル PCM 

1 L II C II R 1 

mn rsRi 
rxn rwi 
FlfeI ,2 

SACD (己. Ich 信号） 

1 L II C II K 1 

[SL] UK ] 

1 XL II XC II XR 1 

画 

上記し;>(外の巳. 1/6.1/7. Ich 
ソース 

1 L II C II K 1 

rsn [SR] 

E □亞 EM ] 

ILFE 1 ,2 


*1 :サラウンドバックスピーカーを1本しか接続していないとをは選択できません。 

*2 :已 .Ich 信号のときは rXLj rXRj び消打しまず。白. Ich 信号のときは fXLJ fXRJ び消好して fXCJ び点灯します。 


118 






























































技術資料 



ンの巧応フォ ー7 


各入カフアンクシヨンで対応している音声フオーマットは下のとおりです。 


入カフアンクシヨン 


対応音声フオーマット 


C 0 AX -1 /C 日 AX -2 
0 PT -1/0 PT -2/0 PT -3 


D 曰 Iby Distal 、 DTS 、 MPEG -2 AAC 、 WMA 目 Pr 日 、 PCM (サンプリング周波数: 
32 kHz 、 44.1 kHz、48 kHz 、 88.2 kHz 、 9 日 kHz、] 76.4 kHz 、] 白 2 kHz) 


HDMI 1/2/3/4/5 
巨 D 


D 曰 Iby Digital 、 D 曰 IbyTrueHD 、 D 曰 Iby Digital 円 us 、 DTS 、 DTS-EXPRESS 、 
DTS-HD Master Audi 曰、 DTS-HD High Resolution Audi 日、 MPEG-2 AAC 、 
WMA9 Pm 、 2ch から最大 8ch までの U ニア PCM デジタル信号(サンプ U ング周波数 
32 kHz 、 44.1 kHz、 48 kHz' 88.2 kHz 、 9 日 kHz、] 76.4 kHz.192 kHz )、 
SACD (DSD 信号） 


iPod/USB (USB>< 
モ U —再生時） 


種別 

拡張テ 

スト U —ム 


MP 3 

. mp 3 

- MPEG -1 

オーディオレイヤー3 

ヴンプ U ング周波数 

8 kHz 〜48 kHz 

量子化ビット数 

16 bit 



チャンネル数 

2 ch 




ビット レー ト 

8 kbps 〜320 kbps 




VBR/CBR 

対応/対応 

WAV 

.wav 

- LPCM 

サンプリング周波数 

32 kHz 、44.1 kHz 、48 kHz 

量モ化ビット数 

8 bit 、16 bit 




チャンネル数 

2 ch 、 モノラル 

WMA 

.wma 

- WMA 8/9 

サンプリング周波数 

8 kHz 〜 48 kHz 

量モ化ビット数 

16 bit 




チャンネル数 

2 ch 




ビット レー ト 

8 kbps 〜320 kbps 




VBR/CBR 

対応/対応 


本機び対応している形式のファイルでを再生で去ないことびありまず。 

接続している機器の種類やソフトウェアのバージョンによって働かない機能びありまず。 

MPEG Layer -3 音声復号化技術は 、 Fraunhofer I 侶および Thomson multimecHa からライセンスさ 
れています。 


US 目メモ U —再生時の写真ファイルの対応フオーマットは下のとおりです。 


種別 

拡張モ 

形式 

解像度 

JPEG 

化旨 
■jpeg 
■jpe 
.川 
.jfif 

政下の条件に適合していること 

- ベースライン JPEG フォーマット （ Exif/DCF フォーマット 
で記歸されたファイルを含む） 

- Y:Cb:C 「 び4:4:4、4:を2または4:2:0であること 

縦： 3日〜 8] 84ピクセル 
横4日〜8184ピクセル 
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と思つた6 


故障かな？と思ったら政下を調べてみてください。意外なミスが故障と思われがちです。また、本機！;!外の原因を 
考えられます。ご使用の他の機器および同時に使用している電気機器ち、あわせてお調べください。 

下の項目を調べてを直6ない場合は、修理をご依頼ください。 


について 


r 音び出ない」 r 音びおかしい」「ノイズび出る」など、音についての疑問や症状です。 


を状 

原因 

対応 

参照 

入力切換を合わせてら、 

入力端子の接続び正し < ない。 

接続を再確認する。 


音が出ない 

デジタ J レ入力の設定び正しくない。 

設定を修正する。 

42 


音声入力信号の選択び正し <ない。 

音声切換ボタンで正しい入力信号を選択する。 

44 


消音 (S ュート)巧態(音量インジケーターび点滅） 
になっている。 

リモコンで消音にユート)を辭除ずる。 

43 


へッドホンび接続されている。 

ヘッドホンを振く。 

44 


スピーカー出力び OFF になっている。 

SPEAKERS ボタンを押して、 ONKSP^A) にずる。 

74 


音量び下びっている。 

MASTER V曰 LUME を調整する。 

43 


オーディオ調舊の HDMI 音声出力の設定で 
THROUGH を選択してし、る。 

HDM 暗声出力の設定で冉 K/IP を選択する。 

62 

フ□ントスピーカー LU が 

スピーカー設定びフ□ント ch じ(外すベて NO に 

スピーカーの設定を修正ずる。 

104 

の音び出ない 

なっている。 




U スニングモードび STEREO またはフ□ン 

サラウンド再生巧の IJ スニングモードを選択 

55 


トサラウンド•アドV くンスモード、 SOUND 
RETRIEVER AIR になっている。 

ずる。 


サラウンドバックスピー 

スピーカーシステムの設定び front 团 -Amp]、 

レーマル (SB/FH)] またはレーマル (S 日/ 

103 

力一から音が出ない 

Speaker 巨]または[之 ONE 2] になっている。 

FW)] を選択する。 



スピーカー設定でサラウンドまたはサラウンド 
バック ch の設定び [NOK 無し)になっている。 

サラウンドバック ch の設定を修正する。 

104 


接続び正しくない(サラウンドバックか!を 1 本の 

接続を再確認する(サラウンドバック ch を1本 

19 


スピーカーで接続していて R ch 側に接続してい 

のスピーカーで接続しているときは L ch 側に 



る)。 

接続する)。 


フ□ント"イ S またはフ 

スピーカーシステムの設定び 『rant Bi-Amp]、 

レーマル (SB/FH)] またはレーマル (S 日/ 

103 

□ントワイド、サラウン 

Speaker 巨]または [ZONE 2] になっている。 

FW)] を選択する。 


ドバックスピーカーか 5 

スピーカー設定でフ□ント八イトまたはフ□ン 

フ□ント A イトまたはフ□ントワイド ch の設 

104 

音び出ない 

トワイドかの設定び [N 日]撫し)になっている。 

定を修正する。 



スピーカー設定でサラウンド ch の設定び[N0] 
(無し)になっている。 

サラウンド ch の設定を修正ずる。 

104 

特定のスピーカーから音 

スピーカー設定び[N0](無し)になっている。 

スピーカーの設定を修正する。 

104 

び出ない 

スピーカーの接続びがれている。 

スピーカーの接続を確認する。 

18 


ソフトのサウンドトラックび意図的にそのよラに 

U スニングモードによっては効果音のみ出力 

55 


録音されている。 

される場合びあります。 



スピーカーの出カレべ J レ設定わ VJ Vさい。 

スピーカーの出カレベル設定を上げる。 

59, 93 


スピーカーシステムの設定でに peaker 因び選 

スピーカー端子の設定を 「A+B」 または「巨」にす 

74 


おされているとをの再生するスピーカー端子の選 
おび合っていない。 

る。 


表示部にマルチチャンネル 

再生しているソースのプ□グラムフオーマット 

故障ではありません。収録内容をご確認 < ださ 


信号のプ□ヴラムフォー 

にはそのチヤンネルの情報び記録されているび、 

い。 


マットインジケーターび点 
灯しているが、音が出てい 
ないスピーカーがある 

そのチヤンネルに音声び収録されていない。 



デジタル機器の音が出ない 

デジタル接続び正しくない。 

デジタル接続を再確認する。 

23 〜 28 


デジタル入力の設定び正し<ない。 

デジタル入力の設定を修正する。 

42 


音声入力信号の選択び正しくない。 

接続されているデジタル機器に応じて、音声切 
換ボタンで□に ITAL を選択する。 

44 


デジタル出カレベル調整機能び付しでいる CD プ 

プレーヤーのデジタル出力設定を適切に修正 



レーヤーなどのデジタ J レ出カレべレ設定び低す 

ずる。 （DTS C □の場含は0.0 dB に設定してく 



ぎる。 

ださい。） 



再生ソフトのデジタルフオーマットに対応して 

対応フオーマットの音声トラックを選択する 

114 


いないプレーヤーである(または出力しない設定 
になっている)。 

(または出力させる設定にする)。 

















困つたとを 


症が 

原因 

巧席 

参照 

PCM LU がの信号の音が 

音声入力信号の選択び! PCM」 になっている。 

音声切換ボタンで正しい入力信号を選択する。 

44 

出ない 




録音ができない 

アナ□グ信号をデジタルで、デジタル信号をアナ 

アナ□グ信号はアナ□グ録音、デジタル信号は 

77 


□グで録音しよラとしている。 

デジタル録音のみ可能でず。 



コピープ□テクト信号の入ったデジタル信号で 

コピープ□テクト信号の入ったデジタル信号 



ある。 

は録音することびで去ません。 



REC 端子の接続び正しくない。 

正し<接続し直す。 

27 

無入力でもノイズが 聞 こ 

電源そのちのにノイズが残っている。 

パソコンなどのデジタル機器とタコ足配線に 


える 


なっていないか確認する。 


スピーカーの設定をフロ 

ダウンミックス禁止のソフトを再生している。 

故障ではありません。 


ントのみ 「 LARGEJ とし 




ていてマルチ ch の DVD 




オーディオを再生したが、 




マルチ ch 音青びダウン 




S ッ クスされない 




DTS CD のサーチ中に 

サーチ中に CD に含まれるデジタル情報を読み 

故障ではあ 0 ません。サーチ中はアンプの音量を 


ノイズが出る 

取ってしまラ。 

下げ、スピーカーから出る音を抑えてください。 


DTS の LD を再をする 

音声入力信号の切り換えで ANALOG び選択さ 

機器を正しくデジタル接続し、音声切換ボタン 

44 

とノイズが出る 

れている。 

で D に ITAL を選択する。 


最大音量が+12犯まで 

音量制限び設定されている。 

音量制限の設定をオフにする。 

111 

上がちない 




DTS-HD や Dolby 

アナ□グやデジタル(光•同軸)の音声ケープルによ 

プレーヤーと HDM による接続を行ってくださ 

23 

TrueHD の音青を再生で 

る接続ではプレーヤーから信号び伝送されません。 

い。 


さない 

音声入力信号の選択び正しくない。 

音声入力信号の切り換えで HDMI を選おする。 

44 


プレーヤーの音声出力設定び、 PCM に変換する 

プレーヤーの音声出力設定を蜜更する。 



設定になっている。 



視聴中に本体か日カチカチ 

U スニングモードによっては入力音青の変化に 

気になるとさは下記の操作で低減させること 


と音がずる 

応じてフ□ント八イト(またはフ□ントワイド)と 

びでをまず。 



サラウンドバックのスピーカーを自動的に切り 

•rs 目 ch 処逊を r マニュアル」に設定する 

107 


換えることびあります。このと去スピーカーの切 

(THXU スニングモードで効果びあります。サ 



換動作音び発生します。 

ラウンドバックスピーカーを接続しているとさ 




に設定でをます)。 




- IJ スニングモードを変更する。 

55 


サブウーファーの接続/再生について 


音についての問題の中でち、特に接続したサブウーファーについての疑問や症状です。 


症が 

原因 

対応 

参照 

サブウーファーから音が 
出ない 

サブウーファーあり/なしの設定び [N0K 無し） 

に設定されている。 

「スピーカー設定」を確認して、サブウーファー 
の設定を [YES] 宿り诗たは [PLUS] にずる。 

104 


再生しているソース(シーン)や音楽に超お域成 
分 (LFE チヤンネル)び含まれていない。 

故障ではありません。収録内容をご確認くださ 
い。 



接続びがれている(または、間違っている)。 

サブウーファーの接続を確認して、列れている 
または間違っているときは接続し直す。 

19 


サブウーファー側の電源び OFF になっている。 

サブウーファーの電源を確認ずる。 



サブウーファー側の自動スタンバイ機能び働い 
ている。 

サブウーファーの機能を確認する(詳し < はサ 
ブウーファーの取掘説明書をご覽ください。） 


サブウーファーからの音 
が小さい 

低域成分びない、またはかないソースやディスク 
に D など)を再生している。 

再生しているソースのを域成分びかなく、サ 
ブウーファーの音量び不足している場合は、 
「スピーカー設定」でサブウーファーの設定を 
[PLUS] にする。 

104 


サブウーファー出カレベルの設定値びルさい。 

r スピーカー出カレベル」の設定を確認して、適 
切なレベルに調整する。 

93. 105 


ク□スオーノ く一周波数の設定びない。 

rX.OVER」 の設定を確認して、適切なレベルに 
調整する。 

104 


サブウーファー側のボ1」ューム設定びルさい。 

サブウーファーのボ U ュームレべルを上げる。 



121 
























困つたとを 


映像について 


r 映像が出ない」けニュー画面 ( GU 陋励が表示されない」など映像についての疑問や症状です。 


症状 

原因 

対応 

参照 

入力切換を合わせてら、 
映像が出ない。または違 

TV モニター側の入力切り撰え設定び正しくない。 

TV モニターの取掘説明書をお読みになり、正 
しい入力に切り撰えて < ださい。 


ラ入力の映像が出る 

ソース機器と HDK/II 端テで接続しているび、 TV モ 
ニ ターを HDMI 端子で接続していない。 

ソース機器と TV モニターは HDMI 端デを使っ 
て本機と接続する。 

23 


ソース機器と TV モニターを接続しているコード 
の種類び違っていて、ビデオ調整機能のビデオコ 
ンノ ーターの設定び OFF になっている。 

ビデオコンノ くーターの設定を ON にずる。 

66 


映像によっては著作権の関係で映儘び出力され 
なし'!場合びあります。 

解像度の設定を変更ずるか、ビデオコンバー 
夕一の設定を OFF にしてください。 

66 


TV モニター側で非対応の映像信号を出力して 
いる 

解像度の設定を変更するか、ビデオコンバー 
ターの設定を OFF にする。 

66 

コンポーネント端子に接 
続したソース機器の映像 
が出ない 

入力端デの設定の 「Component In」 の設定び正 
しくない。 

入力端子の設定を正しく行う。 

42 

録画がでさない 

録画機器とソース機器の接続端テび合っていな 
い。 

-録画機器の接続端テとソース機器の接続端子 
をコンポジットで合わせる。 

-コピープ□テクト信号の入った映像信号は録 
画することびでさません。 

77 

コンバート後の出力映像 
が出ない、または乱れる 

コピープ□テクト信号び極端に大きい、または画 
質劣化の激しいビデオテープを再生している。 

コンバート回路またはモニター TV の仕様で 
ず。コンポジット端子の出力映像でお楽しみ< 
ださい。 

22 

コンポーネント端子かち 
映像が出力されない 

480のみに対応したテレビ(モニター)をコンポー 
ネントで接続し、同時に HDMr で別のテレビ(モニ 
ター)を接続した場合、コンポーネントで接続した 
モニターから映儘び出ない堤合びあります。 

- HDMI 接続したテレビ(モニター)の電源を切 
る。 

-ビデオ調整機能の解像度の設定を PUR 曰こ 
する。 

66 


電源について 


r 電源が切れる」「電源が切れない」など操作時にある疑問や症状です。 


症状 

原因 

対応 

参照 

電源が切れない 
(ZONE 吕 ON や ZONE 
3 ON、ZONE 吕&3 ON 
と表示される） 

マルチゾーンびオンになっている。 

フ□ントパネルの MULTI-ZONE 日 N/ 日 FF ボ 
タンを押して電源を切る。 

75 

操作ボタンを巧しても動 
作しない 

空気び乾燥して静電気などの影響を受けている。 

電源プラグを一度コンセントから外して、再び 
差し込む。 


電源び突然切れて iPod / 
iPhone インジケーター 
び点滅する 

スピーカーの実動作上の最なインピーダンスび 
非常に低いため、保護回路び働いた。または、做！ 
波の過大な入力び持続した。 

-ボ U ュームを下げて再生する。 

-チヤンネルごとの周波数特||ホの補正で低域 
胆3 Hz または12已 Hz) のレベルを下げる。 

- DIGITAL S 冉 FETY 機能を]または2にする 
と、さらに数服音量び上げられる場合びありま 
す。スタンバイモード時に、本体の ENTER ボタ 
ンを押しなびら STAND 巨 Y/ 日 N ボタンを巧し、 
t/l •で rO.SAFETY ◄ OFF ►」を選び、和/* 

で1、2、 OFF を切り換えます。 （ 1または2を選ぶ 
と一部の機能び使用でさなくなることびあり 
ます） 

96 


スピーカー コー ドのお線びスピーカー端テから 
はみ出して、リアノ くネルに接軸しているか、 +/- 
び接軸し、保護回路び働いている。 

スピーカーコードのな線をち ラー 度しっかり 
ねじり直し、アンプまたはスピーカー側のス 
ピーカー端子からはみ出ないよラに接続する。 

18 


本機のアンプ回路の故障です。 

すみやかに使用を停止し、修理を依頼してくだ 
さい。この症状のあとに電源の ON/OFF を繰り 
返すのはおやめください。 

132 


122 






















困つたとを 


症が 

原因 

対応 

参照 

AMP OVERHEAT と 
表示されて電源が切れ、 
STANDBY/ON ボタン 
のインジケーターが点滅 
する 

本機内部の温度び許容値を超えた。 

通風びよくなるように設置を変える。 

1分待ってから電源を入れてみる。 

4 

ADVANCED MCACC 
インジケーターが点滅し 
て電源が切れる 

本機の電源部び故障している可能性びあります。 

ずみやかに使巧を停止し、電源コードを损いて 
修理を依頼してください。 

132 

AMP ERR と表示さ 
れて電源が切れる。 
ADVANCED MCACC 
インジケーターが点滅し 
て、電源が入らない 

本機のアンプ回路の故障です。 

すみやかに使用を停止し、電源コードを披いて 
修理を依頼してください。この症状のあとに電 
源の ON/OFF を繰り返すのはおやめください。 

132 

FAN STOP と表示され 
て電源が切れる。 PQLS 
インジケーターが点滅ず 
る。 

冷却巧の内蔵ファンの故障です。 

すみやかに使巧を停止し、電源コードを旅いて 
修理を依頼してください。この症状のあとに電 
源の ON/OFF を繰り返ずのはお皆めください。 

132 

電源が突然切れ、 PQLS 
インジケーターが点滅す 
る。 

本機の電源系回路び故障している可能性びあり 
ます。 

電源を再度入れたと去に、同じ症状びでた場合 
は、すみやかに使巧を停止し、電源〕ードを抜 
いて1屡理を依頼して < ださい。 


12 V TRG ERR と点滅 
表巧される 

] 2 V卜 U ガー端デに不具合び生じている。 

電源を切って接続を確認してから、をラ~度電 
源を入れてみて < ださい。 

32 


操作について 


操作時にある疑問や症状です。 


症が 

原因 

巧応 

参照 

音青切換ボタンを押して 
ち入力が DIGITAL にな 
らない 

接続またはデジタル入力の設定び正し<ない。 

機器の接続を再確認し、 r デジタル入力の設定」 
を正しく修正する。 

42 

已 .Ich ソースを再生して 
いるのに、已 .Ich 再生さ 

DV □プレーヤーのデジタル出力設定び OFF に 
なっている。 

DVD プレーヤーのデジタル出力設定を OKI に 
する。 


れない 

DV □プレーヤーのドルビーデジタルまたは DTS 
出力設定び OFF になっている。 

DVD プレーヤーのドルビーデジタルまたは 
DTS 出力設定を曰 N にする。 


リモコン操作びできない 

U モコンの電池び消耗している。 

電池を交換する。 

5 


距離び離れすざている。角度が悪い。 

7 m な内、左ち30°政内で操作する。 

5 


途中に信号を遮る障害物びある。 

障害物を取り除くか、操作する場所を移動する。 



壁光灯などの強い光びリモコン信号受光部に当 
たっている。 

U モコン信号受光部に光び直接当た日ないよ 
ラにする。 



リモコンと本機のリモコンモードの i 受定び異 
なっている。 

U モコンと本機の U モコンコードの設定を一 
致させて < ださい。 

86,112 

化機器をリモコンで操作 

プ U セツトコードの設定び間違っている。 

正しいプ U セツトコードを設定する。 

80 

でさない 

電池切れの期間にメモ1」一び消まされた。 

をラー度設定を行う。 


他機器を正しく操作でき 
ない U モコンのポタンが 

プ U セツトコードは、すべての他機器の動作を保 
証するちのではありません。 

学習機能で必要なコマンドを登録してご使用 
<ださい。 

81 

ちる 

他機器の U モコンのコマンドを正しく学習でを 
ていない。 

学習機能で登録したコマンドび正しく動作し 
ないと去は、学習させる隙のリモコン間の距離 
を蜜えるなど再度試してみて<ださい。それで 
を動作しないときは、本機の U モコンでは登録 
でさない特殊なフオーマツトである可能性び 
ありまず。 


旧接続をしているのに相 
手機器がリモコンで動作 

接続でコント□-ル端子の IN/OUT を間違えて 
いる。 

正し < 接続し直す。 

31 

しない 

コント□ールコード切がの接続をしていない。 

アナ□グのオーデイオコードまたは HDMI ケー 
プルなどを接続する。 

31 


他社製品の同巧途端子と接続している。 

他社製品の動作はサポートしていません。 


HDMI によるコント□— 

HDMI 設定のコント□-ル機能び日 FF になっている。 

HDM による〕ントロール機能で ON を選おする。 

69 

ル機能でシアターモード 
び動作しない 

コント□-ル設定び P 曰にになっている。 

コント□-ル設定で ALL を選択する。 

69 

本機の電源をテレビよりち先に ON した。 

テレビの電源を ON してから本機の電源を ON にずる。 

71 


テレビ側の HDMI によるコント□ール機能び OFF 
になっている。 

テレビ側の HDMI によるコント□ール機能を 

ON にする。 



困 

〇 

た 

と 
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困つたとを 


症状 

原因 

対応 

参照 

設定が消えてしまった 

設定中に電源コードを旅いた。 

設定中は電源コードを披かないで < ださい。(設 
定はメインゾーンとサブゾーンびすべて OFF に 
なるとをに記憶されます。電源コードを揣く前 
にすベてのゾーンを OFF にしてください。） 


本体の INPUT 
SEl _ ECTOR ダイヤルや 
リモコンの入力切換ボタ 
ンで、切り換え5れない 
入力がある 

入カスキップの設定びオンになっている。 

入カスキップの設定をオフにする。 

108 

HDMI 1 〜 4 び他の入力に割 0 当て 6 れている。 

各 HDMI 入力端デの割り当てをやめる。 

42,44 

音量をミ夫まった値 (-20 
dB /-10 dB /0 dB ) が 
上げることができない 

音量制限が設定されている。 

音量制限設定をオフにずる。 

111 


イ ンジケー ター/表おについて 


操作中のインジケーター表示などの疑問や症状です。 


症状 

原因 

対応 

参照 

圧縮デジタル*のソフト 

デジタ J レ接続び正しくない。 

接続を再確認する。 

23〜28 

を再生しても、巧応する 
インジケーターが点灯し 
ない 

デジタル入力の設定び正し < ない。 

デジタル入力の設定を正しく行う。 

42 

音声入力信号の選択び正し < ない。 

音声切換ボタンで正しい入力を選おする。 

44 

プレーヤーび停止か一時停止になっている。 

再生を開始ずる。 



プレーヤーの音声出力設定び間違っている。 

プレーヤーの音声出力設定を各フォーマット 
に対応するよラ修正する。 



再生しているトラックび PCM などになってし、る。 

プレーヤーの音声切り換え機能で圧縮デジタ 
ル*の音青を選択する。 


圧縮デジタル*のソフト 
を再をしてもすべてのプ 
□グラムフオーマットイン 
ジケーターび点なしない 

収録フォーマットび己. Ich 诗たは「6. Ich 再生検 
出信号」対応)ではない。 

故障ではありません。再生しているソフトの 
パッケージをご確認<ださい。 

114 

圧縮デジタル*のソフトを 

デジタル信号び入力されていない。 

音声切換ボタンで冉 UT 0 または D に ITAL を選ぶ。 

44 

再をしても 、 □□DIGITAL 
または DTS などの表示 
にならない 

ドルビーサラウンドエンコードされたソフトで 
ある。 

故障ではありません。再生しているソフトの 
パッケージをご確認<ださい。 

114 

Surround EX (または 
DTS ES ) ソフトを再生 

r スピーカー設定」で、サラウンドバックチヤンネ 
ルび [NOK 無し)に設定されている。 

サラウンドバック ch の設定を、接続したスピー 
力一にをわせて変更する。 

104 

中、 SL 、 SR のインジケー 
夕一は点灯ずるが、 EX (ま 
たは ES ) デコードしない 

U スニングモードび正し < ない。 

U スニングモードをサラウンドにして再生す 
る。 

55 

DVD オーディオを再をし 
ているのにディスプレイ 
には PCM と表示される 

HDM 胺続をしている入力で、 DVD 才ーディオを 
再生すると PCM と表示されます。 

故障ではありません。 



圧縮デジタル*:ドルビーデジタル、 DTS 、 MPEG -2 AAC などの総称として使用します。 


ごム)で 


HDMI ケーブルでつないだ機器の音を再生するとさの疑問や症状です。 

HDMI インジケーターが点滅し続けるときは下の症状、原因、対応をご確認ください。 


症状 

原因 

対応 

参照 

映像と音青の両方が出な 
い 

本磯は HDC 円こ対応しています。ご使用の機器び 
HDCP 対応かどラかをご確認ください。 

HD 巳 P 非対応のと去はコンポーネントビデオ 
またはコンポジットビデオコードで接続してく 
ださい。 

22 



ソース機器の仕様によっては、 AV アンプを通し 
ての HDMI 接続びでさない場合びありまず。 

ソース機器の仕様を確認し、非対応のときは 
ソース機器と本機をコンポーネントビデオま 
たはコンポジットビデオコードで接続してくだ 
さい。 

22 


























困つたとを 


症状 

原因 

対応 

参照 

映像び出ない 

ソース機器によっては、設定した解像度で映儘び 
出力されない場合びありまず。 

解像度の設定を変更してみてください。 



映鋭言号は Deep Color だびテレビ(モニター)び 
Deep 巳010「に対応していない。 

Deep 巳01□「に対応したテレビ(モニター)で再 
生ずる。 



映儘信号は Deep Color だび HDMI ケープルび 
Deep Color に巧応していない。 

八イスピード HDMI ケーブルを使ってください。 


音青が出ない、またはと 
ざれる 

オーディオ調整機能の HDMI 音声出力の設定び 
「THROUGH」 になってし、る。 

「AMP」 に設定してください。 

63 


DV 臓器と接続しているときは、音声び出ません。 

別途音声の接続を行ってください。 

23〜26 


アナログ映儘を HDMI 出力しているとさは音声 
接続び必要でず。 

別途音声の接続を行って<ださい。 

23〜26 


ソース機器の設定び正しくない。 

ソース機器を正しく設定してください。 



オーディオ調整機能の HDMI 音声出力の設定び 
「THROU 白 H」 で、スレチチヤンネル音声を入力し 
てし、る場合、ずべてのチヤンネルの音声は HDMI 
出力されません。 

アナ□グまたはデジタル音声接続を行ってく 
ださい。 

23〜26 

映像が乱れる 

ビデオデッキなど映儘1言号に乱れびあるとさ(早 
送りなど)は映儘の品位によって映像び歪んだり 
乱れたり映らな < なることびあります。また、モ 
ニター側の性能によっては同様の症状び出るこ 
とをあ0ます。 

ビデオ調整機能のビデオコンノ くーターの設定 
を日 F 円こして入力と同じビデオフオーマット 
(コンポーネントビデオまたはコンポジットビ 
デオコード)で接続、再生してください。 

66 

HDCP ERROR と表示さ 
れる 

HDCP に対応していない機器び接続されている。 

コンポーネントビデオまたはビデオコードで接 
続してください。 HDCP に対応した機器でを表 
示されることびありまずび、映徹びとぎれな< 
出力されているとさは不具合ではありません。 

24 

入力端子の設定で HDMI 
Input の入力切り換え設 
定がでさない 

HDMI 設定のコント□ール機能び ON になってい 
る。 

HDMI 設定のコント□ール機能を OFF にしてく 
ださい。 

69 


USB 端子について 


ご使用の US 目メモ1」一や US 目キーボードちあわせてお調べください。 


おが 

原因 

巧応 

参照 

US 日メモリーのフオル 
ダーや音楽ファイル、写 

フオルダーや音楽ファイル、写真ファイルび FAT 
領域し乂州こ保存されている。 

フォルダーや音楽ファイル、写真ファイルを 

FAT 領域に保存してください。 

48 

真ファイルび表示されな 
い 

フオルダー内の階層び8階層を超えている。 

フォルダー内の階層を8階層じ ( 内にしてくだ 
さい。 

48 


US 巨メモ U— に30 0日0を超えるフオルダー/ 
ファイルびなをされている。 

US 日メモリーには30 000し父^のフォルダー/ 
ファイルになるよラ保存してください。 

48 


USB；/ モリーに記録された音楽ファイルに善作 
権な護の RM) びかけられている。 

善作権保護 (DRM) びかけられている音楽ファ 
イルは再生でさません。 

48 

USB メモリーを認識で 
さなし、 

US 巨メモ U —び US 日マスストレージクラスに巧 
応していない。 

US 巨マスストレージクラスに対応した US 巨;^ 

モ U —をお使いください (USB マスストレージ 
クラスに対応した USB メモ U —であってわ、本 
機で再生でをないちのをあります)。 

35 


USB；/ モ U —のフオー7ットび、 NTFS または 

HFS である。 

US 巨六モ U- のフォーマットび FAT12、 

FATl 扫または FAT32 であるかどラか確認し 
てください。 NTFS、HFS は本機で再生ずるこ 
とびでさません。 

35 


US 巨メモ U —びしっかりと接続されていない。 

USB メモリーの接続を確認してから、本機の電 
源をオンしてください。 

35 


USB 八プを使巧している。 

本機は US 日 A プには対応しておりません。 

35 


本機び US 巨メモリーを不正と認識している。 

一度本機の電源をオフにしたのち、再びオンに 
して < ださい。 


US 日メモリーを接続し 
ていて画面には表示され 
るが再生でさない 

本機で正萬に再生でをるファイルフオーマットで 
ない。 

再生で去るファイルフォーマットを確認してく 
ださい。 

119 

USB キーボー ドを認識 
でさなし、 

USB 八プを使巧している。 

本機は US 日八プには対応しておりません。 

35 

PS3 キーボードを PS2/US 日変換コネクターを 
使用して接続している。 

P52/U5 巨 変換つネクターを経由して P52 
キーボードを接続してを使巧でをません。 

35 


US 巨 キーボードび USB HI □クラスの機器では 
ない。 

USB HI □クラスの US 日キーボードを使用して 
ください。 

35 


困 

ご 

た 

と 

を 
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困つたとを 


症状 

原因 

対応 

参照 

USB キーボー ドで正し 
<文字入力がでさない 

US International レイアウトではない USB キー 
ボードを使用している。 

US International レイアウトの US 巨キーボ ー 
ドを使巧して < ださい。(他のレイアウトのキー 
ボードでを文宇入力は可能ですび、一部の文字 
び正しく入力でをないことびあります。） 

35 


ADAPTER PORT にごいて 


ご使用の ぶ W わがわ 機能搭載機器ちあわせてお調べください。 


症状 

原因 

対応 

参照 

团 uet 日 oth 機能搭載機器 
と接続でさない、操作で 
をない、音が出ない、音 

2.4 GHz 帯の電磁波を発する機器(電子レンジ、無 
線 LAN 機器、他の S / ue わがわ機能搭載機器など)び 
近くにある。 

これらの機器から本機を離して設置するか、電 
磁波を発する他の機器の使用をおやめくださ 
い。 


びとぎれる 

咖 e わがわ機能搭載機器と本機び離れすぎていた 
り、間に障害物びある。 

技/ W わ0め機能搭載機器と本機は同じ部屋で障 
害物のない、見通し距離 10 mUI 内に設置して 
<ださい。 



巨 LUETOOTH アダプターび本機の ADAPTER 
PORT 端子に正しく接続されていない。 

日 LUETO 日 TH アダプターを正しく接続してく 
ださい。 

32 


技/り e わがわ磯能搭載機器び技/り e わがわ無線通信でき 
るが態になっていない。 

掛 ue わ0か機能搭載機器の設定を確認してくだ 
さい。 

51 


ペア U ングび正しく行われていなかったり、本機 
か扫細わがわ機能搭載機器側のどちらかでペアリ 
ングの設定を消去した。 

再度ペアリングの操作を行って<ださい。 

51 


接続したし'!機器びプ□ファイルに対応してし、ない。 

冉 2 DP および AVRC 円こ巧応した S / ue わ0化機 
旨目搭載機器を使巧して < ださい。 

51 


インターネットラジオについて 


インターネット接続の設定ちあわせてお調べください。 


症げ 

原因 

対応 

参照 

ネットワークに接続でを 

LAN ケーブルび损けている。 

LAN ケープルを正しく接続して < ださい。 

33 

ない 

ルーターの電源び入っていない。 

ルーターの電源を入れてください。 



本機の電源び ON のが態で、電源び OFF だった 
ネツトワーク上の機器の電源を ON にした。 

本機の電源を日 N にずる前にネットワーク上の 
機器の電源を日 N にしておいてください。 


音青が自動で停止したり 
乱れたりする 

同ーネツトワーク上でインターネツト通信び行われ 
てし、るなど、ネツトワークの通信び混雑してし巧。 

ネットワーク上の機器と接続するとをは 

100巨 ASE - TX をご使用ください。 

33 

インターネットラジオが 
再生でをない 

IP アドレスび正しく設定されていない。 

ルーターの DHCP サーノ く一機能をオンにする 
か、ネットワーク環境に合わせて、本機の「ロア 
ドレ义プ□キシ」を手動で設定してください。 



IP アドレスの自動設定中です。 

自動設定には時間びかかります。しばらくお待 
ち < ださい。 



ネツトワーク機器のファイアウォールび働し、てい 
る。 

ネットワーク機器のファイアウォールの設定 
を確認して < ださい。 



インターネツトの接続び切断されている。 

ネットワーク機器の設定び正ししにとを確認 
し、必要に応じてネットワーク接続業者にお問 
い合わせ < ださい。 



ラジオ局の放送び中止、中断されている。 

放送局1」ストで選択でをる放送局でを再生で 
をないことびお0ます。 

53 


本機び巧応していないプ〇トコルの放を局を選 
んでいる。 

本機は http または mms 政がのプロトコ J レには 
巧応していません。他の放送局を選んでくださ 
い。 



本機び対応していないフォーマツトの放送を選 
んでいる。 

本機は MP 3 または WMALM がのフォーマット 
には対応していません。他の放送局を選んでく 
ださい。 
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困つたとを 


症げ 

原因 

対応 

参照 

パソコンのブラウザにイ 
ンターネットラジオの登 

本機の IP アドレスをブラウヴに正しく入力して 
いない。 

本機の IP アドレスを確認して、正しく入力して 
<ださい。 

54 

録画面か表のされない 

IP アドレスび正し < 設定されていない。 

ルーターの DHCP サーバー 機能をオンにする 
か、ネットワーク環境にをわせて、本機の rip ア 
ドレス、プ□キシ」を手動で設定してください。 

54,109 


ブラウヴの設定で JavaScr がび無効になっている。 

JavaScri がを有効にしてくださし、。 



ブラウヴび JavaScr がに対応していない。 

JavaScript に巧応したブラウヴを使用してく 
ださい。 



Web Control にごいて 


ご使用の PC もあわせてお調べください。 


を状 

原因 

対応 

参照 

TOP Menu 画面がブラ 
ウザに表示されない。 

ロアドレスび正し<設定されていない。 

ルーターの DHCP サーバー機能をオンにする 
か、ネットワーク環境にをわせて、本機の rip ア 
ドレス、プ□キシ」を手動で設定してください。 

79,109 


本機の IP アドレスをブラウヴに正しく入力して 
いない。 

本機の IP アドレスを確認して、正しく入力して 
<ださい。 

79 

ブラウザから本機を操作 
ずることがでさない。 

ブラウヴの設定で JavaScript が無効になっている。 

JavaScr がを有効にしてください。 


ブラウヴび JavaScri がに対応していない。 

JavaScr がに対応したブラウヴを使用してく 
ださい。 


ブラウザから本機の電源 
をオンにでさない。 

[ネットワーク設定]の[ネットワークスタンバイ] 

び OFF になっている。 

[ネットワークスタンバイ]を ON にする。 

110 


MCACC (音場補正)にごいて 


MCACC (音場補正)に関する疑問や症状です。 


症が 

原因 

対応 

参照 

音場補正の才ート醜を何 

マイクとスピーカーとの間に障害物びある。 

障害物を移動させる。 

38 

廚 了って ち エラー になる 

スピーカーコードの接続び正しくない。 

-スピーカーコードの接続を正し<行ラ。 

-サラウンドバックスピーカーを1本だけ接続 
ずるときは丄 (Single) 端子に接続してくださ 
い。己. Ich のスピーカーセットを接続すると去 
は、 FRONT L/R、CENTER、SURROUNDL/ 

R おぶび PRE 曰 UT の SU 巨 W 曰 OFE 刊こ接続し 
て < ださい。 

18 

「逆相と表示される。 

スピーカー接続の極性 (+/ —)が間違っている巧 
齡1ホびある。 

正し<接続されているか確認する。 

(正しく接続されていてち、スピーカーの種類 
や設置方法によっては r 逆相」び表おされるこ 
とびあります。その場合は、[次へ進む]を選んで 
決定ボタンを押して < ださい。） 

128 

測定ち吉果のサブウーファー 

サブウーファー内部□ーパスフイルターの遅延 

MCACC では、こういった遅延特性を考慮した 

94 

の距離が実際の距離より 

特性の影響で、再生音にデイレイびかかってい 

ラえで距離を特定して、正確なデイレイ時間を 


長い 

る。 

設定するよラにしています。 


スピーカーの大、か設定 

耳に聞こえにくし偶波数の騒音びある。 

-エアコンなどモーターを使用した機器の電源 


が誤った設定になる 

マイクの位置によって微妙な音響特性の変化を 

を切ってみる。 



検出している。 

- r スピーカー設定」で正しい設定にする。 

104 

音場補正したが、音がお 
かしし1 

スピーカー端子の位相び反転している (+/ —び 
逆に接続されている)。 

正し < 接続する。 

18 

Acoustic Cal EQ で自動 

調整値の組み合わせによっては補正レベルび許 

「OVER!」 の表おび消えるまで、さまざまな帯域 

96 

測定された補正力ーブを手 
動で調整中に 「0VER!J び 
ディスプレイに表示される 

容量を超える。 

のレベルを下げる。 
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困つたとを 


EQ 補正後の残響特性表示に関する疑問 


症状 

原因 

対応 

参照 

パソコンまたは GUI 画面 
上での EQ 補正傲!響周 
液数特性表示のグラフが 
フラットにそろわない 

グラフの傾斜は鶏響特化をおしています。部屋の 
鶏響特性そのをのは、 EQ 補正だけでは直すこと 
びで去ないため、グラフの傾斜角度は補正前後で 
を同じにな0ます。 

さまざまな原因によって、冉 LL CH ADJ で補正 
を行ってを周波数特性のグラフはフラットにな 
らないことびありまず。 

-補正により、各周波数ごとのグラフび EQ の補 
正分だけ水平移動します。補正の効果は、指定 
した時間軸上にあるポイントでそろラことび確 
巧でキ 寺ず 

-残響特Iがグラフのあ状)そのものは、視聴環 
境を改善しないと蜜化しません。 

MC 冉巳 C では、無理な補正をせず、音質的に最 
良となるよラ自動的に補正を行います。 

PC 表示用 
アプリケー 
シ ヨン ソフト 
取巧説明書 

97 

マニュアル MCACC の 
「 EQ の調整」で調整した 
補正量が補正後表示のグ 
ラフに反映されない 

残響周波数特性の表示では、各帯域を分析フィル 
夕で分析したものを表示しまず。一方、 EQ 補正は 
専巧のフィルタを使巧して信号の補正を巧って 
おり、分析フィルタと EQ 補正専巧フィルタの形 
状の違いびグラフに反映されない原因です。 

問題ありません(オート MCACC の焉合は、この 
フィルタ形状による違いち考慮したラえで補 
正を行っていまず)。 


スピーカーシステムの設 
定でに MALL ] と設定さ 
れたスピーカーの低域が 
補正されていない 

に M 冉 LL] に設定されたスピーカーは、 EQ による 
な域の補正は巧いませんび、鶏響特性の表示はス 
ピーカーから出る音の純俾な特性を示すため、低 
域補正をしていない状態での特性びそのまま表 
おされます。 

VICA 巳幻まスピーカーの再生旨目力に応じて適 
切な補正を行っているため、 EMALL] に設定 
されたスピーカーの低域補正には問題ありま 
せん。 



上記12日〜128ページの対応を試してち解決しないとさや、画面表示が動かなくなったり、 U モコンやフ □ 
ントパネルのボタンがまったく操作でをない場合は、政下の操作を行ってみてください。 

• フ□ントパネルのむ STAND 目 Y / 日 N ボタンを押して電源を切って、もう一度電源を入れる。 

• もしを電源が切れない場合は、 6 STAND 目 Y / ON ボタンを10秒！;！上押し続けてください。電源び切れます。 
(この場を、本機の各種設定が消えることがあります。） 


エラーメツ 七ージについて 


ホームメニューでの MCACC (音場補正)時に表示されるメッセージの意味 


「マイクを接続してください。 J : 

フ□ントパネルの MCACC SETUP M に端子に、付属のセットアップ用マイクを接続してください。 

「暗騒音が大さずぎまず 。 J : 

周辺の騒音び大をすざ、測定に誤差び生じる可能性びあります。 

. エアコンなどモーターを使用した機器や、超音波ねずみ駆除装置などの電源を一時的に OFF にするか遠ざけるなどの処置を行ってみてください。 
. 周囲び];ヒ較的静かな時間帯に、やり直してください。 

「マイクをチェックしてください。」： 

マイクからテスト信号び検出でをなくなりました。 

.セットアップ用マイクの接続や接続コードの断線をチェックしてください。 

. スピーカーび正しく接続されているか確認して<ださい。 

• 測定中はでさるだけボ U ュームを変化させないでください。 

「エラー J : 

スピーカー Yes/Na 判定で、拟下のような間違った接続を検出しました。 

. フロント/フ□ント A イト/フ□ントワイドに表おされたと去：スピーカーび L/R そろっていない。 

. サラウンドに表示されたとき:スピーカーび L/R そろっていない。またはサラウンドバック、フ□ント A イト、フ□ントワイドびお出されている 
のに、サラウンドび検出されない。 

. サラウンドバックに表示されたとき丄 ch 側から検出されず、 Rch 側からお出しました （1 本のみ接続ずるときは丄 ch 側を使用してください)。 

I ■逆相 J : 

スピーカーの極を （+/—) び逆になっている巧能性びありまず。正しく接続されているか確認してください。接続び間違っていた場合は、 
本機の電源を切ってから電源〕ードを扳き、接続をし直してください卜18ぺージ)。その乾フルオート MC 冉 C 巳などをやり直してください。 
UTF の場合は、スピーカーび正しく接続されていてわ「逆相」び表おされる場合びあります。そのと去は r 次へ進む」を選んで、次の測定に進 
んで < ださい。 

. スピーカーびマイク （U スニングポジション)方向に向いていない場合、またはスピーカーとマイクとの間に障害物びある場合 
. 壁による音の反射び大さい場含 

. ダイ ポールスピーカー または反射型 スピーカー など、位相に該響を与える スピーカーを 使用している場合 

「サブウーファーのレベルび大きずざまず。ボリュームを下げてください。」： 

[YES] と設定したサブウーファーの出力信号び大をすざまず。サブウーファー本体のボ U ュームを適正値に下げてください。 

1ブ〇「サブウーファーのレベルびルさずぎまず。ボリュームを上げてください。」： 

I [YES] と設定したサプウーファーの出力信号び検出でさません。サブウーファー本体の電源を確認し、ボ U ュームを適正値に上げて<ださい。 
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このよラな症状は 

-電源コードや電源プラグび 
異常に熱ぐなる。 

-電源コードにさけめや 
ひび割れびある。 

A 

ご使用 

故障や事故防止のため、ずぐに 
電源を切り、電源プラグをコン 

あ0ませんか 

-電源が入ったり切れたり 


中止 

セントか5抜を、必ず販売店に 


ずる。 

•本体か5異常な音、熱、 
臭いびずる。 



ご相談ください。 


巧 証と アフターサービス 


巧証書（別添） 

保証書は、必ず「販売店名-購入曰」などの記入を確かめ 
て販売店か5受け取っていたださ、内容をよくお読みの 
ラえ、大切に保管してくださし、。 

保証期間はご購入曰か 61 年間でず。 I 

補修用性能部品の保有期間 

当社は、この製品の補修用性能部品を製造打ち切0後8 
年間保有しています。性能部品とはその製品の機能を維 
持するために必要な部品です。 

修埋に関するご質問、ご相談 

お買い求めの販売店へご相談-ご依頼ください。 

修埋を巧巧されるとを 

修理を依頼される前に取扱説明書の r 故障かな？と思った 
引の項目をご確認ください。それでも異常のあるときは、 
必ず電源プラグを抜いてか5、販売店へご依頼くださし、。 
ご転居されたり、ご贈答品などで、お買い求めの販売店 
に修理のご依頼びできない場合は、に相談窓口のご案内- 
修理窓□のご案内」132)をご覧になり、修理受付窓 
□にご相談ください。 


連絡していただをたい的容 

• ご住所： 

• お名前： 

• お電話番号： 

• 製品名： AV マルチチヤンネルアンプ 
• 型番： VSA-LX 已3 
• お買い上げ曰： 

• 故障または異常の内容(できるだけ詳しく）： 

• 訪問ご希望曰： 

• ご自宅までの道順と目標健物や公園など）： 

■ ド i 正期間中げ- 

修理に隙しては、保証書をご提示ください。保罰書に記 
載されている当社の保証規定に基づを修理いたします。 

■ 保証期間が過ぎているときは： 

修理すれば使用でをる製品については、ご希望によ0有 
料で修理いたしまず。 


本製品は家庭用オーディオ機器（オーディオ，ビデオ機 
器）です。下記のを意事項を守ってご使用ください。 

1. 一般家庭用 L 以外での使用（例：店舗などにおける巨 GM 
を目的とした長時間使用、車両•船舶への搭 

載、屋外での使用など）はしないで<ださい。 

2. 音楽信号の再生を目的として設計されていますの 
で、測定器の信号（連続波）などの増幅用には使巧し 
ないで < ださい。 

3. 八ウ U ングで製品び故障する恐れびありますので、マイ 
ク□フオンを接続する場合はマイク□フオンをスピーカ 
一に向けたり、音び歪むよラな大音量では使用しない 
で < ださい。 

4. スピーカーの許容入力を超えるよラな大音量で再をし 
ないでください。 

S26_Ja 


長年ご使用の AV 機器の点検を! 


愛情点な 
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サービスステーション U ス 


サービス拠点への電話は、修理受付窓□でお受けします。（ミ中縄県の方はホ縄サービス認定店） 

また、認定店は不在の場合ちございますので、持ち込みをご希望のお客様は修理受付窓□にご確認<ださい。 


M ヒ海道地区 

☆化海道サービスセンター 
旭 JH サービス認定店 
帯広サービス認定店 
函館サービス認定店 


FAX 01 1-6 11- 已 694 
FAX 0166-55-7207 
FAX 01 己巳- 23-77 已 7 
FAX 0138 -40-6473 


受付月〜金9:30〜18:00 (± •曰•祝.興社休業日は除く） 

☆拠点は、±曜ち受付 9:30-12:00. 13:00〜18:00 (お社休業曰は除く） 
〒〇目 4 -日 822 ネし幌市中央区：!ヒ 2 菜西 20-1-3 クワヴワビル 
干 日 70-0S3 1 旭 J 11 巿旭町 1 菜 1 T 巨 438-S 白 
〒日 8 日 - 日日 1 巳帯広巿西已条南 28T 目 1-1 
干 04 1-081 1 函館市富岡町 2-18-7 


>東北地区 


☆東：!ヒサービスセンター 

FAX 

己 2 吕 -37 巳- 4996 

山形サービス認定店 

FAX 

日 23 -巨 1 巳- 1627 

郡山サービス認定店 

FAX 

己 24- 白白 1-74 巨 6 

盛岡サービス認定店 

FAX 

01 白-巨已 6-7 白 48 

青森サービス認定店 

FAX 

日 17-73 巳- 2438 

八戸サービス認定店 

FAX 

0178-44-3351 

秋田サービス認定店 

FAX 

018-869-7401 


受付月〜金9:30〜18:00 (± .曰•祝.辟社休業日は除く） 

☆拠点は、±曜ち受付9:30〜12:00、 13:00-18:00 (弊社休業曰は除 <) 

于 981 -3 121 仙台市泉区上谷刈目- 1 0-26 
于 9 白曰- 0023 山お市ネ公波 1-S-17 

干 9 巨 3-8861 郡山市鶴見坦 1-9-2 己クレールアヴエニユー伊藤第 2 ビル 1 F D 号 
于 020 -0 日巳 1 盛岡市下太田下り I 原 1 已 3- 1 
干 03 日 - 日 821 青森市勝田 2-1 6- 1 日 
干 031 -0802 八戸市ル中野 3-16-8 
干 01 日 - 日 802 が 田市が旭川字橋の 目 34 己- 1 


受付月〜± 9:30〜1汪〇0 ( 曰•ネ兄•弊社休業日は除く） 


>東京都内 

世田谷ヴービスステーシヨン FAX 日 3-3419-4234 于 1 巳已-日 032 世田谷区代ミ尺 4-2 巳-日 
北ま京ヴービスステーシヨン FAX 日 3-3 目 44-7800 于 170- 日〇日 2 豊島区巣鴨 1- 目- 4 第王义なビル 1F 
を摩サービスステーシヨン FAX 042 -已 24 -已 947 干 1 90-00 日 3 立り怖栄町 4-18-1 エクセル立川 1F 


>関東-甲信越地区 

☆東関まサービスセンター 
松戸サービス認定店 
水戸サービス認定店 
つ<ばサービス認定店 

☆化関まサービスセンター 
J II 越サービス認定店 
宇都宮サービス認定店 
群馬サービス認定店 
新漏サービス認定店 
佐渡サービス指定店横山電機商妄 

☆南関まサービスセンター 
横おサービス認定店 
神奈川西サービス認定店 
云宅島サービス指定店勝見電機 
松本サービス認定店 
長野サービス認定店 
甲府サービス認定店 


FAX 

047-773-93 已 4 

FAX 

047-340- 已〇已 2 

FAX 

02 目- 248-13 白巨 

FAX 

0298-58-1369 

FAX 

048 -色巳 1-8030 

FAX 

049-233-6581 

FAX 

028 -色巳 7 -巳 8S2 

FAX 

日 27 日 - 22- 18 已 9 

FAX 

02 己- 374 -已 7 已巨 

FAX 

02 已 9 -巨 3-34 己己 

FAX 

04 巳-白 43-37S8 

FAX 

日 4 巳- 348-86 目 1 

FAX 

日 4 目- 23 1-1 2 白 9 

FAX 

049 目 4-6- 124 巨 

FAX 

0263 -48 - 己巳 7 巳 

FAX 

02 巨- 22 吕-己 2 已〇 

FAX 

〇已已 -228-8003 


受付月〜金 9:30-18:00 (± ■曰•祝.醉社休業日は除く） 

☆拠点は、±屆ち受付9:30〜12:00、 13:00-18:00 (弊社休業曰はお <) 

干 27 巳- 0016 習志野市津田ミ召 3-2 己- 吕 2 
〒 270-0021 お戸巿ル金原 4-9-23 
〒 31 0-0844 水戸巿住吉町 307-4 
干 30 巳- 004 巳 つくば 市梅園 2-2 -日 
〒 331- 日 81 吕 さいた ま 市北区宮原町 1-31 日 -1 
干 3 巳 日 - 日 S 日 4 リ晒巿下広谷 1 128-1 1 
〒 3 吕 1- 日目 1 吕 宇都宮市石井町 3373-21 

干 372-0S 日 1 伊勢崎市宮テ町 1 191-17 パ サージ ュ 808 伊勢崎 1 日 1 号 
〒白巳 日 -0982 新漏巿中央区掘を内南 1-2 日 -11 
〒白巳 2-12 日 目佐渡巿金井町千種 11 巳 8-1 

〒 2 吕 4-0037 横お巿都筑区茅ヶ崎南 を 18-1 ベルデユール茅ヶ崎 
〒吕 4 日 - 日日 43 横お巿保±ヶ谷区坂本町 吕巳日 
〒 243- 日 42 吕 ミ毎を名市中新田 4- 10 -已 3 中山ビル 1F 
干 10 日 -1211 兰宅村大字坪田 

〒 3 日日 -08 已吕松本巿大字島立 18 日-巳 パイオニア松本拠点 1F 
〒 38 日 -093 巳長野市中御所 1-24 
干 400 -003 已甲府巿飯田 4-9-1 4 


♦中部地区 

☆中部サービスセンター 

FAX 

日已 2 -已 32-1148 

受付月〜金日: 30 〜 18:00 化-曰•祝.弊な休業日は除く） 

☆拠点は、±曜ち受付 9:30-12:00, 13:00-18:00 (辉社休業曰は梯〇 

干 4 巳 1-0063 名古屋市西区押切 2-8- 18 

岡崎サービス認定店 

FAX 

〇已 64-3 吕 -70S 己 

干 444-0931 

岡崎巿大和町字荒田 36- 1 大和ビレッジ己 - 1 

まサービス認定店 

FAX 

〇已 9-2 13 -巨 712 

〒已 14-0821 

ま市垂水已 22 -己 

岐阜サービス認定店 

FAX 

〇已 S-27 斗-巳 2 已巨 

〒已〇 0-83 已 6 

岐阜巿六条江ま 1-1-3 

静岡サービス認定店 

FAX 

〇已 4-236-4063 

〒 4 吕 2-8 日 34 

静岡巿駿巧区高松 1-17-1 7 

沼まサービス認定店 

FAX 

〇已己-白巨 7-S4 己巳 

于 41 0-087 白 

ミ召ま巿北今ミ尺 12-7 

お松サービス認定店 

FAX 

〇已 3-422-1401 

于 430-091 吕 

お松巿中区茄子町 3 已巳 -1 

金おサービス認定店 

FAX 

07 白- 240-0 巳巳 0 

〒白吕 0-03 巨吕 

金ミ尺巿ち府 3-60-1K2 ビル 1 F 

富山サービス認定店 

FAX 

076-42 巳- 30 吕 7 

〒白 3 白- 8211 

富山巿二□町 1-7-1 

福井サービス認定店 

FAX 

0776-27-1768 

〒白 10-00 己 1 

福井巿大願寺 3 -已 -9 
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☆関西サービスセンター 

FAX 

己 6 -白 31 白- 912 己 

ネ申戸サービス認定店 

FAX 

078-26 巳-0832 

姫路サービス認定店 

FAX 

07白2-已 1-26 巳6 

和歌山サービス認定店 

FAX 

0734-46-3026 

京都サービス認定店 

FAX 

07己-巨 44-797 已 

奈良サービス認定店 

FAX 

己 742-36-87 13 

福知山サービス認定店 

FAX 

0773 -24 -已37己 


参関西地区 


受付月〜を9:30〜18:00 (± •曰•祝.脾社休業日は除く） 

☆拠点は、±眉ち受付9:30〜12:00、13:00〜1狂00 (脾社休業曰は除く） 

〒巳目 4-00 已2吹田市広泛町已 -S 

〒目巳1 -00 白3ネ申戸市中央区二宮町1 T 目1 0-1□- レル兰宮ノースアベニュ ー1F 

于67 1-0 吕24姫路市別所町佐 ±1-1 26 

干641 -00 14和歌山市毛見11 26-4 

于 601-8444 京節市南区西九条森本町4イッツアイランド 1F 

干 630-8 132奈良市大森西町2 1-26 

干620-日日已己福知山市療尾新町 2-74 カマ八チマンション 


参中国 • 四国地区 


な中四国 サービスセンター 

FAX 

082-534-5859 

岡山サービス認定店 

FAX 

08 色- 2 巳 0-2724 

松江サービス認定店 

FAX 

08 巳 2-22-7779 

福山サービス認定店 

FAX 

日 84 白- 31-27 吕 1 

鳥取サービス認定店 

FAX 

己8已 7-2S-8 己11 

徳山サービス認定店 

FAX 

0834 -33 -己7巳白 

高松サービス認定店 

FAX 

己 87-81 3-61 1吕 

徳島サービス認定店 

FAX 

088-巨 69-6076 

高知サービス認定店 

FAX 

088-8 己 2-3321 

松山サービス認定店 

FAX 

089-白1 1- 己巨 0S 


受付月〜を9:30〜18:00 (± ■曰-祝.瞥社休業日は除く） 

☆拠点は、±握を受付狂30〜12:00、 13:00-18:00 (辉社休業曰は除く） 

干 733-0003 広島市西区兰橋町 2-4-22 NK ビル1 F 
于7日 0-0 目7巳岡山市北区今 3-10- 10備前ビル 1F 
〒目白 0-001 7お江市西津田4-巳 -40 (有）テクピット内 
干7吕〇 -081 日福山市野上町 3-1 2-目 
于 680-0 吕34鳥取市徳尾422-吕 
干74己-000目周南市巧皇町 3-11 森広事務所 1F 
干7巨 0-0080 高ネ公市木太町 862-1 

于 770-8023 徳島市勝占町中須日 2-1 大おジョ U 力地下1階103号 
干 780-00 已1高知市愛若町 3-12-13 晃采ビル 1F 
干7日1 -SO 13松山市山越己- 12-8 


参九州地区 


☆九州サービスセンター 

FAX 

092-412-746 己 

:!ヒ九州サービス認定店 

FAX 

093-941-83 已 4 

博多サービス認定店 

FAX 

〇吕 2-461-1643 

西九州サービス認定店 

FAX 

0 目己 2-2 日- 19 目 1 

長崎サービス認定店 

FAX 

09己-84白-4巨06 

熊本サービス認定店 

FAX 

09巨-33 1-33 吕3 

大分サービス認定店 

FAX 

097-巳己 1-2049 

宮崎サービス認定店 

FAX 

〇吕 S 己- 27-3 136 

鹿児島サービス認定店 

FAX 

09白-20 1-3803 


受付月〜を9:3□〜18:00 (± ■曰-祝.瞥社休業日は除く） 

☆拠点は、±握を受巧狂30〜12:00、 13:00-18:00 (弊社休業曰は除く） 

干81 2-001 目福岡市博を区博を駅南 2-12-3 
干 802-0044 :!ヒ九州市ル倉：!ヒ区熊本 1T 目 9-4 植田ビル 1F 
干 S 1 2-0006 福岡市博を区上牟田 2-6-7 
干 840-0201 佐賀市大和町大字尼寺 2688- 1 
于8已吕 -S 14巳長崎市昭和] 1T 目 12-10 ク U スタル A イツ平野 
干8目 2-0 目18熊本市な立已 T 目 14-1 7 
于 870-0921 大分市煎原 3-23- 1已曰商ビル101 
干 880-0821 宮崎市浮城町 98- 1 
干89日-004目鹿児島市西田 3-8-24 ヴニーサイド211 F 


♦沖縄県 

か縄サービス認定店 


受付月〜を9:30〜18:00 (± •曰•祝.鮮社休業日は除く） 

TEL 日白8-目 87-1120 〒白日2-日日73另に覇市上間413琉電アイくート 1- 巳 
FAX 098-987-1 121 


平成22年3月現在 


記載内容は、予告なく変更させていただくことびありますので予めご了承ください。 
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付録 


<各窓□へのお問い合わせの時のごま意> 

「0120」で始まる原!フ U -〕ー ルおよび^@フ U -コールは、携帯電話. PHS などからは、 
ご使用になれません。 

また、 【一般 電話】は、携帯電話 • PHS などからご利用可能ですび、通話料びかか D ます。 


ご相談窓□のご案内 


パイオニア商品の修理.お取り扱い（取り付け.組み合わせなど）については、お買いまめの販売店様へ 
お問い合わせください。 

商品についてのご相談窓 □ 

参商品のご購入や取り扱い、故障かどラかのご巧談窓□およびカタ□グのご請ホについて 

カスタマーヴポートセンター（全国共通フリーコール） 

受付時間月曜〜金曜9:30〜1狂00、±曜9:30〜12:00、13:00〜17:00 (曰曜•祝曰•鮮社休業曰は除く） 
■家庭用オーディオ/ビジュアル商品 |a 0120-944-222 一般電話044-已 72 — 81 02 

■ファックス 044-己7吕 一81 03 

■インターネットホームぺージ httpy/pioneer.jp/support/ 

※商品についてよくあるお問い合わせ-メールマガジン登録のご案内-お客様登録など 


修理窓□のご案内 


修理をご依頼される場合は、取扱説明書の『故障かな？と思ったら』を一度ご覧になり、故障かどラかご確認 
ください。それでも正常に動作しない場合は、①型名③ご購入曰③故障症状を具体的に、ご連絡ください。 


修理についてのご相談窓 □ 

参お買いホめの販売店に修理の依頼び出来ない場合 


修理受付窓 □ 


受付時間月曜〜金曜日:3日〜18:日日、±曜日:3日〜12:日日、13:0日〜17:日日（日曜•祝日•弊社休業日は除く） 

圓電言舌 IP 日12日一已 一81 日28 —般電言舌日44-已72-8]。日 

■ファックス IP 日12日一已 一81 日2白 

■インターネットホームぺージ http://pioneer.jp/support/repair.htmi 

ぷインターネットによる修理受付が象商品は、家庭用オーディオ/ビジュアル商品に限ります 

沖縄サービス認定店（沖縄県のみ） 


受付時間月曜〜金曜9:3日〜] 8:日日（±曜-日曜-祝日-弊社休業日は除く） 

■-般電話 098-987-1 120 

■ファックス 日日8-白 87-1 121 



部品のご購入についてのご相談窓 □ 

♦部品（付属品、リモコン、取扱説明書など）のご購入について 

部品受注センター 

受付時間月曜〜金曜 9:30-1 狂00、±曜9:30~12:00、1 3:00-1 7:00 (日曜-祝日-鮮社休業日は除く） 

圓電言舌 @。120-已 一8109 巳 一般電言舌0己 38-43- 11巨1 

■ファックス 0120-已 一8109 白 

平成吕吕年3月現在記載内容は、予告なく変更させていただくことびあ0まずので予めご了まください。 V0L.038 
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プリ七ットコードー覧表 


下の一力ーコードを本機の U モコンにプリセツトすることで、他機器を本機の U モコンで操作することがでさ 
るようになります。ただし、六一力一や機器によっては操作できなかったり、異なる働きをすることがありますので、 
その隙は学習機能で U モコンコードを直接登録してください (81 ぺージ)。 

凡例：メーカー/コード 


テレビ 


円 oneerOl 日 2. 0193, 0198 
AIWA 0131 
ByD : si 邑 n 0132 
Fujitsu 0145,0146,0147 
Funai 0133, 0134 
Hitachi 012 4. 0135, 0148, 0169, 
0172 
LG 0151 

Mitsubishi 012 7, 0128, 0153,0154 
NEC 0129, 0130 

Panasonic 0119, 0120 
Philips 0136 

SANYO 012 日, 01 巳日. 01 日 7 
SHARP 0122, 0168, 0173 
SONY 0121 . 01配，0170, 0174 
Samsung 0139, 0140, 0141,0142, 
0143 .0144 

TOSHIBA 0123, 0165, 01 巨日，0167 
Victor ( JVC ) 014 日. 0150, 5064, 

012己 01 日8,01已日 

その他 01己2, 0161.0162, 0163, 0164 

DVD プレーヤー 


しのコードで操作できなし、場合、 ブルー 

レイデイスクプレーヤー または HDD/DVD 
レコーダー、ブルーレイデイスクレコーダー 

のコードで操作できる場合びあります。 

Pioneer 224& 2215 
AIWA 210已 

Denon 2106,2107,2108 
Hitachi 2116, 2117 
Kenwood 2112 
LG 2149 

Marantz 2142, 2157 
Onkyo 2118, 2119, 2120 
Panasonic 2144,2145.2104,2143 
Samsung 2129. 213 己 
SANYO 2133, 2131,21 30, 2132 
SHARP 2113,2114,2154 .2115, 

2153 

SONY 2150,2151.2152,2134,2135, 
214 日, 214 ス 214 日 
TOSHIBA 2137, 2121， 2122. 2138, 
2140 ,2141 

Victor ( JVC ) 2110, 21 09, 21 巳己， 

2111,2156 
Yamaha 2139 

ブルーレイディスクプレーヤー 


な下のコードで操作でさない場合 、 DV 
D プレーヤー または HDD/DVD レコー 
ダー、ブルーレイデイスクレコーダーの 

コードで操作でさる場合びあります。 
Pioneer 224ス2248 
Denon 2212, 2213, 2214 
Hitachi 2209, 2210, 2211 
Kenwood 2109 
LG 2188,21日日 
Marantz 2204, 220己 


Mitsubishi 2202. 2203 
Onkyo 2191 

Panasonic 217 日，2180,21日 1 
Philips 2182 
Samsung 2184 
SHARP 2206, 2207, 2208 
SONY 218 己 218 日， 21 日 7, 2194 
TOSHIBA 2190. 2164 
Victor ( JVC ) 2192, 2193, 21 日己, 219 巨， 
2197,2198 

Yamaha 2199, 2200, 2201 

HDD/DVD レコーダー、 
ブルー レイディスク レコーダー 

政下の〕ードで操作できない場を 、 DVD プ 

レーヤー または プルーレイディスクプレー 

ヤー の〕ードで操作でさる場をびあ0まず。 

Pioneer 2238, 2239, 2240, 2241, 
2242. 2243, 2244, 224己 

Panasonic 2165, 2171 

SHARP 21日9,2177 

SONY 2170, 2173, 2174, 2175,2178 

TOSHIBA 2176 

ビデオデッキ 


Pioneer 1077 

AIWA 10 巳ス 1058,1 □已日，1060 
Fujitsu 1069 
FUNAI 10日4 

HITACHI 1040, 1041, 1064 
Mitsubishi 104 2, 104 3, 104 4, 104日 
NEC 10 日日， 10 日日，106ス1068 
Panasonic 1029. 1030, 1031, 1032, 
1033 

PHILIPS 1071 
SANYO 10 日3,10巳日，1056 
SHARP 1061. 1062,10日式1074 
SONY 1022. 1023,1024,102日，1026, 
]02ス1028 

TOSHIBA 1034, 1035,1036,1037, 
1038 

Victor ( JVC ) 1046,1047,1048, 

1049,1祀0,1051, 1052 

その他 1072. 1073 

衛星チューナー、ケーブル 
テレビチューナー 

Pioneer 日02日，0197, □ 178, 01日日， 

巳088 

A 1 CHI 6000, 6001 

AIWA 6日02,日00日，6006 

DX Antenna 600ス日02瓦6041 

Fujitsu 日008 

Hitachi 6009,日010,6011 

Humax 6012 

10 DATA 604巨, 6047, 6048,日049 
MASPRO 6004,已01 4. 日01己己 04] 
NEC 601巨，6017 

Panasonic 6003. 6018, 6019, 6020. 


6021,6日22, 日 0231 6024,日日2 巳 
pixels 6044, 日 04 己 
Scientific Altanta 日 01 己 
Sumitomo 6026, 603 ス日 038 
SHARP 巨027, 6028. 日 02日， 日 030 
SONY 6031, 6032. 6033, 6034, 日 03 日, 
巨03 己 

TOSHIBA 6039, 6040, 6041 

Yagi Antenna 日 041 
Uniden 巨042 
Victor ( JVC ) 6013 
Wintersat 日 043 

CD プレーヤ ー、 SACD プ 
レーヤー 

円 oneer 5065, 5066 

Asuka 巳 04 日 
Denon 5019 
Fisher 5048 
Goldstar 己 040 
Hitachi 5042 

Kenwood 加 20, 5021,5031 

し uxman 5049 
Marantz 巳 033 

Onkyo 501 7, 5018, 5030, 5050 
Panasonic 巳 036 
Philips 5022, 5032, 5044 
RCA 5013, 5029 

Roadstar 己〇已 2 
SHARP 已〇日] 

SONY 5012, 日 023, 日 02 日， 5027, 日 02 目, 
巳 039 

TEAC 己 01 己己 016, 5034, 日 03 日，加 37 
Technics 己 04] 

Victor ( JVC ) 5014 

Yamaha 5024, 巳 02 日，日 038, 5046. 

巳 047 

CD レコーダー 


Pioneer 己067 
Philips 5054 
Yamaha 已〇巳巳 

MD プレーヤー 


円 oneer 5068 

DAT プレーヤー 


Pioneer 己069 

カセットデッキ 


Pioneer 巳0/0 

LD プレーヤー 


円 oneer 5062,巳063 

FM/AM チユーナー 

円 oneer 已〇日8 


付 

録 

133 


















付録 


工場出荷時の設定一覧 


設定項目 

初期値 

参照ページ 

スピーカーシステムの設定 

ノーマル （ SB / FH ) 

103 

スピーカーの有り無し/ほ域再生能力 

すべて SMALL (か） 

104 

サブウーファー 

YES 馆り） 

104 

スピーカー出カレベル ( Ml 〜 M 6) 

0.0 dB (補正無し） 

93,105 

スピーカーまでの距離 （ Ml 〜 M 6) 

すべて3.00 m 

94,106 

ク□スオーバー周波数 

80 Hz 

104 

定在波制御 

ON (ただし全フィルター打日 dB 、 補正無し） 

95 

視聴環境の周波数特性の補正 （ M ] 〜 M 巨） 

全帯域0.0 dB (補正無し） 

96 

X カーブ 

OFF 

106 

入力の設定 

U アパネル表記のとおり （Input Setup 参照） 

42 

入カファンクシヨン 

DVD 

43 

入力信号の種類 

AUTO 

(入力ごとに設定されています。また、入力信号により蜜化します。） 

44 

U スニングモード 

AUTO SURROUND 

55 

MCACC 

Ml.MEMORYl 

60 

PHASE CONTROL 

ON 

61 

オーディオ調整機能のを項目 

(オーディオ調整のページを参照） 

62 

ビデオ調整機能の各項目 

(ビデオ調整のページを参照） 

66 

DIGITAL SAFETY 

OFF 

122 

スピーカー端子 A/B 

SP ( A ) : ON 

74 

フ□ントパネル表示部の明るさ 

一番明るい 

78 

HDMI によるコントロール機能 

ON 

69 

HDMI 出力設定 

HDMI OUT ALL 

78 


本機のすべての設定を工場出巧時に戻す 


設定オール U セツトは!;(下の手順で実行します。操作は本体フ□ントバネルで行います。 

設定オール U セツトを行5と、上記のすべての設定び工場出荷時の状態になりまずので 十分ごま意ください。 


2 [^ESET 4 HO ► 


1 電源をスタンバイ状態にずる。 


3 

RESET が ESE " 



4 

RESET ? [ OK ] 



2 口 E-B enter を}甲しなわ’ <56STANDBY/ 
+ ON ボタンを押ず。 

む S ご r ^ DBY ' 刖表示部に RESET ◄NO ► と表示されます。 

© 


3 

和/ー ボタンを繰り很し抑して 

RESET ◄RESET ►を選ぶ。 

4 

deweb enter ボタンを押す。 


RESET ? 日 K と表示されます。 

5 

D ewe •もう 一度 enter ボタンを押ず。 


0 K と表示され、本機のすべての設定び工場 
出荷時の状態に戻り、電源び入ります。 
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付属品 

リモコン （ AXD 7 己 93) 

単4お乾電池 . 

セットアップ用マイク（已 m ) ( APM 7009) 
iPod ケーブル 
電源コード ..... 

保証書 ............. 

取扱説明書 


>仕様およびが観は改良のため予告なく変更すること 
びお0ます。 


本機では、画面表示に NEC のフォン h 
[ FontAvenueJ を使用しています。 
FontAvenue は NEC の登録商標です。 


集中コント□—ル部 

コント□-ル（旧)端モ 

.03.5 S ニジャック（モノラル） 

IR 信号 . High Active (High Level : 2.0 V ) 

12 V 卜 U ガー端モ ....... 03.己 S ニジャック（モノラル） 

12 V 卜 U ガー出力 .12 V 、 合計1已日 mA 

RS -232 C . 目ピン、ク□スタイプ、メスーメス 

EXTENSIONS 謂モ . 已 V 、1已曰 mA 

ネットワーク部 

LAN 端子 . 10 BASE - T /100 BASE-TX 

電源部-その他 

電源 . AC ] 00 V 、已〇 Hz /60 Hz 

消費電力 . 330 W 

待機時消費電力 .0.1 W (コント□ール機能 OFF ) 

0.3 W (コント□-ル機能 ON ) 
がお寸法(幅 X 高さ X 契行） 

. 42 日 mm X 173 mmx 433 mm 

質量 . 1 3.4 k 旨 


オーディオ部 

実用最大出力 

(JEITA、] kHz、 ]日〇/〇、色0、1チャンネル駆動) 

フ□ント ...] 白日 W/CH 

センター . 190 W 

サラウンド ..... 190 W/CH 

サラウンドバック 

(またはフ□ント八イト/フ□ントワイド） 

.] 白0 W/CH 

定格出力 

に日 Hz-20 kHz、 日.日8 〇/〇、8 0、2チャンネル駆動) 

フ□ント . 110 W +1 10 W 

センター .now 

サラウンド ..... 110 W +1 10 W 

サラウンドバック 

(またはフ□ント八イト/フ□ントワイド） 

. 110 W +1 10 W 

全高調波歪 ...0.06 % 

(20 Hz-20 kHz' ] 日日 W + ] 日日 W、8 0) 

保証インピーダンス . 6 0〜1目0 

SN 比 ( IHF、 シヨートサーキット、 A ネットワーク） 
LINE 系 ... 103服 

周波数特性 ... .已 Hz 〜]日日 kHz、 こ旨 d 目 

(PURE DIRECT モ ーK 時) 
入力端子(感度/インピーダンス） 

LINE 系 ..3 已日 mV/47 kQ 

出力端子 （ レべ j レ/インピーダンス） 

REC OUT 系 . 3已曰 mV/2.2 kO 

ビデオ部 

信号レベル 

コンポジット… . 1 Vp-p (7 已 0) 

コンポーネント ..................... …丫；1.日 Vp-p (7 已 0) 

Cb / Pb . Cr / Pr ； 0.7 Vp-p (7 已 0) 

対応最大解像度 

コンポーネント ... 1日8日 P (1] 2已 P) 

(ビデオコンノ （ー ター日 FF) 

デジタル入出力部 

HDMI 端子 . 19ピン 

HDMI 出力仕様 . 已V 、100 mA 

US 巨端子 .USB2.0 Full Speed (A タイプ) 

iPod 端モ .US 目+コンポジットビデオ 

アダプター端子 . 已V 、100 mA 


~ 广了 T T T 


お手入れについて 

通常は柔らかい巧でからおさしてください。ミちれがひどい場をは水で已〜日倍に薄めた中性 
洗剤に柔らかい巧を浸してよく絞ったあと、ミちれを拭を取り、そのあと乾いた巧で拭いてくだ 
さい。アルコール、シンナー、ベンジン、殺虫剤などが付着すると、印刷、塗装などがはげる 
ことがありますのでごを意ください。また、化学ぞラさん等をお使いの場をは、化学ぞラさん 
等に添付のを意事項をよ<お読み<ださい。 


付 
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I 4田ェ.け，卜 


音のエチケット 

楽しい音楽を時と場所によっては気になるわのです。離近所への思いやりを十分にしましよラ。 
ステレオの音量は、あなたのむがけ;欠第で大さくをルさくをなります。 

特に静かな夜間にはルさな音でを通りやすいをのです。夜間の音楽鑑賞には特に気を配りましよ 
ラ。近所へ音が漏れないよラに窓を閉め、お互いにむを配り、快い生活環境を守りましよラ。 


仕様 


121111 
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. 61 

. 63 

58. 8日， 90. 95 

. 92 

. 13 

. 67 

. 78 

. 64 

. 已0,101 

. 114 


。…108 
42,108 
…119 

….…. 33 
…109 
…109 


39. 91 
….…. 64 

] 巨‘ 29 
….…. 99 
89. 108 


ず 


ステータス表术 . 



.79 

スピーカー巨 . 


.15. 19 

スピーカー . 

. 15, 

1 8. 74. 

103 

スピーカーシステム . 


38. 89. 

103 

スピーカー出カレベル . 

. 89, 

90. 93. 

105 

スピー ヵ —防お . 


……15, 

104 

スピーカー配置 . 



. 15 

スピーカーまでの距離 . 


……94, 

106 

せ 




セカンダ U — DNS サーバー . 



109 

設胃 . 

說を . 


. 3 F 

.…4 

ミ A 9 


.…. 72 
.…. 8白 
.. ]0白 
62, 96 
38, 91 
…84 

13円 


.……. 84 
.……. 67 
40. 128 

67 

21,22 

….…. 63 
…134 
21. 22 

…130 


電源オン時音量設定 

と 

I ン コント ロール 
ドルビー . 

に 

入カスキップ . 

入力端子の設定 ....... 

入カフアンクシヨン 

ね 

ネットワーク . 

ネットワーク設定.... 
ネットワークの設定 


セットアップ用マイク . 

センターイメージの調整 . 

そ 

ゾーン2/ゾーン3 . 

測定データ書を出し . 

その他の設定 . 

た 

ダイア□グエン八ンスメント機能 . 

対応フォーマット . 

ダイナミックレンジコント□ールの設定 

ダイレクトフアンクション . 

他機器連動機能 . 

て 

低域の位相乱れを補正ずる . 

低音の調整 . 

定在波制御 . 

定在波制御を点測定 . 

ディスプレイ . 

ディテールの調整 . 

5ィマー . 

ディメンションの調整 . 

データ管理 . 

デコード . 

デジタル音声 . 

デジタルノイズリダクション ........ 

デジタルノイズリダクション機能. 

デフオルトゲートウェイ . 


音量制限 . 

か 

解儘度の設定 . 

学習トド . 

画質の明るさ調整 . 

画質の色あい調整 . 

画質のコントラスト調藝 . 

き 

起動時連動（マルチ-オペレーション) 

輝度信号の調整 . 

逆相 . 

< 

黒浮をの調整 . 

け 

ケーブル . 

高音の調整 . 

工場出荷時 . 

コード . 

さ 

サービスステ ーシ ョンリスト . 

酷 . 

彩度の調整 . 

サウンドディレイの調整 . 

サウンドレト U バー機能 . 

サブウーファー . 

し 

シアターモード . 

システム設定 . 

自動 IP 機能 . 

周波数特性 . 

周波数特性の補正 . 

終了時連動（システム-オフ） . 


デュアルモノラル音声の設定 . 63 

デュアルモノラル信号 . 巨已 


消ち-- 


4ス 7 fi 


五十音順 

お 

アスペクト比の設定 . 66 

アド‘バンス KEQ セッ I - アップ . 89. 97 

アドバンスド MCACC . 89 

し、 

—般的な接続（スピーカー ). 19 

色信号の調整 . 已7 

インジケーター . 13，124 

インターネットラジオ . 已3,12巨 

元 

映儘 . 22. 122 

エラー . 4曰，128 

お 

オーディオ調整 . 62 

オーディオリターンチヤンネル . 23,巨日 

才 一 h MCA 巳 C . 扫曰， 9] 

オートディレイ . 63 

オートレベルコント□ール . 已7 

お手入れ . 13已 

音声 . 43 


を < いん 


本機を操作するとさの主な用語や表示をまとめました。参照ページに進むと、それぞれに関連する情報びあります。 


1 2 4 
1 61 


4已3 9 
16 6 0 


3 9 3 2 4 
6 16 8 8 


-7 2 3 1 
6 6 6 2 

8 . 


6 17 7 7 
6 8 6 6 6 
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インターネットによるお客様登録のお願い 

http://pioneer.jp/support/ 


このたびは弊社製品をお買い上げいたださ、まことにあ0び 
とうございました。弊社では、お買い上げいただいたお客様に 
「お客様登録」をお願いしています。左記アドレスか日ご登録 
いただくと、ご使用の製品についての重要なお知5せなどを 
お届けいたしまず。なお、左記アドレスは、困ったとさのよくあ 
る質問や各種お問い合わせ先の案内、カタ□グや取扱説明書 
の閲覧など、お客様のお役に立てるサービスの提供を目的と 
したページです。 
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